
取扱説明書

X-FS9DV
X-FS7DV
X-FG88DV

DVD/MD ミニコンポーネントシステム

インターネットによる登録のお願い

http://www3.pioneer.co.jp/

お買い上げの製品について、上記URL「お客様のページ」でお客様登録を

お願いします。

この「お客様のページ」は、お客様とのコミュニケーションを目的とした

ウェブサイトです。新規登録されたお客様にはID・パスワードを発行させて

いただき、新製品のカタログや取扱説明書のダウンロード、メールマガジン

の購読など各種サービスをご利用いただけます。

　　 　　 　　 　　

DVDレコーダーをお持ちのお客様へ

本機DVDレコーダー

※DVDレコーダーでビデオモード記録したDVD-R/-RWディスクを本機で再生するときは、
　ファイナライズ (録画終了処理) してください。

ファイナライズしてから再生してください

DVD-R/-RW
ディスク

STANDBY/ONVOLUME

TIMER

EJECT

FUNCTION
PULL OPEN

OPEN
/CLOSE

� �

�

電源 開/閉 停止 一時停止 再生 録画停止ファンクション 録画

� � � � & �

HDD/DVD

@ 引－開

DVDビデオのリージョン番号

DVDプレーヤーとDVDビデオディスクには発売地域ごとにリージョンNo.(地域番号)

が設けられています。海外で購入したDVDビデオディスクは、リージョンNo.の違い

により再生できない場合があります。本機のリージョンNo.は「2」です。

再生できるDVDビデオディスクのリージョン表示の例： 2  ALL  1
  2
    4
  など
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●安全にお使いいただくために、必ずお守りください。
●ご使用の前にこの「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

絵表示の例
 記号は注意(警告を含む)しなけれ

ばならない内容であることを示してい
ます。
図の中に具体的な注意内容(左図の場合
は感電注意)が描かれています。

 記号は禁止(やってはいけないこ
と)を示しています。
図の中や近くに具体的な禁止内容(左図
の場合は分解禁止)が描かれています。

● 記号は行動を強制したり指示する
内容を示しています。
図の中に具体的な指示内容(左図の場合
は電源プラグをコンセントから抜く)が
描かれています。

警告

この取扱説明書および製品への表示は、製品を安
全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々へ
の危害や財産への損害を未然に防止するために、
いろいろな絵表示をしています。その表示と意味
は次のようになっています。

内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、
人が死亡または重傷を負う可能性が想定される
内容を示しています。

注意
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、
人が損害を負う可能性が想定される内容および
物的損害のみの発生が想定される内容を示して
います。

安全上のご注意

÷ 万一煙が出ている、変なにおいや音
がするなどの異常状態のまま使用す
ると火災・感電の原因となります。
すぐに機器本体の電源スイッチを切
り、必ず電源プラグをコンセントか
ら抜いてください。煙が出なくなる
のを確認して販売店に修理をご依頼
ください。お客様による修理は危険
ですから絶対おやめください。

÷ 万一内部に水や異物等が入った場合
は、まず機器本体の電源スイッチを切
り、電源プラグをコンセントから抜い
て販売店にご連絡ください。そのまま
使用すると火災・感電の原因となりま
す。

異常時の処置

プラグを抜け

 警告

プラグを抜け

÷ 万一本機を落としたり、カバーを破損
した場合は、機器本体の電源スイッチ
を切り、電源プラグをコンセントから
抜いて販売店にご連絡ください。その
まま使用すると火災・感電の原因とな
ります。

プラグを抜け
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使用環境

水ぬれ禁止

100V以外禁止

÷ 本機の上に花びん、植木鉢、コップ、
化粧品、薬品や水などの入った容器ま
たは小さな金属物をおかないでくださ
い。こぼれたり、中に入った場合、火
災・感電の原因となります。

÷ ぬれた手で（電源）プラグを抜き差しし
ないでください。感電の原因となるこ
とがあります。

÷ 本機の通風孔などから、内部に金属類
や燃えやすいものなどを差し込んだ
り、落とし込んだりしないでくださ
い。火災・感電の原因となります。特
にお子様のいるご家庭ではご注意くだ
さい。

÷ 本機のカバーを外したり、改造したり
しないでください。内部には電圧の高
い部分があり、火災・感電の原因とな
ります。内部の点検・整備・修理は販
売店にご依頼ください。

÷ 電源コードを傷つけたり、加工した
り、無理に曲げたり、ねじったり、
ひっぱったり、加熱したりしないでく
ださい。コードが破損して火災・感電
の原因となります。コードが傷んだら
（芯線の露出、断線など）、販売店に交
換をご依頼ください。

÷ 雷が鳴り出したらアンテナ線や電源プ
ラグには触れないでください。感電の
原因となります。

使用方法

水ぬれ禁止

風呂場・シャワー
室での使用禁止

設置

禁止

禁止

÷ 電源プラグの刃および刃の付近にほこ
りや金属物が付着している場合は、電
源プラグを抜いてから乾いた布で取り
除いてください。そのまま使用すると
火災・感電の原因となります。

÷ 電源コードの上に重い物をのせたり、
コードが本機の下敷きにならないよう
にしてください。また、電源コードが
引張られないようにしてください。
コードが傷ついて、火災・感電の原因
となります。コードの上を敷物などで
覆うことにより、それに気付かず、重
い物をのせてしまうことがあります。

÷ 放熱をよくするため他の機器、壁等か
ら間隔をとり、またラックに入れる時
はすき間をあけてください。また、次
のような使い方で通風孔をふさがない
でください。内部に熱がこもり、火災
の原因となることがあります。

�あおむけや横倒し、逆さまにする。
�押し入れなど、風通しの悪い狭いとこ
ろに押し込む。

�じゅうたんやふとんの上に置く。
�テーブルクロスなどをかける。

÷ 付属の電源コードはこの機器のみで使
用することを目的とした専用部品で
す。他の電気製品ではご使用になれま
せん。他の電気製品で使用した場合、
発熱により火災・感電の原因となるこ
とがあります。また電源コードは本製
品に付属のもの以外は使用しないでく
ださい。他の電源コードを使用した場
合、この機器の本来の性能が出ないこ
とや、電流容量不足による発熱から火
災・感電の原因となることがありま
す。

プラグを抜け

ぬれ手禁止

分解禁止

禁止

接触禁止

禁止

禁止

÷ 表示された電源電圧（交流100ボルト
50/60 Hz）以外の電圧で使用しない
でください。火災・感電の原因となり
ます。

÷ この機器を使用できるのは日本国内の
みです。船舶などの直流(DC)電源に
は接続しないでください。火災の原因
となります。禁止

÷ この機器に水が入ったり、ぬらさない
ようにご注意ください。火災・感電の
原因となります。雨天、降雪中、海
岸、水辺での使用は特にご注意くださ
い。

÷ 風呂場、シャワー室等では使用しない
でください。火災・感電の原因となり
ます。
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÷ 電源プラグを抜く時は、電源コードを
引っ張らないでください。コードが傷
つき火災・感電の原因となることがあ
ります。必ずプラグを持って抜いてく
ださい。

÷ 電源コードを熱器具に近づけないでく
ださい。コードの被ふくが溶けて、火
災・感電の原因となることがありま
す。

÷ 移動させる場合は、電源スイッチを切
り必ず電源プラグをコンセントから抜
き、外部の接続コードを外してから、
行ってください。コードが傷つき火
災・感電の原因となることがありま
す。

÷ 本機の上にテレビやオーディオ機器を
載せたまま移動しないでください。倒
れたり、落下してけがの原因となるこ
とがあります。重い場合は、持ち運び
は2人以上で行ってください。

÷ アンテナ工事には技術と経験が必要で
すので、販売店にご相談ください。

�送配電線から離れた場所に設置してく
ださい。アンテナが倒れた場合、感電
の原因となることがあります。

�BS、CS放送受信用アンテナは強風
の影響を受けやすいので、堅固に取り
つけてください。

÷ 窓を閉め切った自動車の中や直射日光
が当たる場所など異常に温度が高くな
る場所に放置しないでください。火災
の原因となることがあります。

禁止

プラグを抜け

禁止

禁止

注意

 注意

÷ 電源プラグは、コンセントに根元まで
確実に差し込んでください。差し込み
が不完全ですと発熱したり、ほこりが
付着して火災の原因となることがあり
ます。また、電源プラグの刃に触れる
と感電することがあります。

÷ 電源プラグは、根元まで差し込んでも
ゆるみがあるコンセントに接続しない
でください。発熱して火災の原因とな
ることがあります。販売店や電気工事
店にコンセントの交換を依頼してくだ
さい。

÷ ぐらついた台の上や傾いたところなど
不安定な場所に置かないでください。
落ちたり、倒れたりしてけがの原因と
なることがあります。

÷ 本機を調理台や加湿器のそばなど油
煙、湿気あるいはほこりの多い場所に
置かないでください。火災・感電の原
因となることがあります。

÷ テレビ、オーディオ機器、スピーカー
等に機器を接続する場合は、各々の機
器の取扱説明書をよく読み、電源を切
り、説明に従って接続してください。
また、接続は指定のコードを使用して
ください。

÷ 電源を入れる前には音量を最小にして
ください。突然大きな音が出て聴力障
害などの原因となることがあります。

÷ 本機の上に重いものや外枠からはみ出
るような大きなものを置かないでくだ
さい。バランスがくずれて倒れたり、
落下してけがの原因となることがあり
ます。

÷ 本機の上にテレビを置かないでくださ
い。放熱や通風が妨げられて、火災や
故障の原因となることがあります。
(取扱説明書でテレビの設置を認めて
いる機器は除きます。)

設置

必ず行う

禁止

禁止

禁止

注意

禁止

禁止

注意

禁止
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プラグを抜け

手の挟みこみに
注意

注意

保守・点検

÷ 5年に一度くらいは内部の掃除を販売
店などにご相談ください。内部にほこ
りがたまったまま、長い間掃除をしな
いと火災や故障の原因となることがあ
ります。特に湿気の多くなる梅雨期の
前に行うとより効果的です。なお掃除
費用については販売店などにご相談く
ださい。

÷ お手入れの際は安全のために電源プラ
グをコンセントから抜いて行ってくだ
さい。

注意

プラグを抜け

電池

÷ 指定以外の電池は使用しないでくださ
い。また、新しい電池と古い電池を混
ぜて使用しないでください。電池の破
裂、液もれにより、火災・けがや周囲
を汚損する原因となることがありま
す。

÷ 電池を機器内に挿入する場合、極性表
示(プラス(＋)マイナス(ー)の向き)に
注意し、表示通りに入れてください。
間違えると電池の破裂、液もれによ
り、火災・けがや周囲を汚損する原因
となることがあります。

注意

禁止

使用方法

÷ ディスクを使用する機器の場合、ひび
割れ、変形、または接着剤などで補修
したディスクは使用しないでくださ
い。ディスクは機器内で高速回転しま
すので、飛び散ってけがの原因となる
ことがあります。

÷ レーザーを使用している機器では、
レーザー光源をのぞきこまないでくだ
さい。レーザー光が目に当たると視力
障害を起こすことがあります。

÷ 長時間音が歪んだ状態で使わないでく
ださい。スピーカーが発熱し、火災の
原因となることがあります。

÷ 本機に乗ったり、ぶら下がったりしな
いでください。特にお子様はご注意く
ださい。倒れたり、こわれたりしてけ
がの原因になることがあります。

÷ お子様がカセットテープ、ディスク挿
入口に、手を入れないようにご注意く
ださい。けがの原因になることがあり
ます。

÷ ヘッドホンをご使用になる時は、音量
を上げすぎないようにご注意くださ
い。耳を刺激するような大きな音量で
長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響
を与えることがあります。

÷ 旅行などで長期間、ご使用にならない
時は安全のため必ず電源プラグをコン
セントから抜いてください。

禁止

禁止

禁止

禁止

÷ 長時間使用しない時は、電池を取り出
しておいてください。電池から液がも
れて火災、けが、周囲を汚損する原因
となることがあります。もし液がもれ
た場合は、電池ケースについた液をよ
くふきとってから新しい電池を入れて
ください。また万一、もれた液が身体
についた時は、水でよく洗い流してく
ださい。

÷ 電池は加熱したり分解したり、火や水
の中にいれないでください。電池の破
裂、液もれにより、火災、けがの原因
となることがあります。

電池を取り出せ

禁止
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本機の特長

1. DVDソフトを臨場感あふれるサラウンド効果で楽しめるバーチャルサラウンド
機能を搭載
÷ 本機に搭載されているバーチャル（仮想）サラウンド技術により、2本のスピーカーとサブウー
ファーだけで、マルチチャンネルスピーカーシステムで聞いているようなサラウンド効果を楽し
むことができます。

÷ 左右のスピーカーから等距離の位置でお聞きになると、より良い効果が得られます。

■ X-FS9DV
ドルビー*1ラボラトリーズ社の開発した最新のバーチャル（仮想）サラウンド技術
『ドルビーバーチャルスピーカー』により、サラウンド効果を楽しむことができます。

■ X-FS7DV、X-FG88DV
SRS Labs, Inc.が開発したバーチャルサラウンド技術『SRS TruSurround*2』
により、サラウンド効果を楽しむことができます。

2. お手持ちのヘッドホンで、マルチチャンネルサラウンド音場再生を実現　　　
（X-FS9DVのみ）

÷ドルビーラボラトリーズ社の開発したヘッドホンバーチャル（仮想）サラウンド技術
『ドルビーヘッドホン』により、お手持ちのヘッドホンで、マルチチャンネルスピー
カーで聞いているような臨場感あふれるサラウンド効果を楽しむことができます。

3. 多彩なメディア、記録フォーマットの再生が可能　　　
÷ DVDビデオ、音楽CD、CD-R（RW）に記録されたMP3、WMA、JPEGファイルの再生ができ
ます。DVDレコーダーのVRモードで録画したDVD-RWの再生も可能です。また、X-FS9DV
はDTS*3フォーマットの音声をスピーカーやヘッドホンで聞くことができます。

4. 5種類の音質設定モード（SFC)を搭載
÷ 映画DVDソフト、ライブDVDソフトや音楽CDなど、収録されている内容がより楽める5種類の
音質設定ができます。

5. 簡単、便利なMD録音機能
÷ CDからMDへスピーディーな2倍速録音がワンタッチボタンでできます。また、長時間録音の
可能なMDLP機能により、たとえば80分のMDにLP4モードで320分の録音ができます。

6. 豊富な入出力端子を装備
÷ お手持ちのテレビやビデオデッキの音声を本機のスピーカーで聞いたり、光デジタル出力をAV
アンプに接続してマルチチャンネルサラウンドが楽しめます。またプログレッシブ対応テレビを
D端子に接続すると、高品位のプログレッシブ再生映像を楽しむことができます。

7. 環境にやさしい設計製品
÷ スタンバイ中の消費電力を0.1W以下に抑えた設計をしています。また、アンプ基板などには、
鉛の含まれていない半田を使用しています。

*1 ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。
Dolby、ドルビー、Pro Logic及びダブルD記号はドルビーラボラトリーズの商標です。

*2 TruSurround、SRSと 記号はSRS Labs,Inc. の商標です。
TruSurround技術はSRS Labs,Inc. からのライセンスに基づき製品化されています。

*3“DTS”、“DTS Digital Out”及び“DTS Virtual”は米国Digital Theater Systems, Incの登録商標です。
米国Digital Theater Systems, Incの実施権に基づき製造されています。

P105

P104

P103

P134

P106

P15

P44～47

P129～132
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1. 裏ブタのタブを押しながら矢印の方向
へ開きます。

2. ケース内に表記されている極性ª(プラ
ス)/·(マイナス)を合わせて、乾電池を
正しく入れます。

3. 裏ブタを矢印の方向に閉めます。

付属品を確認しましょう

÷ FM 簡易アンテナ(1.4m)×1

÷ 電源コード(2m)×1

÷ リモコン ×1 ÷ ビデオコード(1.5m)×1

注 意

乾電池を誤って使用すると液漏れや破裂など
の危険があります。次の点についてご注意く
ださい。（電池に記載されている注意事項もあ
わせてご覧ください。）

◆ 乾電池のプラスªとマイナス·の向きを電池
ケースの表示通りに正しく入れてください。

◆ 新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて
使用しないでください。

◆ 乾電池には同じ形状でも電圧の異なるものが
あります。種類の違う乾電池を混ぜて使用し
ないでください。

◆ 長い間（1か月以上）使用しないときは電池
の液漏れを防ぐために電池を取り出してくだ
さい。もし、液漏れを起こしたときは、ケー
ス内についた液をよく拭き取ってから新しい
電池を入れてください。

◆ 不要となった電池を廃棄する場合は、各地方
自治体の指示（条例）に従って処理してくだ
さい。

÷ 単3形乾電池 ×2
   （AA/R6P）

÷ AMループアンテナ ×1
（図は組み立てた状態です。）

÷ 保証書
÷ 取扱説明書（本書）
÷ 簡単ガイド

リモコンに電池を入れましょう

電源

消音

DVD

MDメニュー

トップメニュー DVDメニュー

戻る
ホーム
メニュー

音量

54 6

87 9 0

21 3
タ GHI ナ JKL ハ MNO

マ PQRS ヤ TUV ラ WXYZ ワヲン 記号

カ ABCア サ DEF

表示/文字

ファンクション

フォルダー/グループ

MD

タイマー

REC THISプログラムランダムリピート

FM/AM

L1/L2 /   設定
BGM
モード

SFC 音声 字幕

DVD/CD MD

サウンド アングル ズーム

VS/       H

音量

STST

TUNE

TUNE

決定

クリア

決定

MD

TUNER

TV LINE

DVD/CD MD

 

は
じ
め
に

÷ システムケーブル(3m)×1

÷ スピーカーコード (5m)×2

÷ スピーカースタンド＊ ×2

÷ 滑り止めパッド＊

(パワードサブウーファー用)×1

＊ スピーカー部と一緒に梱包され
ています
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はじめに

安全上のご注意（絵表示について）........ 2
本機の特長 ..............................................6
付属品を確認しましょう...........................7
リモコンに電池を入れましょう.................7
本機の接続をしましょう........................ 14
アンテナ接続について ................................................... 18
付属アンテナでよく聞こえないとき................................ 19

各部のなまえとはたらきを覚えましょう.... 20
DVD/MD TUNER部 ................................................... 20
リモコン............................................................................22
表示部..............................................................................24
スピーカースタンドを取り付けるには ............................. 25
スピーカーを壁に取り付けるには ................................... 25
滑り止めパッドの使いかた..............................................25

接続したテレビの種類を選びましょう....26
デモ表示を解除しましょう..................... 28
時計を合わせましょう........................... 29
時計を確認するには........................................................29

基本編

DVDを再生しましょう .......................... 30
DVDのメニュー画面が表示されたら............................. 31
ちょっと場面を進めたいときは........................................ 32
ちょっと場面を見逃したときは ........................................ 32
DVDのタイトルやチャプターを指定して
再生してみましょう........................................................... 33
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は
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に

デ
ィ
ス
ク
を
使
う

DVDのチャプターのスキップ(頭出し)をしましょう....... 34
ちょっと休憩というときは ................................................34
字幕スーパー版の映画を吹き替え版にしてみましょう
（お好みの音声と字幕に切り換える）............................ 35

ビデオCDを再生しましょう.................. 36
メニュー画面から再生しましょう(PBC再生) .................. 37

音声を切り換えるときは .................................................. 37

WMA/MP3ファイルを再生しましょう... 38
CD(CD-R/CD-RW)を再生しましょう... 40
JPEGファイルを再生しましょう.......... 41
MDを再生しましょう............................. 42
曲をスキップしましょう....................................................42
早送り・早戻しをしましょう ..............................................43
トラックを指定して再生しましょう.................................... 43

CDをMDに録音しましょう
(ダイレクト録音) ................................... 44
CDの全曲をまるごと録音しましょう............................... 44
2倍速録音での制限について ........................................ 45
長時間録音（MDLP）の設定をするときは .................... 46
CDの1曲だけを録音しましょう
(いま聞いている曲を録音する) ......................................47

FM・AM放送を聞きましょう................ 48
FM放送に雑音が多いときは ..........................................49
放送局を自動的に選局して記憶させましょう ................. 50
放送局を手動で記憶させましょう.................................... 51
記憶させた放送局を呼び出しましょう............................. 52
記憶させた放送局に名前をつけましょう......................... 53

 

Ｍ
Ｄ
を
使
う

 

Ｆ
Ｍ
・・・・・
Ａ
Ｍ
放
送
を
聞
く
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ディスクを使う(DVD/ビデオCD
 /CD /WMA /MP3）

DVDやビデオCDのスロー再生を
する ...................................................... 54

DVDで、逆方向にスロー再生
するには･･･ .............................................. 54

DVDやビデオCDのコマ送り再生
をする................................................... 55

DVDで、逆方向にコマ送り再生
するには･･･ .............................................. 55

WMA/MP3のフォルダーのスキップ
(頭出し)をする ..................................... 55

DVD、ビデオCD、CD、WMA/MP3を　
繰り返し再生する（リピート再生）......... 56

DVD、ビデオCD、CD、WMA/MP3を　
順不同に再生する（ランダム再生）..... 57

CDやWMA/MP3の聞きたい曲を好きな
順番で聞く（プログラム再生）............. 58

DVDの映像のアングルを切り換える
（マルチアングル）............................... 59

DVDの映像を拡大して見る
（ズーム）.............................................. 59

プレイモード画面でいろいろな
操作をする ........................................... 60

指定した箇所を繰り返し再生する
(A-B リピート再生) .............................. 61

DVDを繰り返し再生する
（リピート再生）...................................... 61

ビデオCD、CD、WMA/MP3を繰り返し
再生する（リピート再生）...................... 62

DVDを順不同に再生する
（ランダム再生）................................... 63

ビデオCD、CD、WMA/MP3を順不同に
再生する（ランダム再生）.................... 64

聞きたい曲を好きな順番で聞く
（プログラム再生）................................ 65

見たい場面を探す(サーチモード) ....... 69

ディスクナビゲーターを使って
再生する............................................... 71

JPEGファイルを拡大・回転する........ 74

DVDとMDを同時に再生する
（BGMモード）..................................... 75

ディスクの情報を見る ......................... 76

応用編
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MDを使う

MDを再生する.................................... 78

MDを順不同に再生する
（ランダム再生）................................... 78

MDを繰り返し再生する
（リピート再生）...................................... 78

MDの聞きたい曲を好きな順番で聞く
（プログラム再生）................................ 79

MDに録音する.................................... 80

CDやWMA/MP3の好きな曲だけをMDへ
自動録音する............................................ 80

FM・AM放送をMDへ録音する......... 81

ディスクの好きな部分をMDへ
録音する............................................... 81

デジタル録音レベルを調整する ......... 82

MDの編集機能について .................... 83

ディスクや曲、グループに名前をつける
（ネーム機能）....................................... 84

文字を入力する ................................... 86

曲を2つに分ける（デバイド機能）...... 88

連続している2つの曲をつなぐ
（コンバイン機能）................................ 89

曲を移動する（ムーブ機能）................ 90

1曲だけ消す（トラックイレース機能）...91

全曲を消す（オールイレース機能）..... 92

MDのグループ機能について ............. 93

グループ機能とは..................................... 93

グループ登録したMDディスク
について ................................................... 94

グループディスクをグループ機能を搭載
していない機器で編集を行った場合....... 94

本機のグループ機能の制限 .................... 94

グループディスクを作成する
（グループ登録）................................... 95

グループを登録する................................. 95

グループディスクを変更する .............. 96

グループを変更する................................. 96

登録したグループを解除する .................. 97

登録したグループをすべて解除する....... 97

聞きたいグループを選ぶ
（グループサーチ機能）........................ 98

選択したグループだけ再生するように
設定する(グループ再生機能) ............. 99

MDのディスク情報を見る ............... 100

デ
ィ
ス
ク
を
使
う

 

応
用
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う
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音質設定をする

音声の強弱の幅(ダイナミックレンジ)を
調整する............................................ 102

サラウンド再生を楽しむ ................... 103

ドルビーヘッドホンの設定
(X-FS9DVのみ) .................................. 104

ドルビーバーチャルスピーカーの設定
(X-FS9DVのみ) .................................. 105

デュアルモノの設定(X-FS9DVのみ) ... 105

音質を変えて再生する ..................... 106

高音と低音を調整する ..................... 106

低音を強調する ................................ 107

小さい音で他人に迷惑をかけずに
映画を楽しむ(マナーモード) ............ 107

画質調整をする

画質を調整しましょう ........................ 108

タイマーを使う

決めた時刻に再生する
（目覚ましタイマー）.......................... 109

決めた時刻に録音する
（タイマー録音）................................. 111

決めた時間後に電源を切る
（スリープタイマー）.......................... 113

タイマーを同時に使ったとき............ 113

各種の設定をする

デジタル音声出力の設定を変更する... 114

接続する外部機器がドルビー
デジタルに対応しているとき ................ 114

接続する外部機器がDTSに対応して
いるとき(X-FS7DV/X-FG88DVのみ) .. 115

接続する外部機器が96kHz
に対応しているとき ............................... 115

接続する外部機器がMPEGに対応して　　
いるとき(X-FS7DV/X-FG88DVのみ) .. 115

映像出力の設定を変更する............. 116

接続したテレビのサイズは、ワイドサイズ
(16:9)ですか？ 従来サイズ(4:3)
ですか？.................................................. 116

映像の出力方式をプログレッシブ出力　　
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表示の設定を変更したいとき........... 122

画面に表示される言語を英語にする
（画面表示言語）.................................... 122

画面に操作表示([再生]、[停止]など)
を出さないようにする（画面表示）........ 122

アングルマーク( )を表示しない

ようにする(アングルマーク表示) ......... 122

オプションの設定.............................. 123
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は
じ
め
に

音声 S-FS9DV-W
接続専用端子

DVD
/CD
出力

入力

LINE 2

音声

映像

映像出力

映像出力

D1/D2映像出力

S1/S2

( TVへ )

入力出力

左

右

入力

LINE1 TV光デジタル 光デジタル
(アナログ) (アナログ)

アンテナ端子

XV-FS9DV
接続専用端子

ACインレット

スピーカーL

R

パワード
サブウーファー

AM
ループ
アンテナ

FM簡易アンテナ

スピーカー
左(L)

スピーカー
右(R)

DVD/MD
TUNER

映像入力

テレビ

本機の接続をしましょう
÷ アンテナは必ず接続してください。アンテナを接続しないとFM/AM放送が受信できません。
÷ 接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には、必ず電源コードを抜いてください。また、電源
コードはすべての接続が終わってから壁のコンセントへ接続してください。

÷ 本機に外部機器を接続する場合は、129～132ページを参照してください。
÷ スピーカーを床や棚に置く場合は、付属のスピーカースタンドを取り付けてください (25ページ)。

÷ 本スピーカーを本システム以外の製品で使用しないでください。故障、
火災の原因となることがあります。

÷ 本スピーカー以外のスピーカーを本システムに接続する場合は、イン
ピーダンスが4Ω～16Ωのものをご使用ください。

注意：

3

2
5

1

6
4

スピーカーのイラストは例としてX-FS9DVのものを使用しています。
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は
じ
め
に

テレビと接続します1

音声 S-FS9DV-W
接続専用端子

DVD
/CD
出力

入力

LINE 2

音声

映像

映像出力

映像出力

D1/D2映像出力

S1/S2

( TVへ )

入力出力

左

右

入力

LINE1 TV光デジタル 光デジタル
(アナログ) (アナログ)

アンテナ端子

S映像入力
映像出力
S1/S2

映像

映像出力

映像出力S1/S2

( TVへ )

映像入力

1付属のビデオコード（黄色のプラグ）
を本機の映像出力端子に接続します。

2ビデオコード（黄色のプラグ）の反対側をテレビ
の映像入力端子(VIDEO IN)に接続します。

S 映像入力端子を持っているテレビの場合、
S1/S2端子を使うと、付属の映像ケーブルを
使った映像入力端子への接続より、鮮明で高
品位な映像を楽しむことができます。
右図のように市販のS映像ケーブルで接続し
ます。

注 意

◆ 本機の映像出力は、直接テレビに接続してください。
本機はアナログコピープロテクト方式のコピーガードに対応しているため、本機をビデオデッキ
を通してテレビに接続したり、ビデオデッキで録画
して再生すると、正常な再生ができないことがあり
ます。また、本機をビデオ内蔵テレビに接続する
と、コピーガードによって正常な再生ができないこ
とがあります。詳しくはお使いのテレビメーカーに
お問い合わせください。

◆ S映像入力端子付きテレビに接続した場合、映像が横方向に引き伸ばしたように見えるときは、
取扱説明書の118ページを参照して、S1に設定してください。

本機 ビデオ テレビ

STANDBY/ONVOLUME

TIMER

EJECT

FUNCTION
PULL OPEN

OPEN
/CLOSE

� �

S映像入力端子付きテレビの場合

音声 S-FS9DV-W
接続専用端子

DVD
/CD
出力

入力

LINE 2

音声

映像

映像出力

映像出力

D1/D2映像出力

S1/S2

( TVへ )

入力出力

左

右

入力

LINE1 TV光デジタル 光デジタル
(アナログ) (アナログ)

アンテナ端子

D映像入力

D1/D2映像出力

D 映像入力端子を持っているテレビの場合、
D2端子を使うと、付属の映像ケーブルを使っ
た映像入力端子への接続より、鮮明で高品位
な映像を楽しむことができます。本機のD2端
子は、テレビのD1、D2、D3、D4のいずれ
の入力端子にも接続することができます。た
だし、D1入力端子と接続したときは、イン
ターレース出力のみとなります。
右図のように市販のD映像ケーブルで接続し
ます。

D映像入力端子付きテレビの場合
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は
じ
め
に

壁に取り付けるには．．．．
ネジや押しピンなどを使って壁に取り付けてから
組み立てます。

AMループアンテナを組み立ててから接続します3

1 コードがねじれて
巻かれている部分
までをほどきます。

3 突起部を溝にはめ込みま
す。

2 台を外側に出し
ます。

4 組み立ては完成
です。

接 続 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 もう一方のコードも同様
に、端子に接続します。

2 コードの先端を端子に挿入し、端子の
レバーを押さえていた指を離します。

1 指でアンテナ端子の
レバーを押します。

組み立て ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

FM簡易アンテナは、中央のピンに差し込んで使用
します。
またFM簡易アンテナは、たらしておいたり、丸め
たままにしないで最も良い受信状態が得られるよう
に、ピンと張っておきます。

2 FM簡易アンテナを接続します

FM簡易アンテナ
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は
じ
め
に

電源コードを本体と壁のコンセントへ差し込みます6
1電源コードを
本体のAC イ
ンレットに差
し込みます。

2電源コードのプラグ部を壁の
コンセントに接続します。
はじめて電源コードをコンセ
ントにつないだ時はデモモー
ドになります。詳しくは28
ページをご覧ください。

ACインレット

システムケーブルを接続します4

S-FS9DV-W
接続専用端子

1 システムケーブルをDVD/MD TUNERの
S - FS9DV -W  ( S - FS7DV -W、S -
FG88DV-W) 接続専用端子に接続します。
突起部がある面を上側にして差し込んでくだ
さい。

2 システムケーブルの反対側をパワードサブ
ウーファーのXV-FS9DV (XV-FS7DV、
XV-FG88DV) 接続専用端子に接続します。
突起部がある面を右側にして差し込んでくだ
さい。

スピーカーコードを接続します5

ス
ピ
ー
カ
ー

L

R

ス
ピ
ー
カ
ー

L

R

1 パワードサブウーファーのスピーカー端子
(L) にスピーカーコードを接続します。突起
部がある面を上側にして差し込んでくださ
い。

2 パワードサブウーファーのスピーカー端子
(R) にスピーカーコードを接続します。突起
部がある面を下側にして差し込んでくださ
い。

XV-FS9DV
接続専用端子

3 スピーカーコードの反対側をスピーカーに接
続します。被覆に灰色の線が入っているコー
ドを赤い端子に、もう一方を黒い端子に接続
してください。

4 もう一つのスピーカーも同様に接続します。
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アンテナ接続について

アンテナ端子のアースマーク(H)はアンテナを接続した場合の雑音低減をはかるためのものです。安
全アースではありません。

AMループアンテナ：

÷ 平らな面に置き、受信状態の最も良い方向に
向けてください。

÷ アンテナは、本機から離して金属物と接触し
ない場所に置いてください。また、パソコ
ン、テレビなどからもできるだけ離してくだ
さい。ノイズの原因となります。

÷ 壁などに取り付ける場合は、AM放送の受信
状態が最も良い方向を見つけ、取り付け位置
を決めてください。

÷ できるだけ窓の近くに置くなど、置く位置や
向きを変えて受信しやすい状態を探してくだ
さい。

FM簡易アンテナ：

÷ 付属のFM簡易アンテナは、たらしておいた
り、丸めたままにしないでピンと張ってくだ
さい。

÷ 受信状態の良い方向が決まったら、画びょう
やテープではり付けます。

÷ 付属のFM簡易アンテナは、FM放送を手軽
に受信するためのものです。よりよい受信の
ためには、市販の屋外アンテナの使用をお勧
めします。
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付属アンテナでよく聞こえないとき

AM外部アンテナをつなぐ

÷ AM外部アンテナ（市販のビニール被覆線）を下図のように接続してください。

FM屋外アンテナをつなぐ

÷ 市販のFM屋外アンテナを接続するには、市販の同軸ケーブルと変換アダプターを使って、下図
のように接続してください。

ビニール被覆線
（5～6m/ 市販）

AMループアンテナ

本機の
アンテナ端子

75Ω同軸ケーブル（3C2V）
（市販）

本機の
アンテナ端子

変換アダプター
（市販）

FM屋外アンテナ（市販）
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DIRECT
REC

REC/
STOP

DIRECT
X2 REC

CD

VS/        H 4・1 ¡・¢

TIMER

EJECTOPEN
/CLOSE

STANDBY/ONVOLUMEFUNCTION � �

MD

1 2 3 54 6

890-=$% ~!@# 7
PULL OPEN

各部のなまえとはたらきを覚えましょう

DVD/MD TUNER部

手前に引く

液晶表示素子(LCD)について
本機で使用している液晶表示素子は、温度により色が変化する性質を持っています。室温の高い部屋や大音
量で長時間動作させた場合に色調が灰色に変化することがありますが、温度が下がれば元に戻りますので安
心してご使用ください。

例) X-FS9DV  DVD/MD TUNER部
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1 ディスクテーブル（30ページ）

2 OPEN/CLOSEボタン
ディスクテーブルを開閉します。

3 MD挿入部

4 音量ボタン

5 EJECTボタン
MDを取り出します。

6 リモコン受光部
¶ 約7m以内の距離からここに向けて操作

してください。

¶ 直射日光や蛍光灯の強い光が直接リモコ
ン受光部に当たると、リモコン操作でき
ないことがあります。そのようなときは、
設置場所を変えるか、蛍光灯から離して
ください。

7 電源�ボタン
押すと電源が入ります。もう一度押すとスタ
ンバイ状態になり、本体表示部が消灯しま
す。

8 ヘッドホン端子
市販のヘッドホンを接続します。
インピーダンス16Ω～50Ω（推奨32Ω）、
直径3.5Фステレオミニプラグ付のヘッド
ホンをお使いください。
ヘッドホンをつなぐと、スピーカーから音は
出ません。

9 タイマーインジケーター
目覚ましタイマー/タイマー録音が設定され
ていると点灯します。（電源オフ時のみ）

0 7ボタン
停止します。

- �ボタン
ディスクを再生したり、一時停止します。

= FUNCTIONボタン
押すたびにファンクションが切り換わります。
下記のファンクションが表示窓に表示されます。

DVD/CD
DVDやビデオCD、CD、WMA、MP3、
JPEGなどを再生するときに合わせます。

MD
MDを再生するときに合わせます。

FM/AM
FM・AM放送を聞くときに合わせます。

TV
TV音声入力端子に接続したテレビの音声を
聞くときに合わせます。

LINE1/2
本機に接続した外部機器の音を聞くときに合
わせます。

~ 4・1   ¡・¢ ボタン
タイトル/チャプター/トラックを早送り、
早戻し、または頭出しします。

! REC/STOPボタン（81, 112ペー

ジ）
MDの録音を開始したり停止したりします。

@ CD-MDダイレクト録音ボタン（44,

80ページ）
CDを簡単にMDへ録音します。

# 2VS/2Hボタン (X-FS9DVのみ)

（104～105ページ）

SURROUNDボタン (X-FS7DV、　

X-FG88DVのみ)（103ページ）

$ 表示窓

% フロントドア
PULL OPENの左側を手前に引くとドアが
開きます。
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リモコン

電源

消音

DVD

MDメニュー

トップメニュー DVDメニュー

戻る
ホーム
メニュー

音量

54 6

87 9 0

21 3
タ GHI ナ JKL ハ MNO

マ PQRS ヤ TUV ラ WXYZ ワヲン 記号

カ ABCア サ DEF

表示/文字

ファンクション

フォルダー/グループ

MD

タイマー

REC THISプログラムランダムリピート

FM/AM

L1/L2 /   設定
BGM
モード

SFC 音声 字幕

DVD/CD MD

サウンド アングル ズーム

VS/       H

音量

STST

TUNE

TUNE

決定

クリア

決定

MD

TUNER

TV LINE

DVD/CD MD

1

~

!

@

$

%

^

&

*

(
)
_

#

2

3

4

5

6

7

8

9

0

-
=

1 電源�ボタン
押すと電源が入ります。もう一度押すとスタ
ンバイ状態になり、本体表示部が消灯します。

2 ファンクションボタン
以下の5つのボタンを押すと、スタンバイ時
でも電源がオンになります。また、ラジオ放
送やディスクがセットされている場合は、再
生を開始します。

DVD/CDボタン
DVDやビデオCD、CD、WMA、MP3、
JPEGなどを再生したり、一時停止します。

MDボタン
MDを再生したり、一時停止します。

TUNER(FM/AM)ボタン
FM・AM放送を聞いたり、FM局とAM局を
切り換えます｡

TVボタン
TV音声入力端子に接続したテレビの音声を
聞くときに使用します。

LINE(L1/L2)ボタン
本機に接続した外部機器の音を聞くときに使
用します。

3 2VS/2Hボタン(X-FS9DVのみ)

（104～105ページ）

サラウンドボタン(X-FS7DV、　　　

X-FG88DVのみ) （103ページ）

SFCボタン（106ページ）
音質の設定を切り換えます。

消音ボタン
音を一時的に消す（ミュートする）ときに押
します。もう一度押すとミュートは解除さ
れ、消音する前の音量に戻ります。

サウンドボタン（106～107ページ）

4 音量ボタン

5 トップメニューボタン
DVDソフトの最上層のメニュー画面を表示
します｡

例) X-FS9DVリモコン
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6 ’ ‘} ] / 決定ボタン
項目の選択や変更、またはDVD などのメ
ニューや設定画面にて、カーソルを上下左右
に移動します。
また、ラジオのステーションの選択や放送局
のチューニングにも使用します。

7 ホームメニューボタン
ホームメニュー画面を表示します。操作/設
定の途中で画面をオフにします。

8 3ボタン
再生するときに使用します。

7 ボタン
停止するときに使用します｡

8 ボタン
一時停止するときに使用します｡

1/ /e ボタン
再生中に早戻しをします。また、DVDの一
時停止中に押すと逆方向にコマ戻し再生を
し、押し続けると逆方向にスロー再生をしま
す。

¡/E/  ボタン
再生中に早送りをします。また、DVDの一
時停止中に押すとコマ送り再生をし、押し続
けるとスロー再生をします。

¢ ボタン
次のチャプター/トラックに送ります。

4 ボタン
再生中のチャプター/トラックの先頭に戻り
ます。

9 文字/数字ボタン
見たい/聞きたいタイトル/チャプター/ト
ラックを指定します。
また、文字を入力するときや、メニュー画面
で項目を選択するときにも使用します。

0 フォルダー/グループサーチボタン

（55, 98ページ）
WMA/MP3のフォルダーの頭出しをした
り、グループ登録されたMDのグループの頭
出しをするときに使用します｡

- リピートボタン（56, 78ページ）

= ランダムボタン（57, 78ページ）

~ DVD/CD 0ボタン
ディスクテーブルを開閉します。

MD 0 ボタン
MDを取り出します。

! MDメニュー/設定ボタン
各種設定に使用します。

@ BGMモードボタン（75ページ）
BGM モードを開始／停止します。

# 音声ボタン（35, 37ページ）
言語、または音声を切り換えます。

字幕ボタン（35ページ）
DVDの字幕言語を切り換えます。

アングルボタン（59ページ）
DVDのアングルを切り換えます。

ズームボタン（59ページ）
映像を拡大します。

$ DVDメニューボタン
DVDのメニュー画面を表示するときに使用
します｡また、DVD-RW/ビデオCD/ CD/
WMA/ MP3/ JPEGでは、ディスクナビ
ゲーター画面を表示するときに使用します｡

% 戻るボタン
DVDの初期設定画面やメニュー画面が表示
されているときに押すと、1つ前の項目に戻
ります。

^ クリアボタン（58, 67, 87ページ）

& 決定ボタン

* 表示/文字ボタン（76～77, 86, 100

～101ページ）
表示の切り換え、文字入力時の文字の種類を
切り換えます。

( MD REC THISボタン（47ページ）
いま聞いているCD /WMA /MP3 の曲を、
MDに録音します。

) タイマーボタン（29, 109～113

ページ）
時計の時刻を合わせたり、目覚ましタイマー
やタイマー録音を設定します。

_ プログラムボタン（58, 65, 79ページ）
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表示部

TITLETITLE CHPCHP PGMPGM SRS TSSRS TS SRS TBSRS TB PRGSVEPRGSVE
DIGITALDIGITAL
PL IIPL II
VSVS

BGMBGM

REC

RDMRDM
SOUNDSOUND

D.VOLD.VOL

RPT – 1RPT – 1

TUNEDTUNED

MONOMONO

GROUPGROUP

X2

DISC

MD

DIGITALDIGITAL ANGLEANGLE LP 2 4LP 2 4

1 2 43 5 6 7 8 9 0 - = ~

£

!
@

#

$%^( &_¡
) *+™

¢

1 録音の設定において、デジタル録音が設定
されていると点灯します。

2 DVDソフトを再生中、アングルを変更でき
る場面で点灯します。

3 録音中に点灯します。
4 MDのステレオ長時間録音（LP2モード）
設定時にLP2と点灯します。
MDのステレオ長時間録音（LP4モード）
設定時にLP4と点灯します。
MDのモノラル長時間録音設定時にMONO
LPと点灯します。

5 スリープタイマー設定時に点灯します。
6 タイトル番号が表示されているときに点灯
します。

7 チャプター番号が表示されているときに点
灯します。

8 全曲リピート再生時にはRPTと点灯し、1曲
リピート再生時は、RPT-1と点灯します。

9 プログラム設定時、または再生時に点灯し
ます。

0 バーチャルサラウンドを選択しているときに
点灯します (X-FS7DV、X-FG88DVのみ)。

-  — 目覚ましタイマー設定時に点灯しま
す。また、目覚ましタイマー動作時に点滅
します。

 — 目覚ましタイマー、タイマー録音設定
時と動作時に点灯します。
 — タイマー録音設定時に点灯します。ま

た、タイマー録音動作時に点滅します。
= TruBass機能が設定されているときに点灯
します。

~ D2映像出力でプログレッシブが選択されて
いるときに点灯します。

! ドルビーデジタル音声を再生しているとき
に点灯します。

@ ドルビープロロジックII機能が働いていると
きに点灯します (X-FS9DVのみ)。

# ドルビーバーチャルスピーカー機能が働いて
いるときに点灯します (X-FS9DVのみ)。

$ ドルビーヘッドホン機能が働いているとき
に点灯します (X-FS9DVのみ)。

% DTS音声を再生しているときに点灯します
(X-FS9DVのみ)。

^ 文字や数字を表示します。
& 2倍速録音中に点灯します。
* 高音 (Treble) や低音 (Bass) の設定が0で
なく、SFCやマナーモードをオンにしてい
るときに点灯します。

( ランダム再生時に点灯します。
) MDのグループ再生機能にて、グループプレ
イが設定されていると点灯します。（99
ページ）

_ BGMモード時に点灯します。
+ FM/AM放送受信時に点灯します。
¡ デジタル録音レベルを0dB以外に設定する
と点灯します。

™ FM放送でステレオ受信しているときに点灯
します。

£ FM放送の受信設定をモノラルに設定すると
点灯します。（49ページ）

¢ 再生可能なディスクの挿入中に点灯します。
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スピーカーを壁に取り付けるには

スピーカーを壁に取り付けることができます。

5mm

5-7mm

÷ 壁に取り付ける場合は、重量・取り付け
方法によっては落下・転倒などの危険性
があります。事故のないように十分注意
してください。

÷ 設置・据え付け場所は重量に十分耐え得
る強度を持つ場所を選んでください。強
度などが不明の場合は、専門業者にご相
談ください。

÷ 壁に取り付けるためのネジは付属してい
ません。柱や壁の強度や材質に合わせた
ものを使用してください。

÷ 据え付け・取り付けの不備、誤使用、改
造、天災などによる事故損傷について
は、弊社は一切責任を負いません。

木ネジ

10mm

＊スピーカーのイラストは例としてX-FS9DVのものを使用しています。
X-FS7DVとX-FG88DVのスピーカーも同様に取り付けることができます。ただし、X-FS7DV
のスピーカーは取り付け穴の位置がイラストと異なりますのでご注意ください。

滑り止めパッドの使いかた

パワードサブウーファーの底面にはり付けてご使用ください。

スピーカースタンドを取り付けるには

スピーカーを床や棚に置く場合は、付属のスピーカースタンドを2か所の穴に差し込んでお使い
ください。

例) X-FS9DVスピーカー
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DVDを再生する前に、本機と接続したテレビの種
類を選びましょう。
この設定画面は、一度設定すると次に電源を入れた
ときには表示されません。あとから変更する場合
は、初期設定の[テレビ画面](116ページ)で設定し
てください。

電源�ボタンを押して、本機の
電源をオンにします

接続したテレビの電源を入れ
ます
テレビのリモコン、またはテレビ本
体の電源ボタンで電源を入れます。

テレビの入力を切り換えます
テレビの入力を、本機とつないだ入
力端子に切り換えます。

DVD/CDボタンを押します
本体のFUNCTIONボタンでもDVD/
CDモードにすることができます。

テレビ画面に[ ]が表
示されます。

次に下記の設定画面が表示されます。

この画面が表示されなかったときは、
初期化の操作をしてください (153
ページ)。

接続したテレビの種類を選びましょう

1.

2.

3.

4.

STST

TUNE

TUNE

決定

電源

消音

DVD

MDメニュー

トップメニュー DVDメニュー

戻る
ホーム
メニュー

カ ABCア サ DEF

ファンクション

FM/AM

L1/L2 /   設定
BGM
モード

SFC 音声 字幕

DVD/CD MD

サウンド アングル ズーム

VS/       H

音量

TUNER

TV LINE

DVD/CD MD

STST

決定

DVD/CD

} ]

DVD/CD

決定

電源

DIRECT
REC

REC/
STOP

DIRECT
X2 REC

CD

VS/        H 4・1 ¡・¢

TIMER

EJECTOPEN
/CLOSE

STANDBY/ONVOLUMEFUNCTION � �

MD

電源FUNCTION

DVD/CDDVD/CD

電源
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STST

決定

STST

決定

メ モ

▼ DVD/ CD/ WMA/ MP3/ JPEG/ ビ
デオCDが停止してから本機を数分間操
作しないと、スクリーンセーバーが表示
（テレビ画面に[ ]がラン
ダムに表示）されます。再び操作を開始
すると、スクリーンセーバーは解除され
ます。

本機の電源を切るには

電源ボタンを押すと、表示窓に
[See you!]と表示されます。
電源コードをコンセントから抜くときは、
表示窓の[See you!]表示が消えていること
を確認してください。[See you!]表示中に
抜くと工場出荷状態に戻ることがあります。

決定ボタンを押します
設定画面の指示にしたがって、本機
の初期設定を開始します。

接続したテレビの種類を選び
ます
} ]で選んでから、決定ボタンを押
します。

接続したテレビが、[ワイドテレビ
(16:9)]か[普通のテレビ(4:3)]かを
選択します。

設定画面を終了します
} ] で[終了]を選んでから、決定ボ
タンを押します。

手順6をやり直す場合は、} ]で[戻
る]を選んでから、決定ボタンを押し
ます。

設定が終了しました！
÷ DVDの再生→30ページ
÷ ビデオCDの再生→36ページ
÷ WMA/MP3、CDの再生　　　　
→38～40ページ

÷ JPEGファイルの再生→41ページ
÷ MDの再生→42ページ
÷ ラジオを聞くとき→48ページ

をご覧ください。

6.

7.

8.

Q1: 電源が入らない！
= 電源コードが正しくコンセントに

接続されていますか？(14、17
ページ)

Q2: 映像が映らない！
= ビデオコード(黄)が正しく接続さ

れていますか？(14～15ページ)
= テレビの入力切換を合わせました

か？接続したビデオ入力に合わせ
てください。

Q3: リモコンで操作できない！
= 本体との距離が離れすぎていませ

んか？約7mの範囲内で操作して
ください。

= リモコンをテレビに向けて操作し
ていませんか？本体に向けて操作
してください。(20～21ページ)

  Q&A

5.
決定
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デモ表示を解除しましょう

一時的にデモ表示を解除するには

リモコンや本体のいずれかのボタンを押し
ます
デモ表示を一時的に解除します。この場合は、以下
のときに再びデモ表示を行います。
・ 電源コードをコンセントに差し込んだとき
・ DVD、CD、MDの再生や録音が終了して5分以
上何も操作をしないとき（オートデモ）

・ 停電したあと

デモ表示をしないように設定するには

電源�ボタンを押して電源を
オフにします

MDメニュー/設定ボタンを押
します

} ] で"Demo Mode"にし
てから、決定ボタンを押しま
す

 Demo  Mode

} ]で"Demo Off"にしてか
ら、決定ボタンを押します
再びデモ表示を設定する場合は、
"Demo On"にしてから決定ボタンを
押します。

注 意

◆ デモ表示を解除した場合でも、電源コードを抜
いたり停電した状態が長時間続くと、再度電源
コードをコンセントに差したり通電が再開した
ときに、デモ表示をする場合があります。

電源コードをコンセントに差し込んだときな
ど、表示部にいろいろな表示を自動的に行
うことを、デモ表示といいます。
お買い上げ時は、"Demo On"に設定されて
います。

DIRECT
REC

REC/
STOP

DIRECT
X2 REC

CD

VS/        H 4・1 ¡・¢

TIMER

EJECTOPEN
/CLOSE

STANDBY/ONVOLUMEFUNCTION � �

MD

電源

STST

TUNE

TUNE

決定

電源

消音

DVD

MDメニュー

トップメニュー DVDメニュー

戻る
ホーム
メニュー

ファンクション

FM/AM

L1/L2 /   設定
BGM
モード

SFC 音声 字幕

DVD/CD MD

サウンド アングル ズーム

VS/       H

音量

TUNER

TV LINE

DVD/CD MD

STST

決定

MDメニュー
　/設定

} ]

電源

決定

  Q&A

Q  : デモ表示をしない！
= 29 ページにて時刻を設定する

と、 オートデモ表示を行いませ
ん。

電源

STST

決定

STST

決定

1.

2.

3.

4.

MDメニュー
/設定
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お買い上げ時の時計表示は、12時間表示です。
時計を合わせていないと、タイマー動作（109～
113ページ参照）を行うことはできません。
また、時計表示を24時間表示に切り換えることも
できます。（128ページ参照）

例）午後6時40分に合わせる場合

リモコンのタイマーボタンを
押します
すでに時計を設定している場合は、
時計表示中にもう一度タイマー/ 時
計ボタンを押してください。

} ] で"Clock Adj."を選ん
でから、決定ボタンを押します

 Clock  Adj.

} ] で「時」を合わせてか
ら、決定ボタンを押します
例の場合は、"6 pm"にします。

} ] で「分」を合わせてか
ら、決定ボタンを押します
例の場合は、"40"にします。

「分」が入力され、時計の設定が終了
しました。

1.

2.

4.

時計を合わせましょう

3.

STST

TUNE

TUNE

決定

電源

消音

DVD

MDメニュー

トップメニュー DVDメニュー

戻る
ホーム
メニュー

54 6

87 9 0

21 3
タ GHI ナ JKL ハ MNO

マ PQRS ヤ TUV ラ WXYZ ワヲン 記号

カ ABCア サ DEF

表示/文字

ファンクション

フォルダー/グループ タイマー

REC THISプログラムランダムリピート

FM/AM

L1/L2 /   設定
BGM
モード

SFC 音声 字幕

DVD/CD MD

サウンド アングル ズーム

VS/       H

音量

クリア

決定

TUNER

TV LINE

DVD/CD MD

MD

STST

決定 } ]

決定

タイマー

時計を確認するには

タイマーボタンを押し
ます
時計を5秒間表示します。
電源がオフ（スタンバイ状
態）の場合でも、表示部が
点灯して、5秒間時計の表
示をします。
停電したり、電源コードを
抜くと、時計を確認するこ
とができません。必ず時計
合わせを行ってください。

STST

決定

STST

決定

STST

決定
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DVDを再生しましょう
あらかじめ、接続したテレビの電源や入力切り換
え、本機の電源を入れておきます。

OPEN/CLOSE (DVD/CD 0)
ボタンを押します
ディスクテーブルが出てきます。

DVDをセットします
印刷面を上にし、ディスクテーブル
のミゾに合わせて、DVD をセットし
ます。

OPEN/CLOSE (DVD/CD 0)
ボタンを押して、ディスク
テーブルを閉めます
ディスクテーブルを閉めると自動的
に再生を始めるDVDもあります。

DVD/CDボタンを押して、再
生を開始します
リモコンの3ボタンでも操作できます。

音量を調整します
はじめて使用する場合や電源コード
を抜いたり停電のあとには、音量は
ゼロになっています。

停止するには

7ボタンを押します
7ボタンを1回押すと表示窓に、

 Resume
と表示され、停止した場所を記憶しま
す(リジューム機能)。次に再生したと
きは停止した場所から再生します。
DVDを取り出しても停止した場所は
そのまま記憶され、次回に同じディス
クを入れて3ボタンを押すと記憶し
た場所から再生を始めます(ラストメ
モリー機能)。停止中に7ボタンをもう
一回押すとリジューム機能またはラス
トメモリー機能が解除されます。次に
再生したときは、DVDの最初から再
生します。

1.

2.

3.

4.

5.

OPEN
/CLOSE

OPEN
/CLOSE

DVD/CDDVD/CD

VOLUME

DIRECT
REC

REC/
STOP

DIRECT
X2 REC

CD

VS/        H 4・1 ¡・¢

TIMER

EJECTOPEN
/CLOSE

STANDBY/ONVOLUMEFUNCTION � �

MD

OPEN/CLOSE 音量

7

STST

TUNE

TUNE

決定

電源

消音

DVD

MDメニュー

トップメニュー DVDメニュー

戻る
ホーム
メニュー

54 6

87 9 0

21 3
タ GHI ナ JKL ハ MNO

マ PQRS ヤ TUV ラ WXYZ ワヲン 記号

カ ABCア サ DEF

ファンクション

FM/AM

L1/L2 /   設定
BGM
モード

SFC 音声 字幕

DVD/CD MD

サウンド アングル ズーム

VS/       H

音量

クリア

決定

TUNER

TV LINE

DVD/CD MD

音量音量

STST

TUNE

TUNE

決定

DVD/CD

} ]’‘

7

3

DVD/CD

決定

音量

トップ
メニュー

DVD/CD
0

DVD
メニュー

戻る

メ モ

▼ 本機では5枚分のDVDディスクの停止
した場所を記憶できます。5枚を超える
と一番古いメモリーから消去されていき
ます。

▼ VRモードで記録されたDVD-RWでは、
ラストメモリー機能は動作しません。
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戻る

DVDメニュー

トップメニュー

決定

STST

TUNE

TUNE

DVDを再生しましょう

  Q&A

Q1 : ディスクテーブルを閉めても
出てきてしまったり、再生が
できない！

→ DVDがディスクテーブルに正し
くセットされていますか？

→ DVDが汚れていませんか？
DVDをクリーニングしてください。

→ DVDの表裏が正しくセットされ
ていますか？

→ リージョンNo.が一致しています
か？本機で再生できるリージョン
No.は「2」と「ALL」のみです。
(137, 145ページ）

Q2 :音が出ない！
→ ボリュームを上げてください。
→ DTS で記録されている音声は、

出力されません。音声ボタンを押
して、その他の記録フォーマット
を選んでください (X-FS7DV、
X-FG88DVのみ)。（35ページ）

メ モ

▼ 画面の上下に帯がつくDVD がありま
す。本機の故障ではありません。

▼ DVDのメニューによっては、リモコン
の文字/数字ボタンにて番号を選んで再
生できるものもあります。

注 意

◆ 2層(Dual Layer)のDVDの場合、1層
から2層目に切り換わるポイントで、一
瞬画像が静止することがあります。

◆ ズーム(59 ページ)で映像の拡大中に
DVDのメニューを表示させた場合、メ
ニューの項目を選択することはできませ
ん。

DVDのメニュー画面が表示されたら

再生が始まると最初にメニュー画面を表示する
DVDがあります。メニュー画面の内容や操作方法
はDVDによって異なりますが、基本的な操作は以
下の通りです。

画面上で選択する項目を、上下
左右に移動するときに使用しま
す。

選択した項目を、決定するとき
に押します。

再生中などに、DVDのメニュー
を表示させるときに押します。

DVDのメニューにて、前の画面
に戻るときに押します。

DVD の最上層のメニュー画面
を表示するときに押します。

● 映画などのDVDメニューでは、お好みの音声や
字幕などを選択することができます。DVD に
よっては、本編再生中に本機のリモコンで音声や
字幕を切り換えることもできます。（35ページ）
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ちょっと場面を進めたいときは

本体の¡・¢ボタンを押し
続けます
[スキャン 1 ¡]とテレビ画面に表示
され、早送りをします。

リモコンの¡ボタンを押し
ます
早送りをします。
1回押すと･･･速い
[スキャン 1 ¡]とテレビ画面に表示
されます。

2回押すと･･･もっと速い
[スキャン 2 ¡]とテレビ画面に表示
されます。

3回押すと･･･さらに速い
[スキャン 3 ¡]とテレビ画面に表示
されます。

見たい場面まで進めたら 3ボタンを
押します。

ちょっと場面を見逃したときは

本体の4・1ボタンを押し
続けます
[スキャン 1 1]とテレビ画面に表示
され、早戻しをします。

リモコンの1ボタンを押し
ます
早戻しをします。
1回押すと･･･速い
[スキャン 1 1]とテレビ画面に表示
されます。

2回押すと･･･もっと速い
[スキャン 2 1]とテレビ画面に表示
されます。

3回押すと･･･さらに速い
[スキャン 3 1]とテレビ画面に表示
されます。

見たい場面まで戻したら 3ボタンを
押します。

STST

TUNE

TUNE

決定

電源

消音

DVD

MDメニュー

トップメニュー DVDメニュー

戻る
ホーム
メニュー

54 6

87 9 0

21 3
タ GHI ナ JKL ハ MNO

マ PQRS ヤ TUV ラ WXYZ ワヲン 記号

カ ABCア サ DEF

表示/文字

ファンクション

フォルダー/グループ タイマー

REC THISプログラムランダムリピート

FM/AM

L1/L2 /   設定
BGM
モード

SFC 音声 字幕

DVD/CD MD

サウンド アングル ズーム

VS/       H

音量

クリア

決定

TUNER

TV LINE

DVD/CD MD

MD

54 6

87 9 0

21 3

決定

1 ¡

決定

文字/数字

DIRECT
REC

REC/
STOP

DIRECT
X2 REC

CD

VS/        H 4・1 ¡・¢

TIMER

EJECTOPEN
/CLOSE

STANDBY/ONVOLUMEFUNCTION � �

MD

4・1 ¡・¢

DVDを再生しましょう
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メ モ

▼タイトルとチャプターについて

DVDではディスクをタイトルという単
位で分け、さらにタイトルをチャプター
という単位で分けています（DVDビデ
オにはメニュー映像が記録されているソ
フトがありますが、このメニュー映像は
どのタイトルにも属していません）。
DVDビデオの映画ソフトなどでは、一
般的に1つの映画が1つのタイトルに対
応し、複数のチャプターで構成されてい
ます。また、カラオケソフトのように1
曲が1タイトルとなっているディスクも
ありますし、このような区切りになって
いないディスクもあります。

決定

90

決定

90

DVDを再生しましょう

1.

1.

2.

2.

DVDのタイトルやチャプターを
指定して再生してみましょう

DVDのメニューを使わないで、ダイレクトに見た
いタイトルやチャプターを再生することができます
（ダイレクトサーチ機能）。

タイトルを指定して再生するには･･･

停止中に、文字/数字(0～9)
ボタンでタイトル番号を入力
します
たとえば、タイトル5を再生するに
は、5 を押します。

・番号入力後、2秒以上経過すると
自動的に再生を開始します。

・タイトルを指定して再生できない
ディスクもあります。

決定ボタンを押します

チャプターを指定して再生するには･･･

再生中に、文字/数字(0～9)
ボタンでチャプター番号を入
力します
たとえば、チャプター12を再生する
には、1 , 2  を押します。

・番号入力後、2秒以上経過すると
自動的に再生を開始します。

・現在再生中のタイトル内のチャプ
ターのみを指定することができま
す。

決定ボタンを押します
すぐに再生を始めたいときに押しま
す。
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DVDのチャプターのスキップ
(頭出し)をしましょう

押した回数だけスキップします。

見たいチャプターに進むには･･･

再生中に、本体の¡・¢ボ
タンを短く押します
次のチャプターに進みます。

再生中に、リモコンの¢ボタ
ンを押します
次のチャプターに進みます。

見たいチャプターに戻るには･･･

再生中に、本体の4・1ボ
タンを短く押します
再生中のチャプターの先頭に戻りま
す。2回押すと1つ前のチャプターに
戻ります。

再生中に、リモコンの4ボタ
ンを押します
再生中のチャプターの先頭に戻りま
す。2回押すと1つ前のチャプターに
戻ります。

ちょっと休憩というときは

8ボタンを押して、一時停止し
ます
通常の再生に戻すときは もう一度同
じボタンを押すか、3ボタンを押し
ます。

STST

TUNE

TUNE

決定

電源

消音

DVD

MDメニュー

トップメニュー DVDメニュー

戻る
ホーム
メニュー

54 6

87 9 0

21 3
タ GHI ナ JKL ハ MNO

マ PQRS ヤ TUV ラ WXYZ ワヲン 記号

カ ABCア サ DEF

表示/文字

ファンクション

フォルダー/グループ タイマー

REC THISプログラムランダムリピート

FM/AM

L1/L2 /   設定
BGM
モード

SFC 音声 字幕

DVD/CD MD

サウンド アングル ズーム

VS/       H

音量

クリア

決定

TUNER

TV LINE

DVD/CD MD

MD

4

音声

8

¢

字幕

DIRECT
REC

REC/
STOP

DIRECT
X2 REC

CD

VS/        H 4・1 ¡・¢

TIMER

EJECTOPEN
/CLOSE

STANDBY/ONVOLUMEFUNCTION � �

MD

4・1 ¡・¢

DVDを再生しましょう
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字幕スーパー版の映画を吹き替え
版にしてみましょう（お好みの音
声と字幕に切り換える）

DVDの中には、複数の音声や字幕が収録されて
いるものがあります(ディスクによって収録され
ている言語数は異なります)。
ここでは英語と日本語が収録されているディス
クを例に説明します。
ディスクによってはリモコンで音声や字幕を切
りかえられないものがあります。このようなと
きは、DVDのメニュー画面で切り換えてくださ
い (31ページ)。
VRモードで記録されたDVD-RWでは、主、
副、主 /副音声を切り換えることができます
(X-FS7DV、X-FG88DVのみ)。
X-FS9DVの音声切り換えについては、デュア
ルモノの設定(105ページ)をご参照ください。

音声を切り換えるには

ここでは英語で聞こえる音声を日本語にします
(もちろん複数の言語が収録されているDVDで
は、他の言語を選ぶこともできます)。

DVD再生中に、リモコンの
音声ボタンを押す
一度押すと現在再生している音
声を表示し、表示中に押すと、以
下のように切り換わります。

3/2.1CHはディスクに記録され
ている音声のチャンネル数です。
詳しくは146ページをご覧くだ
さい。

注 意

◆ ここで切り換えた音声や字幕の設定は、リ
ジューム機能(30ページ)を解除すると初期
設定(119～121ページ)で設定した状態に
戻ります。また、VR モードで記録された
DVD-RWの場合、主、副、主/副音声は初
期設定に戻りません。

◆ 再生中のDVDによっては音声を切り換えた
ときに一瞬静止画になることがあります。

◆ 本機のスピーカーやヘッドホンからは、
DTSで記録された音声を出力することはで
きません。音声は、DTS以外を選んでくだ
さい (X-FS7DV、X-FG88DVのみ)。

DVDを再生しましょう

音声

字幕

字幕を切り換えるには

ここでは字幕はオフを選びます(もちろん複数の
字幕言語が収録されているDVDでは、他の字
幕言語を選ぶこともできます)。

DVD再生中に、リモコンの
字幕ボタンを押す
一度押すと現在再生している字
幕を表示し、表示中に押すと、以
下のように切り換わります。

字幕が収録されていないときは、
[－ /－]が表示されます。
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再生する前に30ページを参照して、ディスクをセットしてください。

ビデオCDを再生しましょう

  Q&A

Q1 : ビデオCDが再生できない。
= パソコンで記録されたビデオCDは再生できないことがあります。

Q2 : ラストメモリー機能が動作しない。
= ビデオCDでは、ディスクを取り出すと停止したトラックの位置情報は解除され、ラ

ストメモリー機能は動作しません。

何をする？

再生する

停止する

一時停止する

頭出しする

早送りする

早戻しする

トラックを指
定して再生す
る

知っておいて！

ビデオCDでは、再生を開始すると
メニュー画面を表示するディスクが
あります。メニュー画面の操作につ
いては次ページをご覧ください。

本体の表示窓に[Resume]と表示
され、停止したトラックの始めを
記憶します。記憶した内容は、ディ
スクを取り出したり、ファンク
ションを切り換えたり電源をオフ
にすると解除されます。

通常の再生に戻すには、一時停止中
に3、または8ボタンを押します。

押した回数だけスキップします。

スキャン中はTV画面に[スキャン1
¡]と表示されます。早送りの速さ
を2段階(スキャン1→スキャン2)
に切り換えられます。通常の再生に
戻すには、3ボタンを押します。

スキャン中はTV画面に[スキャン1
1]と表示されます。早戻しの速さ
を2段階(スキャン1→スキャン2)
に切り換えられます。通常の再生に
戻すには、3ボタンを押します。

見たいトラックの番号を文字/数字
ボタンで選択します。約2秒経過す
ると再生を開始します。すぐに再生
したいときは決定ボタンを押します。

これを押す！

STST

TUNE

TUNE

決定

電源

消音

DVD

MDメニュー

トップメニュー DVDメニュー

戻る
ホーム
メニュー

54 6

87 9 0

21 3
タ GHI ナ JKL ハ MNO

マ PQRS ヤ TUV ラ WXYZ ワヲン 記号

カ ABCア サ DEF

表示/文字

ファンクション

フォルダー/グループ タイマー

REC THISプログラムランダムリピート

FM/AM

L1/L2 /   設定
BGM
モード

SFC 音声 字幕

DVD/CD MD

サウンド アングル ズーム

VS/       H

音量

クリア

決定

TUNER

TV LINE

DVD/CD MD

MD

54 6

87 9 0

21 3

決定

90
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メニュー画面から再生しましょう
(PBC再生)

ビデオCDでは、メニュー画面に従って再生す
ることをPBC(プレイバックコントロール)再生
といいます。ディスクによって操作方法が異な
ります。ディスクに添付されている操作ガイド
もあわせてご覧ください。

PBC再生対応のビデオ
CDディスクをセットして
から、DVD/CDボタンを
押して再生します
メニュー画面が表示されます。

44

55

文字/数字ボタンで再生し
たいトラックを選んでか
ら、決定ボタンを押します
トラックを選んでから、2秒以上
経過すると自動的に再生を開始
します。
再生中に戻るボタンを押すとメ
ニュー画面に戻ります。

メニュー画面のページをめくる、
または戻すには

メニュー画面を表示中に、
4または¢ボタンを押
します

メニュー画面を出さずに再生する
には（PBC再生を解除して再生
する）

停止中に下記のいずれかのボタンを使って、再
生するトラックを選択します。

4、または¢ボタンで
選択します

文字/数字ボタンで選択し
てから決定します
トラックを選んでから、2秒以上
経過すると自動的に再生を開始
します。
たとえば、トラックの12曲目を
再生するには、1 , 2  を押して
から、決定ボタンを押します。

音声を切り換えるときは

音声ボタンを押します
一度押すと現在再生している音
声を表示し、表示中に押すと、以
下のように切り換わります。

ステレオ 左チャンネル

右チャンネル

ステレオの表示例

メ モ

▼ カラオケソフトなどで音声を伴奏だけにする
には、ディスクのジャケットなどに書かれて
いる音声の種類に合わせて上記の操作をして
ください。

1.

2.

ビデオCDを再生しましょう

1.

1.

90

決定

90

決定

音声

DVD/CDDVD/CD
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再生する前に30ページを参照して、ディスクをセットしてください。

WMA/MP3ファイルを再生しましょう

90

STST

TUNE

TUNE

決定

電源

消音

DVD

MDメニュー

トップメニュー DVDメニュー

戻る
ホーム
メニュー

54 6

87 9 0

21 3
タ GHI ナ JKL ハ MNO

マ PQRS ヤ TUV ラ WXYZ ワヲン 記号

カ ABCア サ DEF

表示/文字

ファンクション

フォルダー/グループ タイマー

REC THISプログラムランダムリピート

FM/AM

L1/L2 /   設定
BGM
モード

SFC 音声 字幕

DVD/CD MD

サウンド アングル ズーム

VS/       H

音量

クリア

決定

TUNER

TV LINE

DVD/CD MD

MD

54 6

87 9 0

21 3

決定

何をする？

再生する

停止する

一時停止する

頭出しする

早送りする
(1段階のみ)

早戻しする
(1段階のみ)

トラックを指
定して再生す
る

フォルダーを
指定する

知っておいて！

ディスク情報を読み込み中に、画
面に[読込中]と表示されます。表
示が消えてから再生してください。

WMA/MP3では、リジューム機能
（30ページ）は働きません。次回
は停止した箇所のあるフォルダー
の1曲目から再生を開始します。

通常の再生に戻すには、一時停止
中に3、または8ボタンを押しま
す。

押した回数だけスキップします。

早送り中はTV画面に[スキャン1
¡]と表示されます。また、WMA
ファイルでは音声は出力されませ
ん。通常の再生に戻すには、3ボ
タンを押します。

早戻し中はTV画面に[スキャン1
1]と表示されます。また、WMA
ファイルでは音声は出力されませ
ん。通常の再生に戻すには、3ボ
タンを押します。

聞きたいトラックの番号を文字 /
数字ボタンで選択します。約2秒
経過すると再生を開始します。す
ぐに再生したいときは決定ボタン
を押します。再生中のフォルダー
内のトラックのみ指定できます。

再生中に押すと、フォルダーを1
つ送ったり、戻したりします。この
ときトラックは1になります。

これを押す！

フォルダー/グループ

－ ＋
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  Q&A

Q : WMA/MP3 ファイルを記録した
ディスクが再生できない。

= 画面に[このフォーマットは再生できませ
ん]と表示されていませんか。この場合、
以下のような原因が考えられます。
・記録したディスクがISO9960フォー
マットに準拠していない。

・サンプリング周波数が 3 2 k H z 、
44.1kHz、または48kHzで記録され
ていないWMAファイルを再生してい
る。ただしサンプリング周波数が
32kHz でも、記録ビットレートが
20kbpsのWMAファイルは再生する
ことができません。

・可変ビットレート(VBR)またはロスレ
スエンコーディングのWMAファイル
を再生している。

・DRMコピープロテクト�のかかった
WMAファイルを再生している。

・MPEG1オーディオレイヤー3のサン
プリング周波数32kHz、44.1kHz、ま
たは48kHzで記録されていないMP3
ファイルを再生している。

= ディスクにWMA /MP3 ファイルと
JPEGファイルが混在していませんか。
[フォトビューワー]の設定を変更してく
ださい(126ページ)。

WMA/MP3ファイルを再生しましょう

� DRM (Digital Rights Management) コピー
プロテクトは著作権保護のための技術で、無許可
の複製を防止するため録音時に使用したPCなど
の機器以外での再生を制限する等の機能です。
詳しくは、録音に使用した機器・アプリケーショ
ンの取扱説明書やヘルプなどをご覧ください。
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再生する前に30ページを参照して、ディスクをセットしてください。

CD(CD-R/CD-RW)を再生しましょう

  Q&A

Q1 : CD-R/RWが再生できない。
= パソコンで記録されたCD-R/RWは再生できないことがあります。

Q2 : 頭出し(スキップ)ができない。
= ファイナライズされていない音楽CDフォーマットのCD-R/RWでは頭出し(スキップ)が

できません。

Q3 : トラックを指定して再生できない。
= ファイナライズされていない音楽CDフォーマットのCD-R/RWではトラックを指定し

て再生することができません。

何をする？

再生する

停止する　　
　

一時停止する

頭出しする

早送りする

早戻しする

トラックを指
定して再生す
る

知っておいて！

1曲目から再生します。

CD(CD-R/RW)では、リジューム
機能（30ページ）は働きません。

通常の再生に戻すには、一時停止中
に3、または8ボタンを押します。

押した回数だけスキップします。

スキャン中はTV 画面に[スキャ
ン1 ¡]と表示されます。早送り
の速さを2段階（スキャン1 =ス
キャン2 ）に切り換えることがで
きます。早送り中に通常の再生に
戻すには、3ボタンを押します。

スキャン中はTV画面に[スキャン
1 1]と表示されます。早戻しの
速さを2段階（スキャン1 =ス
キャン2 ）に切り換えることがで
きます。早戻し中に通常の再生に
戻すには、3ボタンを押します。

聞きたいトラックの番号を文字/
数字ボタンで選択します。約2秒
経過すると再生を開始します。す
ぐに再生したいときは決定ボタン
を押します。トラック12を選択
する場合は、文字/数字ボタンの
1,2を押します。

これを押す！

STST

TUNE

TUNE

決定

電源

消音

DVD

MDメニュー

トップメニュー DVDメニュー

戻る
ホーム
メニュー

54 6

87 9 0

21 3
タ GHI ナ JKL ハ MNO

マ PQRS ヤ TUV ラ WXYZ ワヲン 記号

カ ABCア サ DEF

表示/文字

ファンクション

フォルダー/グループ タイマー

REC THISプログラムランダムリピート

FM/AM

L1/L2 /   設定
BGM
モード

SFC 音声 字幕

DVD/CD MD

サウンド アングル ズーム

VS/       H

音量

クリア

決定

TUNER

TV LINE

DVD/CD MD

MD

54 6

87 9 0

21 3

決定

90
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再生する前にディスクをセットして(30ページ参照)、［フォトビューワー］が［オン］に設定され
ていることを確認してください(126ページ参照)。

JPEGファイルを再生しましょう

Q: JPEGファイルを記録したディスクが再生できない。
= JPEGファイルを記録したディスクがファイナライズされていることを確認してく

ださい。
= 記録したディスクが ISO9660フォーマットに準拠していない。
= 総ピクセル数が8Mピクセル以下(縦横の解像度がそれぞれ5120ピクセル以下)の

ベースラインJPEGファイル。(135ページ)。
= [フォトビューワ－]が[オフ]に設定されていませんか？(126ページ)

これを押す！何をする？

再生する

停止する

一時停止する

画像を切り換
える

画像を指定し
て再生する

フォルダーを
指定する

知っておいて！

ディスク情報を読み込み中に、画面
に[読込中]と表示されます。表示が
消えてから再生してください。
JPEG画像が次々と表示されます
(スライドショー)。

次回は停止した箇所のあるフォル
ダーの1番目の画像から再生を開
始します。

通常の再生に戻すには、一時停止中
に3、または8ボタンを押します。
ファイル読込中は操作できません。

スライドショー表示中は、前/次の
画像に切り換わります。一覧(フォ
トブラウザー)表示中は、画像が9
枚ずつ切り換わります(73ページ)。

見たい画像の番号を文字/数字ボタ
ンで選択して、決定ボタンを押して
ください(番号を選択してから2秒
以上経過すると自動的に再生を開始
します)。

12番目の画像を再生するには1, 2

を押して、決定ボタンを押します。

再生中に押すとフォルダーを１つ
送ったり、戻したりします。このと
きそのフォルダーの1番目の画像
が選ばれます。

  Q&A

90

STST

TUNE

TUNE

決定

電源

消音

DVD

MDメニュー

トップメニュー DVDメニュー

戻る
ホーム
メニュー

54 6

87 9 0

21 3
タ GHI ナ JKL ハ MNO

マ PQRS ヤ TUV ラ WXYZ ワヲン 記号

カ ABCア サ DEF

表示/文字

ファンクション

フォルダー/グループ タイマー

REC THISプログラムランダムリピート

FM/AM

L1/L2 /   設定
BGM
モード

SFC 音声 字幕

DVD/CD MD

サウンド アングル ズーム

VS/       H

音量

クリア

決定

TUNER

TV LINE

DVD/CD MD

MD

54 6

87 9 0

21 3

決定

フォルダー/グループ

－ ＋
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MDをセットします

ラベルを上にしてMDの
矢印の方向から入れま
す。途中から自動的に引
き込まれます。
再生専用MDや誤消去防
止つまみが開いている
MDを挿入すると、自動
的に再生を開始します。

MDボタンを押します
再生を開始します。

再生を一時停止するには
リモコンの8ボタンを押します。
通常の再生に戻すときは もう一度同
じボタンを押すか、3ボタンを押し
ます。

再生をやめるには
7ボタンを押します。

MDを取り出すには
EJECT (MD 0) ボタンを押します。

曲をスキップしましょう

前の曲に戻るには
本体の4・1ボタンを短く押しま
す。リモコンでは、4ボタンを押し
ます。
再生中に1回だけ押すと、再生してい
る曲の頭に戻ります。

1.

2.

MDを再生しましょう

STANDBY/ONVOLUME

TIMER

EJECT

FUNCTION
PULL OPEN

OPEN
/CLOSE

� �

MD

EJECT

DIRECT
REC

REC/
STOP

DIRECT
X2 REC

CD

VS/        H 4・1 ¡・¢

TIMER

EJECTOPEN
/CLOSE

STANDBY/ONVOLUMEFUNCTION � �

MD

4・1 ¡・¢

EJECT7

STST

TUNE

TUNE

決定

電源

消音

DVD

MDメニュー

トップメニュー DVDメニュー

戻る
ホーム
メニュー

54 6

87 9 0

21 3
タ GHI ナ JKL ハ MNO

マ PQRS ヤ TUV ラ WXYZ ワヲン 記号

カ ABCア サ DEF

表示/文字

ファンクション

フォルダー/グループ タイマー

REC THISプログラムランダムリピート

FM/AM

L1/L2 /   設定
BGM
モード

SFC 音声 字幕

DVD/CD MD

サウンド アングル ズーム

VS/       H

音量

クリア

決定

TUNER

TV LINE

DVD/CD MD

MD

54 6

87 9 0

21 3

決定

MDMD MD
0

1

8

¡

4 ¢

7

3

決定

文字/数字
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早送り・早戻しをしましょう

再生を聞きながら、曲の早送り・早戻しをすること
ができます。曲中の聞きたいところを探すのに便利
な機能です。

早送りするには
再生中に 本体の¡・¢ボタンを押
し続けます。リモコンでは、再生中に
¡ボタンを押し続けます。
再生を開始するときは、ボタンを離
してください。

早戻しするには
再生中に 本体の4・1ボタンを押
し続けます。リモコンでは、再生中に
1ボタンを押し続けます。
再生を開始するときは、ボタンを離
してください。

トラックを指定して再生しましょう

聞きたい曲の曲番号を文字 /
数字ボタンで選びます

（例）25曲目を選曲する   ：  2 　 5

108曲目を選曲する ：  1 　 0 　 8

番号入力後、2秒以上経過すると自動
的に再生を開始します。

決定ボタンを押します
すぐに再生を始めたいときに押しま
す。

注 意

◆ 次の場合はトラックを指定する操作はで
きません。
・ランダム再生中（78ページ参照）
・プログラム再生中（79ページ参照）

◆ グループプレイモード時は、再生中のグ
ループ内に限りトラックを指定すること
ができます。

MDを再生しましょう

次の曲に移るには
本体の¡・¢ボタンを短く押しま
す。リモコンでは、¢ボタンを押し
ます。

1.

2.
決定
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CDの全曲をまるごと録音しましょう

ボタンをひとつ押すだけで、セットされているCD
の全曲を自動的に録音します。
また、CDの好きな曲だけをMDに録音する場合は、
80ページを参照してください。

録音もとのCDをセットします
OPEN/CLOSE (DVD/CD0) ボタ
ンを押して、ディスクテーブルを開
けてからディスクをセットします。

録音用MDをセットします

ラベルを上にしてMDの
矢印の方向から入れま
す。途中から自動的に引
き込まれます。

通常録音をするときはCD -
MDダイレクト録音ボタンを、
2倍速録音をするときはCD-
MD ダイレクト録音(2 倍速)
ボタンを押します
録音が開始されます。
録音が終了すると自動的に停止します。
録音を中止する場合は、7ボタンまた
はREC/STOPボタンを押します。

1.

2.

録音したいCD 録音用MD

MDMD

CD MD

全曲 全曲を録音

DIRECT
REC

DIRECT
X2 REC

CD

MD

3.

CDをMDに録音しましょう(ダイレクト録音)

OPEN
/CLOSE

DIRECT
REC

DIRECT
X2 REC

CD

MD

DIRECT
REC

REC/
STOP

DIRECT
X2 REC

CD

VS/        H 4・1 ¡・¢

TIMER

EJECTOPEN
/CLOSE

STANDBY/ONVOLUMEFUNCTION � �

MD

OPEN/CLOSE

CD-MDダイレクト録音
CD-MDダイレクト録音(2倍速)

2倍速録音は、CDからのデジタル録音のみ可能です。

STANDBY/ONVOLUME

TIMER

EJECT

FUNCTION
PULL OPEN

OPEN
/CLOSE

� �

STST

TUNE

TUNE

決定

電源

消音

DVD

MDメニュー

トップメニュー DVDメニュー

戻る
ホーム
メニュー

ファンクション

FM/AM

L1/L2 /   設定
BGM
モード

SFC 音声 字幕

DVD/CD MD

サウンド アングル ズーム

VS/       H

音量

TUNER

TV LINE

DVD/CD MD DVD/CD
0
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▼ お買い上げ時は通常のステレオ録音に設
定されています。LP2またはLP4モー
ド（46ページ参照）に設定すると、よ
り長時間録音ができます。

▼ WMA/MP3ディスクでは、直前に再生
していたフォルダーの先頭曲から録音す
ることができます。ただし、アナログ録
音となります。

▼ セットしたディスクをまるごと録音する
と、CD1枚ごとに自動でグループ登録
(93ページ参照) されます。

CDをMDに録音しましょう

1曲目
2曲目
3曲目

1曲目

2曲目
3曲目

グループA

CD1枚ごとに自動的に
グループを作成

Q : "Can’t REC" と表示が出て録
音できない！

= デジタル録音されたCD-R/CD-
RWを、デジタルでMDに録音す
ることはできません。142ペー
ジを参照して、アナログ録音に切
り換えてください。

  Q&A

注 意

◆ DVDやビデオCDはダイレクト録音が
できません。マニュアル操作によるアナ
ログ録音（81ページ参照）となります。

2倍速録音での制限について

CDからMDへ2倍速録音を行った場合、録音を開
始した時点から74分間は、同じCDを2倍速で録
音できないようになっています。これは、HCMS
(Hi-speed Copy Management System)により
管理されているためです。この間に禁止されている
ディスクを録音する場合は、通常の録音を行ってく
ださい。

0分� 35分� 74分�

74分－35分＝39分�

2倍速録音開始� 2倍速録音終了�

2倍速録音中� 通常録音のみ可能�

MDMD2倍速� 39分間は、同じディス
ク"DISC A"を2倍速録音
することはできません。�

2倍速録音可能�

DISC A

HCMS により管理されている74 分の間に同じ
ディスクを再び2倍速録音すると、以下の例のよう
に禁止残り時間を表示します。禁止残り時間の間
は、禁止されているディスクの2倍速録音は動作し
ません。

Can't  X2REC

  Wait  39min

注 意

◆ 2倍速録音の禁止時間内であっても、異なるディ
スクであれば合計40枚まで、2倍速録音を行う
ことができます。

◆ 2倍速録音時は、光出力からは何も出力されませ
ん。

◆ アナログ録音設定のとき、2倍速録音はできませ
ん。デジタル録音に切り換えてください(142
ページ参照)。

◆ 2倍速録音中、スピーカーからは2倍速で音楽が
流れます。不快な場合は音量ボタンで音量を調
節してください。
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長時間録音（MDLP）の設定をする
ときは

MDに録音する設定を、通常のステレオ録音の約2
倍（LP2モード）または4倍（LP4モード）にす
ると、長時間ステレオ録音ができます（MDLP録
音）。数枚のCDを一枚のMDに録音するときに便
利です。
例えば、80分のMDではLP2モードで160分、
LP4モードで320分の長時間録音ができます。
ただし、LP2またはLP4モードで録音された曲は、
MDLP機能が搭載されていない機器では再生できま
せん。
各録音モードの違いは以下の表のとおりです。

◎ ........ 最良の音質です
○ ........ ◎ の音質より劣ります
△ ........ ○ の音質より劣ります

＊特殊な圧縮方式によって、長時間のステレオ録音を可能にしてい
るので、ごくまれに雑音が録音される可能性があります。
音質を重視する録音をする場合は、通常のステレオ録音か、LP2
モードでの録音をおすすめします。

メ モ

▼ お買い上げ時の録音モードは、Stereo(通常のス
テレオ録音)に設定されています。

▼ 長時間録音の設定は、一度設定すると次に切り
換えるまで変更されません。

2.

1. 録音設定したい録音元の入力
を選びます
CDからの録音の場合は、DVD/CD
ボタンを押してから 7ボタンを押し
ます。

MDメニュー/設定ボタンを押
します

CDをMDに録音しましょう

MDメニュー
/設定

STST

TUNE

TUNE

決定

電源

消音

DVD

MDメニュー

トップメニュー DVDメニュー

戻る
ホーム
メニュー

カ Cア サ

ファンクション

FM/AM

L1/L2 /   設定
BGM
モード

SFC 音声 字幕

DVD/CD MD

サウンド アングル ズーム

VS/       H

音量

TUNER

TV LINE

DVD/CD MD

STST

決定

MDメニュー
　/設定

} ]

決定
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CDの1曲だけを録音しましょう
（いま聞いている曲を録音する）

再生中の曲を簡単に録音できます。

54 6

87 9 0

21 3
タ GHI ナ JKL ハ MNO

マ PQRS ヤ TUV ラ WXYZ ワヲン 記号

カ ABCア サ DEF

表示/文字フォルダー/グループ タイマー

REC THISプログラムランダムリピート

クリア

決定

MDMD REC THIS

録音用MDをセットします

ラベルを上にして
MDの矢印の方向か
ら入れます。途中か
ら自動的に引き込ま
れます。

録音したいCDの曲の再生
中に、REC THISボタンを
押します
曲のはじめから録音を開始し、録
音が終了するとMDは停止しま
す。CDは、そのまま再生を続け
ます。
途中で録音を停止する場合は、7

ボタンまたはREC/STOPボタ
ンを押します。

メ モ

▼ WMA/MP3ディスクでも同様に操作するこ
とができます。ただしアナログ録音となりま
す。

注 意

◆ CDの1曲だけを録音した場合、グループ登
録は行いません。

◆ 録音は1倍速となります。

} ] で"MD Menu"を選
んでから、決定ボタンを
押します

                MD  Menu

中止する場合は、7ボタンを押し
ます。

} ] で"REC Mode"を
選んでから、決定ボタン
を押します

                REC  Mode

中止する場合は、7ボタンを押し
ます。

} ] で録音のモードを選
んでから、決定ボタンを押
します
以下のように切り換わります。

（通常のステレオ録音）

LP2(ステレオ/MDLP)

LP4(ステレオ/MDLP)

MONO LP(モノラル)

Stereo

LP2モードを選んだときの表示

                LP2

LP2 モードに設定した場合は、
LP2が点灯します。
LP4 モードに設定した場合は、
LP4が点灯します。
モノラル録音に設定した場合は、
MONO LP が点灯します。

3.

4.

5.

STST

決定

STST

決定

STST

決定

CDをMDに録音しましょう

REC THIS

MD

1.

2.

STANDBY/ONVOLUME

TIMER

EJECT

FUNCTION
PULL OPEN

OPEN
/CLOSE

� �
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FM・AM放送を聞きましょう

アンテナが接続されていないと、FM・AM放送を聞
くことはできません。16、18～19ページを参照
して、アンテナを接続してください。

FM/AMボタンを押して
FM・AM放送を聞くことが
できる状態にします
FUNCTION ボタンを数回押しても
FM・AMモードにすることができます。

 FM  76.00MHz

押すたびに、FMとAMが切り換わり
ます。
FM放送を聞くときはFMを、AM放
送を聞くときはAMを選択してくだ
さい。

’ ‘ を押して、聞きたい放送
局の周波数に合わせます
周波数の合わせ方（チューニングの
しかた）には、以下の3種類がありま
す。

オートチューニング
’ ‘ を押して、周波数が動き始めた
ら指を離します。
周波数が自動的に変化して、放送局
を受信すると自動的に止まります。
途中で止めるときは、もう一度’ ‘

を押すか、7ボタンを押します。

マニュアルチューニング
’ ‘ を1回ずつ押します。
周波数が1ステップずつ変化します。

ハイスピードマニュアル
チューニング
’ ‘

ボタンを押している間、周波数が連続
して変化し、指を離すと止まります。

1.

2.

DIRECT
REC

REC/
STOP

DIRECT
X2 REC

CD

VS/        H 4・1 ¡・¢

TIMER

EJECTOPEN
/CLOSE

STANDBY/ONVOLUMEFUNCTION � �

MD

FUNCTION

STST

TUNE

TUNE

決定

電源

消音

DVD

MDメニュー

トップメニュー DVDメニュー

戻る
ホーム
メニュー

ファンクション

FM/AM

L1/L2 /   設定
BGM
モード

SFC 音声 字幕

DVD/CD MD

サウンド アングル ズーム

VS/       H

音量

TUNER

TV LINE

DVD/CD MD

STST

TUNE

TUNE

決定

TUNER

} ] ’ ‘

MDメニュー
　/設定

FM/AM

決定

TUNE

TUNE

TUNER

FM/AM
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FM放送に雑音が多いときは

遠い放送局や電波の弱い地域などで、FMのステレ
オ放送に雑音が多いときは、強制的にモノラルにし
て放送を聞きやすくします。
お買い上げ時は、放送局側に合わせて自動的にステ
レオとモノラルを切り換える "Auto"に設定されて
います。

FM/AMボタンを押して、
FM放送にします
FUNCTIONボタンを数回押してもFM
モードにすることができます。

MDメニュー/設定ボタンを
押します

} ] で"Tuner Setup"を選
んでから、決定ボタンを押し
ます

 Tuner  Setup

} ] で"FM Mode"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 FM  Mode

} ] で"Mono"を選んでか
ら、決定ボタンを押します
表示部に、" "と点灯します。
"Auto"に設定する場合は、"Auto"
にします。

メ モ

▼ 放送局を受信すると、表示部に
"TUNED"が点灯します。FMステレオ
放送のときは " "も一緒に点灯しま
す。

▼ 本機はテレビ放送の1～3チャンネルの
音声も受信できます。FM(76.0MHz～
90MHz)→TV1ch→TV2ch→TV3ch
と受信されます。

▼ テレビ放送の音声はモノラルになりま
す。二カ国語放送は主音声のみとなりま
す。

注 意

◆ 本機のFM放送受信回路とテレビ音声受
信回路とは兼用回路のため、地域によっ
てはテレビの音声受信時にFM放送が混
信することがあります。

◆ "Auto"を選択している場合でも、モノ
ラル放送の場合や電波の弱い場合は、
" "は点灯しません。

FM・AM放送を聞きましょう

1.

2.

5.

4.

STST

決定

STST

決定

STST

決定

MDメニュー
/設定

TUNER

FM/AM

3.
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放送局を自動的に選局して記憶させ
ましょう

受信できるFMとAMの放送局を自動的に受信しな
がら、30局までステーション（記憶番号）に記憶
させていきます。
FM局を記憶してからAM局の記憶を始めます。

FM/AMボタンを押して
FM・AM放送を聞くことが
できる状態にします
FUNCTION ボタンを数回押しても
FM・AMモードにすることができます。

MDメニュー/設定ボタンを
押します

} ] で"Tuner Setup"を選
んでから、決定ボタンを押し
ます

 Tuner  Setup

} ] で"Auto Preset"を選
んでから、決定ボタンを押し
ます

 Auto  Preset

FM・AM放送の受信を開始します。
はじめに FM 局を受信してステー
ション1から順に記憶し、そのあと
AM局を受信して記憶を開始します。

放送局を受信すると、記憶さ
せるかどうかの確認表示にな
ります

 ST–  1    SET ?

1.

FM・AM放送を聞きましょう

4.

2.

3.

5.

STST

TUNE

TUNE

決定

電源

消音

DVD

MDメニュー

トップメニュー DVDメニュー

戻る
ホーム
メニュー

カ ABCア サ DEF

ファンクション

FM/AM

L1/L2 /   設定
BGM
モード

SFC 音声 字幕

DVD/CD MD

サウンド アングル ズーム

VS/       H

音量

TUNER

TV LINE

DVD/CD MD

STST

決定

TUNER

} ]

MDメニュー
　/設定

FM/AM

決定

7

STST

決定

STST

決定

MDメニュー
/設定

DIRECT
REC

REC/
STOP

DIRECT
X2 REC

CD

VS/        H 4・1 ¡・¢

TIMER

EJECTOPEN
/CLOSE

STANDBY/ONVOLUMEFUNCTION � �

MD

FUNCTION �

TUNER

FM/AM
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FM・AM放送を聞きましょう

記憶させる場合は、決定
ボタンを押します
記憶させない場合はクリアボタン
を押します。決定ボタンを押す
と、次の放送局の受信を開始しま
す。

途中で終了する場合は、7

ボタンを押します
30局まで記憶した場合や周波数
が一巡した場合は、自動的に終了
します。

6.

放送局を手動で記憶させましょう

FM・AM放送あわせて30局まで、ステーショ
ン（記憶番号）に記憶することができます。
例） FM82.5MHzをステーション3へ記憶させ
ます

記憶したい放送局を受信
します
48 ページを参照して受信しま
す。
例の場合は、FM 82.5MHzを受
信します。

FM  82.50MHz

MDメニュー/設定ボタン
を押します

} ] で"Tuner Setup"
を選んでから、決定ボタ
ンを押します

 Tuner  Setup

2.

3.

1.

4.

5.

STST

決定

} ] で"ST.Memory"を
選んでから、決定ボタン
を押します

 ST . Memory

} ] で記憶するステー
ションを選びます
記憶するためのステーションは1
～30まであります。

ST–  3    }]

決定ボタンを押して記憶
させます
FM 82.5MHzがステーション
3に記憶されました。

決定

MDメニュー
/設定

STST

決定

STST

6.
決定

注 意

◆ すでに記憶されているステーションへ違う放
送局を記憶させると、前の放送局は消去さ
れ、新しい放送局がステーションに記憶され
ます。

◆ 停電や電源プラグを抜いた状態が長時間続く
と、ステーションに記憶した内容が消えてし
まう場合があります。

◆ ステーションに自動で放送局を記憶させる場
合、FMの受信範囲は76MHzから90MHz
の範囲内だけです。
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記憶させた放送局を呼び出しましょう

各ステーション（記憶番号）に記憶させた放送局を
聞くことができます。50～51ページを参照して
ください。

FM/AMボタンを押して
FM・AM放送を聞くことが
できる状態にします
FUNCTION ボタンを数回押しても
FM・AMモードにすることができます。

} ] を押して、記憶したス
テーションを選びます

ST –  1

FM   79.50MHz

リモコンの文字/数字ボタンで選ぶ
ことができます

ステーション番号と同じ文
字/数字ボタンを押します

（例）ステーション25 ：  2 　 5

ステーション18  ：  1 　 8

決定ボタンを押します
ダイレクトにステーションを選ぶこ
とができます。
文字/数字ボタンを押して2秒以上待
つと、決定ボタンを押さなくても選
ぶことができます。

1.

2.

1.

2.
決定

STST

TUNE

TUNE

決定

電源

消音

DVD

MDメニュー

トップメニュー DVDメニュー

戻る
ホーム
メニュー

54 6

87 9 0

21 3
タ GHI ナ JKL ハ MNO

マ PQRS ヤ TUV ラ WXYZ ワヲン 記号

カ ABCア サ DEF

表示/文字

ファンクション

フォルダー/グループ タイマー

REC THISプログラムランダムリピート

FM/AM

L1/L2 /   設定
BGM
モード

SFC 音声 字幕

DVD/CD MD

サウンド アングル ズーム

VS/       H

音量

クリア

決定

TUNER

TV LINE

DVD/CD MD

MD

54 6

87 9 0

21 3

STST

決定

決定

TUNER

} ]

MDメニュー
　/設定

FM/AM

決定

決定

文字/数字

FM・AM放送を聞きましょう

STST

DIRECT
REC

REC/
STOP

DIRECT
X2 REC

CD

VS/        H 4・1 ¡・¢

TIMER

EJECTOPEN
/CLOSE

STANDBY/ONVOLUMEFUNCTION � �

MD

FUNCTION

TUNER

FM/AM
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記憶させた放送局に名前をつけましょう

記憶させた放送局（ステーション）に、11文字以
内で名前をつけることができます。
文字の入力方法については、86～87ページを参
照してください。

名前をつけたいステーション
を選びます
52ページを参照してください。

MDメニュー/設定ボタンを
押します

} ] で"Tuner Setup"を選
んでから、決定ボタンを押し
ます

 Tuner  Setup

} ] で"ST. Name"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

  ST . Name

文字を入力して、ステーショ
ンに名前をつけます
文字の入力は、86～87ページを参
照してください。

MDメニュー/設定ボタンを
押して終了します

1.

4.

2.

3.

6.

5.

メ モ

▼ 記憶した放送局に名前がついている場合
は、名前が表示されます。受信周波数を
確認したいときは、表示/文字ボタンを
押すと、選ばれているステーションの周
波数を約2秒間表示します。

FM・AM放送を聞きましょう

STST

決定

STST

決定

MDメニュー
/設定

MDメニュー
/設定
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DVDで、逆方向にスロー再生
するには･･･

DVDディスクではさらに、逆方向にスロー再生
をすることができます

DVDの一時停止中に、 /e
ボタンを押し続けます

DVDにて、逆方向のスロー再生の
速さを変えるには･･･

スロー再生中に、 /e ボタ
ンを押します
押すたびに、[スロー１]j [ス
ロー2]が切り換わります。

注 意

◆ スロー再生中は音声が出力されません。
◆ スロー再生できないディスクもあります。
◆ VRモードで記録されたDVD-RWでは、逆
方向にスロー再生することはできません。

◆ ビデオCDでは、逆方向にスロー再生するこ
とはできません。

DVDやビデオCDのスロー再
生をする

再生中に、8ボタンを押して、
一時停止します

E/  ボタンを押し続けます
[スロー 1/16 ]と表示されま
す。指を離してもスロー再生を続
けます。

スロー再生の速さを変えるには･･･

スロー再生中に E/  ボタン
を押します
押すたびに下記のように速さが
変わります。

1/2

1/163 1/8

1/4 22

3

通常の再生に戻すには･･･

3ボタンを押します

1.

応用編
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DVDやビデオCDのコマ送り
再生をする

再生中に、8ボタンを押して、
一時停止します

E/  ボタンを押します
押すたびに、コマ送りします。

通常の再生に戻すには･･･

3ボタンを押します

DVDで、逆方向にコマ送り再生
するには･･･

DVDディスクではさらに、逆方向にコマ送り再
生をすることができます

DVDの一時停止中に、 /e
ボタンを押します
押すたびに、逆方向へコマ送りを
します。

注 意

◆ コマ送り再生中は、音声が出力されません。
◆ コマ送り再生できないディスクもあります。
◆ VRモードで記録されたDVD-RWでは、逆
方向にコマ送り再生することはできません。

◆ 逆方向のコマ送り再生中、映像が揺れること
があります。

◆ 再生方向を変更したとき、一瞬映像が動くこ
とがあります。

◆ ビデオCDでは、逆方向にコマ送り再生する
ことはできません。

1.

WMA/MP3のフォルダーのス
キップ(頭出し)をする

押した回数だけスキップします。

次のフォルダーに進むには･･･

再生中に、フォルダーサーチ
ボタンの+を押します
1回押すと、次のフォルダーに進
みます。

前のフォルダーに戻るには･･･

再生中に、フォルダーサーチ
ボタンの－を押します
1回押すと､前のフォルダーの始
めに戻ります。

2.
フォルダー/グループ

フォルダー/グループ
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DVD、ビデオCD、CD、WMA/MP3
を繰り返し再生する（リピート再生）

DVDのタイトル/ チャプター(場面)、ビデオ
CD/CDのトラック(曲)、WMA/MP3のフォル
ダー/トラック(曲)を繰り返し再生します。

再生中に、リピートボタンを
押します
押すたびに、以下のように切り換
わります。

チャプターリピート

タイトルリピート

リピート解除

1曲リピート（再生中のトラック）

全曲リピート（ディスクの全曲）

リピート解除

1曲リピート（再生中のトラック）

フォルダーリピート

リピート解除

全曲リピート（ディスクの全曲）

メ モ

▼ プログラム再生中(65ページ)にリピートボ
タンを押すと、プログラム再生を繰り返しま
す。

注 意

◆ DVDではタイトルによってはリピート再生
のできないものがあります。

◆ ビデオCDのPBC再生時にはリピート再生
はできません。リピート再生をするには、
ディスクの停止中に繰り返したいトラック番
号を文字/数字ボタンで入力し、それからリ
ピートボタンを押します。

◆ リピート再生中にアングルを切り換える(59
ページ)と、リピート再生は解除されます。

リピート



57

デ
ィ
ス
ク
を
使
う

 

応
用
編

ビデオCD、CDを順不同に再生するには

ビデオCDやCDのディスク内のトラック（曲）
を順不同に再生します。

ランダムボタンを押します

ランダム再生を止めるには

7ボタンを押します
ランダム再生が解除され、再生が
停止します。

DVD、ビデオCD、CD、WMA/MP3
を順不同に再生する（ランダム再生）

DVDを順不同に再生するには

DVDのタイトルやチャプターを順不同に再生
します。

ランダムボタンを押します
画面に[ランダムチャプター]と表
示されます。
表示中にランダムボタンを押す
と次のように切り換わります。

ランダムチャプター

ランダムタイトル

( 通 常 再 生 )

再生しているタイトル内の
チャプターを順不同に再生します。

タイトルを順不同に再生します。

決定ボタンを押します

WMA/MP3を順不同に再生するには

トラック（曲）を順不同に再生します。

ランダムボタンを押します
画面に[ランダムオール]と表示さ
れます。
表示中にランダムボタンを押す
と次のように切り換わります。

ランダムオール

ランダムトラック

( 通 常 再 生 )

ディスク内のトラックを
順不同に再生します。

再生しているフォルダー内の
トラックを順不同に再生します。

決定ボタンを押します

1.

2.
メ モ

▼ ランダム再生中に¢ボタンを押すと、本機
が順不同に次の曲または場面を選んで再生し
ます。

▼ ランダム再生中に4ボタンを押すと、現在
再生中の曲または場面を始めから再生し直し
ます。

注 意

◆ ビデオCDのPBC再生時にはランダム再生
はできません。ランダム再生するには、ディ
スクの停止中に、トラック番号を文字/数字
ボタンで入力し、それからランダムボタンを
押します。

◆ DVDの場合、ディスクによってはランダム
再生ができないものがあります。

◆ VRモードで記録されたDVD-RWではラン
ダム再生ができません。

◆ ランダム再生を繰り返してリピートすること
はできません。また、ランダム再生とプログ
ラム再生を同時に行うことはできません。

◆ ランダム再生中にクリアボタンを押して通常
の再生に戻すこともできます。

ランダム

決定

ランダム1.

2. 決定

ランダム
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3ボタンを押します
プログラムした順に再生を開始
します。

登録を間違えたとき

手順3の後に、クリアボタン
を押します
押すたびに最後に登録した曲か
ら順に消えていきます。

プログラム登録した内容をすべて消す

次のいずれかの操作をしたときに消去されます。
÷ 停止中にクリアボタンを押したとき
÷ DVD/CD0ボタンを押して、ディスクを取
り出したとき

÷ 電源をオフにしたとき
÷ MDやFM/AM放送、外部機器の操作をした
とき

メ モ

▼ 手順2で]の代わりに決定ボタンを押すと、
選んだフォルダーごとプログラム登録するこ
とができます。

▼ プログラム再生中に、4 ¢  ボタンを押
すと、プログラムされた前後のプログラムス
テップに移ります。

▼ プログラム再生中に全曲リピート再生(56
ページ）を選択すると、プログラムした内容
を繰り返し再生します。（プログラムリピー
ト再生）

▼ プログラム再生をいったん停止し、再び同じ
内容でプログラム再生する場合は、PGMボ
タンを押したあと、3 ボタンを押してくださ
い。

CDやWMA/MP3の聞きたい曲を好
きな順番で聞く（プログラム再生）

CDやWMA/MP3の聞きたい曲を最大24曲
まで、好きな順番に登録することができます。

停止中に、プログラムボタン
を押します

PGM00

0 : 00

 CDでは、プログラム総再生時間
を表示します。CDの入力時は手
順3に進んでください。

WMA/MP3は、聞きたい曲
のフォルダー番号の文字/数
字ボタンを押してから、]を
押します
フォルダー7を選ぶときは、文
字 / 数字ボタンの7を押してか
ら、]を押します。

PGM00

7 - A L L

聞きたい曲の番号の文字/数
字ボタンを押してから、決定
ボタンを押します
15曲目を選ぶときは、文字/数
字ボタンの1と5を押してから、
決定ボタンを押します。

WMA/MP3のフォルダー7の
15曲目を入力した例

CDの15曲目を入力した例

PGM01

7 -  15

15

PGM01

手順2と3を繰り返して、聞
きたい曲のフォルダーや曲番
号を登録します
CDのときは、手順3だけを繰り
返します。

4.

2.

3.

1.

5.

クリア

90

90

決定

ST

プログラム
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DVDの映像のアングルを切り
換える（マルチアングル）

アングルボタンを押します
現在のアングルと、収録されてい
るアングルの総数が表示されま
す。押すたびにアングルが切り換
わります。

メ モ

▼ 複数のアングルが収録されている場所にくる
と、  マークがテレビ画面に表示されます。
本体表示部は ”ANGLE” が点灯します。

▼  マークが表示されてもアングルを切り換
えることができないディスクもあります。

▼ メニュー画面でアングルを切り換えることが
できるディスクもあります。

▼  マークを表示させたくないときは、初期
設定の[アングルマーク表示]を[オフ]にしま
す。(122ページ)

DVDの映像を拡大して見る
（ズーム）

ズームボタンを押す
ズームエリア(拡大する場所)が左
上に表示されます。

1回押すと･･･

 ･･･2倍に拡大！

2回押すと･･･

 ･･･4倍に拡大！

3回押すと･･･

 ･･･通常の映像に
戻る

ズームエリア表示中に’ ‘

} ] でズームエリアを移動
する

メ モ

▼ 約5秒間ボタン操作がないと、左上のズーム
エリアが消えます。さらに倍率を変えたいと
きは、もう一度ズームボタンを押してズーム
エリア表示してください。

▼ ズーム中は字幕が表示されません。
▼ DVDのメニュー画面を表示中に映像をズー
ムすると、項目を選択することができませ
ん。通常の映像に戻してから、選択してくだ
さい。

1.

2.

1.
アングル

STST

TUNE

TUNE

ズーム
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ホームメニューボタンを押し
て、ホームメニュー画面を表
示させます

HOME MENU
DVD

例）X-FS7DV画面

[プレイモード]を選んでから、
決定ボタンを押します

項目を選択します

÷ A-Bリピート(61ページ)
再生中のタイトル内の指定した範囲を
繰り返し再生する。

÷ リピート(61～62ページ)
タイトルやチャプターを繰り返し再生
する。

÷ ランダム(63～64ページ)
タイトルやチャプターを順不同に再生
する。

÷ プログラム(65～68ページ)
タイトルやチャプターの順番を変えて
再生する。

÷ サーチモード(69～70ページ)
タイトル、チャプター、または時間を
指定して再生する。

項目を選んだら�ボタンで右へ移動します。

選んだ項目についての操作方法は、それぞれ
のページを参照してください。

プレイモード画面でいろいろな操作をする
プレイモード画面などのテレビに表示された設
定画面の操作は、以下のボタンを使用します。

ボタン 操作内容

項目を選択/変更する。または、
カーソルを上下左右に移動す
る。

項目を決定する。

一つ前の画面に戻る。

ホームメニュー画面を表示しま
す。 設定中は、ホームメニュー
画面をオフにします。

1.

2.

3.

Q : プレイモード画面が表示できない
= ビデオCDのPBC再生中はプレイモー

ド画面を表示することができません。
PBC再生を解除して再生してくださ
い(37ページ)。

= JPEGディスクは、プレイモード画面
を表示することができません。

  Q&A

STST

TUNE

TUNE

決定

戻る

ホーム
メニュー

STST

TUNE

TUNE

決定

消音

トップメニュー DVDメニュー

戻る
ホーム
メニュー

カ Cア サ

サウンド アングル ズーム

音量

STST

TUNE

TUNE

決定

STST

TUNE

TUNE

決定

ホーム
メニュー

STST

TUNE

TUNE
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指定した箇所を繰り返し再生
する(A-B リピート再生)

再生中に、プレイモード画面
から、[A-Bリピート]を選択し
ます
60ページを参照してください。

A-Bリピートを開始したい箇
所で、[A(開始箇所)]を選んで
から、決定ボタンを押します

A-Bリピートを終了したい箇
所で、[B(終了箇所)]を選択し
て決定します
・B(終了箇所)は、A(開始箇所)
から2秒以上経過した箇所を
指定してください。2秒以下の
箇所を指定すると、自動的にA
とBの間隔が2秒になります。

・A-B リピート再生を開始しま
す。

A-Bリピート再生を解除するには･･･

[オフ]を選択して決定します
A-B リピート再生中にクリアボ
タンを押しても解除することが
できます。

注 意

◆ 異なるタイトル/トラックをまたいでA-Bリ
ピート再生することはできません。

◆ WMA/MP3、JPEGはA-Bリピート再生が
できません。

◆ ファイナライズされていないCD-R/RWは
A-Bリピート再生ができません。

◆ リピート、ランダム、プログラム再生中はA-
Bリピート再生を行うことができません。

DVDを繰り返し再生する
（リピート再生）

DVDのタイトル/チャプター(場面)を繰り返し

再生します。

繰り返したいタイトル/チャ
プター(場面)を再生します

プレイモード画面から、[リ
ピート]を選択します
60ページを参照してください。

リピート再生の種類を選択し
て決定します
・リピート再生を開始します。

÷ タイトルリピート
現在再生中のタイトルを繰り返し再
生します。

÷ チャプターリピート
現在再生中のチャプターを繰り返し
再生します。

÷ リピートオフ
通常の再生に戻ります(リピート再生
中にクリアボタンを押しても通常の
再生に戻すことができます)。

注 意

◆ DVDではタイトルによってはリピート再生
のできないものがあります。

◆ リピート再生中にアングルを切り換える(59
ページ)と、リピート再生は解除されます。

◆ ディスクを停止すると、リピート再生は解除
されます。

◆ リピート再生とランダム再生を同時に行うこ
とはできません。

1.

2.

1.

3.

3.

2.STST

TUNE

TUNE

決定

STST

TUNE

TUNE

決定

STST

TUNE

TUNE

決定

STST

TUNE

TUNE

決定

STST

TUNE

TUNE

STST

TUNE

TUNE
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注 意

◆ ディスクを停止すると、リピート再生は解除
されます。

◆ リピート再生とランダム再生を同時に行うこ
とはできません。

◆ ビデオCDのPBC再生時にはリピート再生
はできません。リピート再生をするには、
ディスクの停止中に繰り返したいトラック番
号を文字/数字ボタンで入力し、それからリ
ピートボタンを押します。

ビデオCD、CD、WMA/MP3を
繰り返し再生する（リピート再生）

ビデオCD/CDのトラック(曲)、WMA/MP3の
フォルダー/トラック(曲)を繰り返し再生しま
す。

繰り返したい曲を再生します

再生中に 、プレイモード画面
から、[リピート]を選択します
60ページを参照してください。

リピート再生の種類を選んで
から、決定ボタンを押します
リピート再生を開始します。

÷ ディスクリピート
現在再生中のディスクを繰り返し再
生します。

÷ フォルダーリピート (
のみ)

現在再生中のフォルダーを繰り返し
再生します。

÷ トラックリピート
現在再生中のトラックを繰り返し再
生します。

÷ リピートオフ
通常の再生に戻ります(リピート再生
中にクリアボタンを押しても通常の
再生に戻すことができます)。

1.

2.

3.
STST

TUNE

TUNE

決定

STST

TUNE

TUNE
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DVDを順不同に再生する
（ランダム再生）

DVDのタイトルやチャプターを順不同に再生
することができます。

プレイモード画面から、[ラン
ダム]を選択します
60ページを参照してください。

ランダム再生の種類を選んで
から、決定ボタンを押します
・ランダム再生を開始します。
・本体表示窓に[RDM]と点灯し
ます。

÷ ランダムタイトル
タイトルを順不同に再生します。

÷ ランダムチャプター
現在再生中のタイトル内のチャプ
ターを順不同に再生します。

÷ ランダムオフ
通常の再生に戻ります(ランダム再
生中にクリアボタンを押しても通
常の再生に戻すことができます)。

1.

2.
STST

TUNE

TUNE

決定

STST

TUNE

TUNE

メ モ

▼ ランダム再生中に¢ボタンを押すと、本機
が順不同に次の曲または場面を選んで再生し
ます。このとき、現在再生中のチャプターよ
り前のチャプターに戻ることはできません。

▼ ランダム再生中に4ボタンを押すと、現在
再生中の曲または場面を始めから再生し直し
ます。

注 意

◆ DVDの場合、ディスクによってはランダム
再生ができないものがあります。

◆ VRモードで記録されたDVD-RWではラン
ダム再生ができません。

◆ ディスクを停止すると、ランダム再生は解除
されます。

◆ ランダム再生とリピート再生、またはプログ
ラム再生を同時に行うことはできません。
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ビデオCD、CD、WMA/MP3を
順不同に再生する（ランダム再生）

ビデオCDまたはCDのトラック、WMAまた
はMP3のディスク/フォルダー内のトラック
をを順不同に再生することができます。

プレイモード画面から、[ラン
ダム]を選択します
60ページを参照してください。

ランダム再生の種類を選んで
から、決定ボタンを押します
ランダム再生を開始します。

 の場合

÷ オン
トラックを順不同に再生します。

÷ オフ
通常の再生に戻ります(ランダム再生中
にクリアボタンを押して通常の再生に戻
ることもできます)。

 の場合

÷ ランダムオール
現在再生中のディスクのトラックを順不
同に再生します。

÷ ランダムトラック
現在再生中のフォルダー内のトラックを
順不同に再生します。

÷ ランダムオフ
通常の再生に戻ります(ランダム再生中
にクリアボタンを押して通常の再生に戻
ることもできます)。

1.

2.
STST

TUNE

TUNE

決定

STST

TUNE

TUNE

注 意

◆ ビデオCDのPBC再生時にはランダム再生
はできません。ランダム再生するには、ディ
スクの停止中に、トラック番号を文字/数字
ボタンで入力し、それからランダムボタンを
押します。
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聞きたい曲を好きな順番で聞く
(プログラム再生)

24ステップまでプログラム登録をすることが
できます。

DVDのタイトルやチャプターの

順番を変えて再生するには

プレイモード画面から、「プロ
グラム」を選択します
60ページを参照してください。
リモコンのプログラムボタンを
押しても操作することができま
す。その場合は、手順2の操作は
必要ありません。

[プログラム入力・編集]を選
んでから、決定ボタンを押し
ます
[プログラムメモリー]はDVDの
ときのみ選択することができま
す。（67ページ）

プログラムしたいタイトル/
チャプターを選択して決定し
ます

÷ プログラム入力中に戻るボタンを
押すと、プログラムした内容が無
効になります。

÷ 一時停止をプログラムすることは
できません。

手順3を繰り返して他のタイ
トル/チャプターをプログラ
ムします

3ボタンを押します
・プログラムした順に再生を開
始します。

STST

TUNE

TUNE

決定

1.

2.

3.

4.

5.

STST

TUNE

TUNE

決定

プログラム
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CD、ビデオCD、WMA、MP3のトラック

やフォルダーの順番を変えて再生するには

プレイモード画面から、[ プロ
グラム]を選択します
60ページを参照してください。

[プログラム入力・編集]を選
んでから、決定ボタンを押し
ます

プログラムしたいフォル
ダー/トラックを選んでか
ら、決定ボタンを押します
ディスクによってプログラム入
力・編集画面が異なります。

÷  では、フォ
ルダーとトラックを選択しま
す。

÷  では、ト
ラックのみを選択します。

÷ プログラム入力中に戻るボタ
ンを押すと、プログラムした
内容が無効になります。

÷ 一時停止をプログラムするこ
とはできません。

手順3を繰り返して他のフォ
ルダー/トラックをプログラ
ムします

3ボタンを押します
・ プログラムした順に再生を開
始します。

・ 本体表示窓に[PGM]と点灯し
ます。

ステップの間にプログラムを追加する

には･･･

例)ステップ02 の前にタイトル1 のチャプ
ター7を追加する場合

カーソルをステップ02に合
わせます

タイトル1のチャプター7を
選んでから、決定ボタンを押
します
ステップ02にタイトル1のチャ
プター7が追加されます。 もとも
とステップ02にあったプログラ
ムは新しいプログラムの後ろに
移動します。

STST

TUNE

TUNE

2.
STST

TUNE

TUNE

決定

1.

STST

TUNE

TUNE

決定

STST

TUNE

TUNE

1.

2.

3.

5.

4.

聞きたい曲を好きな順番で聞く

STST

TUNE

TUNE

決定
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聞きたい曲を好きな順番で聞く

入力中にプログラムを削除するには･･･

例) ステップ02のプログラムを削除する場合

カーソルをステップ02に合
わせます

クリアボタンを押します
ステップ02のプログラムが削除
され、その後ろにあったプログラ
ムが1つ前に繰り上がります。

プログラム再生を開始/解除/全消去

するには･･･

÷ プログラム再生の開始
すでにプログラムされている内容を始め
から再生します。

÷ プログラム再生の解除
通常の再生に戻ります。プログラムされ
ている内容はそのまま残ります(プログ
ラム再生中にクリアボタンを押して解除
することもできます)。

÷ プログラムの全消去
プログラムされている内容をすべて消去
します(停止中にクリアボタンを押して
消去することもできます)。

DVDにてプログラムした内容を記憶
するには･･･ (プログラムメモリー)

DVDディスクを取り出してもプログラムした
内容を記憶するように設定します。プログラム
メモリーしたディスクをセットすると、自動的
にプログラムされている順に再生を開始します。
最大24枚まで記憶させることができます。

[プログラムメモリー]を選択
して、カーソルを右へ移動し
ます

[オン]を選んでから、決定ボ
タンを押します
プログラムメモリーを解除する
ときは、[オフ]を選んでから決定
ボタンを押します。

1.

2.
STST

TUNE

TUNE

決定

STST

TUNE

TUNE

1.
STST

TUNE

TUNE

2.
クリア
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メ モ

▼ プログラムメモリー機能を使うと、(株)フジカ
ラーサービスのフジテレシネサービスで作成
されたエフディスク をお客様のお好み順に
再生することができます。また、ディスク内の
最大24個のタイトル/チャプターを指定した
順に並び替えてプレーヤーのメモリーに記録
することにより、次回ディスクを挿入すると
自動的にその順番に再生することもできます。
最大24枚のディスクについてお好み順を記
録しておくことができ、各ディスクで指定し
た並び順がプレーヤー内に記録されます。

▼ プログラム再生をリピートする(繰り返す)こ
とができます。プログラム再生中にプレイ
モード画面の[リピート]から[プログラムリ
ピート]を選択します。

▼ プログラム再生をランダム(順不同に)再生す
ることはできません。 プログラム再生を解除
して、ランダム再生のみをします。

▼ プログラム再生中に¢ボタンを押すと、次
のプログラムステップのタイトル / チャプ
ターを再生します。

注 意

◆ VRモードで記録されたDVD-RWではプロ
グラム再生ができません。

◆ タイトル/チャプターが変わるときに、プロ
グラムしていないタイトル/チャプターの映
像が見えることがあります。これは故障では
ありません。

◆ PBC再生中のビデオCDは、プログラム入
力ができません。

聞きたい曲を好きな順番で聞く
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見たい場面を探す
(サーチモード)

DVDの見たい場面を探すには

プレイモード画面から、[サー
チモード]を選択します
60ページを参照してください。

サーチモードの種類を選んで
から、決定ボタンを押します

÷ タイトルサーチ
タイトルを指定して再生する。

÷ チャプターサーチ
チャプターを指定して再生する。

÷ タイムサーチ
時間を指定して再生する。

文字/数字ボタンで再生し
たいタイトル、チャプ
ター、または時間を入力し
ます
指定したタイトル、チャプター、
または時間から再生を開始しま
す。

決定ボタンを押します

タイトルサーチを選択したとき･･･

たとえば、タイトル3を再生するには、3を
押してから決定ボタンを押します。

チャプターサーチを選択したとき･･･

たとえば、チャプター12を選ぶには、1, 2
を押してから決定ボタンを押します。

タイムサーチを選択したとき･･･

再生中だけの操作となります。

たとえば、
・ 21分43秒を選ぶには、2, 1, 4, 3を
押して決定ボタンを押します。

・ 1時間04分(64分00秒)を選ぶには、6,
4, 0, 0を押して決定ボタンを押します。

メ モ

▼ DVD ディスクによっては、ディスクメ
ニューで見たい場面を探す(サーチする)こと
ができるものもあります。このときは、リモ
コンのDVDメニューボタンでディスクのメ
ニューを表示させてサーチしてください。

▼ タイムサーチは現在再生中のタイトルに限り
行うことができます。

STST

TUNE

TUNE

決定

3.
90

1.

2.

STST

TUNE

TUNE

決定

4.
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見たい場面を探す

CD、ビデオCD、WMA/MP3の再生

したい曲を探すには

プレイモード画面から、[サー
チモード]を選択します
60ページを参照してください。

サーチモードの種類を選んで
から、決定ボタンを押します

例) のフォルダーサーチ画面

÷ フォルダーサーチ(  
のみ)
フォルダーを指定して再生する。

÷ タイムサーチ( のみ)
現在再生中のトラック内の時間を指定し
て再生する。

÷ トラックサーチ
トラックを指定して再生する。

文字/数字ボタンで再生した
いフォルダー/トラック、また
は時間を入力します
指定したフォルダー、トラック、
または時間から再生を開始しま
す。

決定ボタンを押します

フォルダーサーチを選択したとき･･･

WMA/MP3だけの機能となります。

たとえば、フォルダー3を再生するには、3
を押してから決定ボタンを押します。

トラックサーチを選択したとき･･･

例) のトラックサーチ画面

たとえば、トラック12を選ぶには、1, 2を
押してから決定ボタンを押します。
WMA/MP3は、現在再生中のフォルダ内の
トラックに限り行うことができます。

タイムサーチを選択したとき･･･

ビデオCDだけの機能となります。

たとえば、
・ 21分43秒を選ぶには、2, 1, 4, 3を
押して決定ボタンを押します。

・ 1時間04分(64分00秒)を選ぶには、6,
4, 0, 0を押して決定ボタンを押します。

Q : タイムサーチができない
= PBC 再生中のビデオCD、WMA/

MP3、またはCD(CD-R/RW)ではタ
イムサーチができません。

= タイムサーチは現在再生中のトラッ
クに限り行うことができます。

  Q&A

STST

TUNE

TUNE

決定

3.

1.

2.

STST

TUNE

TUNE

4.

90

決定
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・プレイリストが作成されていないと
きは、メニュー画面に[プレイリス
ト]は表示されません。

・再生中に[オリジナル]と[プレイリ
スト]を切り換えることはできませ
ん。ディスクを停止してから切り換
えてください。

映像を確認してから再生するには(プレビュー)
— VRモードで記録したDVD-RWのみ　

停止中に確認したいタイトルを選択して]を押す。
タイトルの先頭の画像を表示します。

再生したいタイトル、または
チャプターを選んでから、決
定ボタンを押します
選択したタイトル、またはチャプ
ターから再生を開始します。

メ モ

▼ オリジナルとは
DVDレコーダーで録画して作られたタイト
ルを「オリジナル」といいます。

▼ プレイリストとは
オリジナルをもとに編集用に作成したタイト
ルを「プレイリスト」といいます。

注 意

◆ DVDのタイトルによっては、選択できない
項目があります。

ディスクナビゲーターを使って再生する
見たいタイトルやチャプターなどを、テレビ画
面から簡単に指定して見ることができます。

DVDを再生するには

ホームメニューボタンを押し
て、ホームメニュー画面を表
示させます
VRモードで記録したDVDでは、
DVDメニューボタンでディスク
ナビゲーター画面を表示させる
こともできます。このときは手順
3に進んでください。

[ディスクナビゲーター]を選
んでから、決定ボタンを押し
ます

カーソルをタイトル、または
チャプターに移動します

例)DVDのディスクナビゲーター画面

例)VRモードで記録したDVD-RWの
ディスクナビゲーター画面
プレイリストを設定しているときは、
[オリジナル]、または[プレイリスト]
を選択して再生することができます。

1.

2.
STST

TUNE

TUNE

決定

STST

ホーム
メニュー

4.
STST

TUNE

TUNE

決定

3.
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Q : 設定ができない
= ビデオCDのPBC再生中は設定をす

ることができません。PBC再生を解
除して再生してください(37ページ)。
ディスクの停止中に再生させたいト
ラック番号を文字/数字ボタンで入力
し、それから本ページの操作を行っ
てください。

  Q&A

CD、ビデオCD、WMA/MP3を再生するには

ホームメニューボタンを押し
て、ホームメニュー画面を表
示させます
DVDメニューボタンでディスク
ナビゲーター画面を表示させる
こともできます。このときは手順
3に進んでください。

[ディスクナビゲーター]を選
んでから、決定ボタンを押し
ます

再生したいフォルダー / ト
ラックを選んでから、決定ボ
タンを押します
再生を開始します。

例) のディスクナビゲーター画面

英数字以外の名前のフォルダーでは、
フォルダー名が「F_033」、トラック
名「T_035」のように表示されること
があります。また、ディスクナビゲー
ター画面を終了するときは、ホームメ
ニューボタンを押します。

1.

2.

3.

STST

TUNE

TUNE

決定

STST

TUNE

TUNE

決定

ホーム
メニュー

ディスクナビゲーターを使って再生する

JPEGを再生するには

ホームメニューボタンを押し
て、ホームメニュー画面を表
示させます
DVDメニューボタンでディスク
ナビゲーター画面を表示させる
こともできます。このときは手順
3に進んでください。

[ディスクナビゲーター]を選
んでから、決定ボタンを押し
ます

再生したいフォルダーを選択
します
半角英数字以外で入力されてい
るフォルダー/ファイルの名前は
[F_033]/[FL_035]のように表
示されることがあります。
ファイルにカーソルを合わせる
と、選択されているファイルの画
像が表示されます。
一覧(フォトブラウザー)画面を見
ない場合は、手順5に進んでくだ
さい。

STST

TUNE

TUNE

決定

ホーム
メニュー

STST

TUNE

TUNE

1.

2.

3.
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決定して、一覧(フォトブラウ
ザー)画面を表示させます
テレビ画面に9枚の画像が表示
されます。

・一番下の行で‘を押すと9枚目
以降の画像が表示されます。

・4 ¢ ボタンを押すと画像が
9枚ずつ切り換わります。

・ディスクナビゲーター画面に戻
りたいときは、戻るボタンを押し
てください。

・ホームメニューボタンを押すと、
ホームメニュー画面をオフにし
ます。

画像を選択して、決定します
スライドショーが始まります。

メ モ

▼ 本機では、フジカラーCD、コダックピク
チャーCD、またはCD-R/CD-RW/CD-
ROMに記録されているJPEGファイルを再
生することができます(記録方法などによっ
て再生できないこともあります)。

▼ スライドショーで表示される画像のアスペク
ト比が異なるときは、画像の縦、または横に
黒帯が出ることがあります。

▼ ファイルサイズが大きいときは、画像の表示
に時間がかかることがあります。

▼ JPEGディスク再生時は、プログラム再生、
ランダム再生、リピート再生はできません。

▼ JPEGとWMA/MP3ファイルが混在して
いる場合は、両方のファイルを同時に再生す
ることはできません。再生ファイルを変更す
るときは、[フォトビューワー]の設定を変更
してください(126ページ)。

STST

TUNE

TUNE

決定

決定
4.

5.

ディスクナビゲーターを使って再生する
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JPEGファイルを拡大・回転する

拡大するには

ズームボタンを押します

1回押すと･･･

 ･･･2倍に拡大！

2回押すと･･･

 ･･･4倍に拡大！

3回押すと･･･

 ･･･通常の映像に

　　　　　　　　　

戻る

’ ‘ } ] で拡大する場所を
移動します

1.

メ モ

▼ JPEGファイルの画像をズーム中はズーム
エリアが表示されません。

▼ 画像を拡大しているときはスライドショーが
一時停止します。通常のスライドショーに戻
すには3ボタンを押します。

▼ 次の画像(ファイル)の読み込み中は、本体表
示窓に[Loading]と表示されます。読み込み
中に画像を拡大することはできません。

ズーム

STST

TUNE

TUNE

2.

回転するには

アングルボタンを押します
押すたびに時計回りに90°画像
が回転します。

1. アングル

メ モ

▼ 画像を回転しているときはスライドショーが
一時停止します。通常のスライドショーに戻
すには3ボタンを押します。

▼ 次の画像(ファイル)の読み込み中は、本体表
示窓に[Loading]と表示されます。読み込み
中に画像を回転することはできません。



75

デ
ィ
ス
ク
を
使
う

 

応
用
編

DVDとMDを同時に再生する
(BGMモード)

DVDの映像とMDの音声を同時に楽しむこと
ができます。また、JPEGディスクを使用する
と効果的です。

再生したいDVD とMD を
セットします

リモコンのBGMモードボタ
ンを押します
DVD とMD が再生を開始しま
す。
・ スピーカーからは、MDの音声
のみが出力されます。

・ BGM モード中は本体表示窓
に［BGM］と点灯します。

BGMモードを解除するには

BGMモードボタンをもう一
度押します
DVDとMDが停止します。

メ モ

▼ DVDは、すべての操作を行うことができます。
▼ MDは、1曲または全曲リピート再生となり
ます。ただし、あらかじめプログラム再生や
グループ再生が設定されている場合は、その
モードでの1曲または全曲リピート再生と
なります。

▼ BGMモード中でも、再生中のDVDの音声
を切り換えることができます。この場合、
BGMモードボタンを押してBGMモード解
除後、DVDを再生したときに、切り換えた
音声でDVDを楽しむことができます。

注 意

◆ BGMモード中にFM・AM放送や接続して
いる外部機器の音を聞くと、BGMモードは
解除されます。

◆ 本体のFUNCTIONボタンを押すか、BGM
モードボタンをもう一度押すとBGMモード
は解除され、DVDの再生を強制終了します。

◆ BGMモード中にMDを停止したい場合は、
BGMモードボタンをもう一度押して、BGM
モードを解除するか、EJECT (MD0) ボタ
ンを押して、MDを取り出してください。

◆ BGMモード中は、MD内の好きな曲を選ん
だり、一時停止、早送り、早戻ししたりする
ことはできません。

◆ BGMモード中は、スリープタイマー以外の
タイマーの設定・変更はできません。

◆ デジタル出力端子からは何も出力されませ
ん。

1.

2.

BGM
モード

BGM
モード
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ディスクの情報を見る

テレビ画面にて、DVDビデオ、DVD-R/

RWの情報を見るには

再生中に、表示/文字ボタンを
押します
画面右上の情報は、リピート、ラ
ンダム、またはプログラム再生中
のみ表示されます。

1回押すと･･･
現在再生中のタイトルの情報が表示されます。

例)DVDビデオ

2回押すと･･･
・DVDビデオでは、現在再生中のチャプター
の情報と転送レートが表示されます。

・VRモードにて記録されたDVD-RWでは、現
在再生中のチャプターの転送レートが表示さ
れます。

・転送レートとは、DVDに記録されている画
像の情報量を示す値です。転送レートが高い
ほど情報量は多くなりますが、画質が良いと
は限りません。

例)DVDビデオ

3回押すと･･･

表示が消えます。

Q : 時間情報などが表示されない
= ファイナライズしていない音楽CDフォーマットのCD-R/RWディスクでは、一部の時

間情報が表示されないことがあります。
= ビデオCDのPBC再生中は一部の情報が表示されません。PBC再生を解除して再生して

ください(37ページ)。この場合は、ディスクの停止中に再生させたいトラック番号を文
字/数字ボタンで入力し、それから本ページの操作を行ってください。

  Q&A

表示/文字

テレビ画面にて、CD、ビデオCD、

WMA/MP3、JPEGの情報を見るには

再生中に、表示/文字ボタンを
押します
画面右上の情報は、リピート、ラ
ンダム、またはプログラム再生中
のみ表示されます。

1回押すと･･･

・   では、現在再生
中のトラックの情報が表示されます。

・ では、現在再生中のディスクの情報
が表示されます。

・ では、現在再生中のファイルの情報
が表示されます。

例) のトラックの情報画面

YESTERDAY

2回押すと･･･

・ では、現在再生中のトラックの情報
が表示されます。

・   では、現在再生
中のフォルダーの情報が表示されます。

・ では、現在再生中のディスクの情報
が表示されます。

例) のフォルダーの情報画面

MUSIC BOX

3回押すと･･･

表示が消えます。

表示/文字
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ディスクの情報を見る

本体表示部にて、DVDの情報を見る

には

再生中に、表示/文字ボタンを
押します
押すたびに、以下のように切り換
わります。

再生経過時間

タイトルの残り時間

チャプターの残り時間

本体表示部にて、ビデオCDの情報を

見るには

再生中に、表示/文字ボタンを
押します
押すたびに、以下のように切り換
わります。

再生経過時間

ディスクの残り時間

再生中の曲の残り時間

本体表示部にて、CDの情報を見る

には

再生中に、表示/文字ボタンを
押します
押すたびに、以下のように切り換
わります。

再生経過時間

ディスクの残り時間

再生中の曲の残り時間

本体表示部にて、WMA/MP3の情報を

見るには

再生中に、表示/文字ボタンを
押します
押すたびに、以下のように切り換
わります。

再生経過時間

曲名（トラックネーム）

フォルダー名
(フォルダーネーム)

表示/文字

表示/文字

表示/文字

表示/文字

注 意

◆ MDへの録音中とBGMモード時は、ディス
クの情報に続いて、MDの情報(100～101
ページ)を見ることができます。

注 意

◆ ビデオCDのPBC再生中は一部の情報が表
示されません。PBC再生を解除してくださ
い。PBC再生を解除して再生してください
(37ページ)。この場合は、ディスクの停止
中に再生させたいトラック番号を文字／数字
ボタンで入力し、それから本ページの操作を
行ってください。
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MDを再生する

MDを順不同に再生する
（ランダム再生）

すべての曲から順不同に選んで、各曲を1回ず
つ再生します。

ランダムボタンを押します
ランダム再生を開始します。
RDM と点灯します。
すべての曲の再生を終了すると、
自動的に停止します。

ランダム再生をやめるには．．．
7ボタンを押すとランダム再生が
解除され、演奏を停止します。

メ モ

▼ ランダム再生中に¢ボタンを押すと、別の
曲を順不同に選んで再生します。

▼ ランダム再生中にリピートボタンを押すと、
ランダム再生を繰り返し再生します。（ラン
ダムリピート再生）

MDを繰り返し再生する
（リピート再生）

再生している1曲だけを繰り返す1曲リピート
とディスクの全曲を繰り返す全曲リピートとが
あります。

リピートボタンを押します
押すたびに、以下のように切り換
わります。

 1曲リピート

（RPT点灯）

（RPT–1点灯）

解除 全曲リピート

メ モ

▼ 1曲リピート中に4 ¢ボタンを操作し
て別の曲に移ったときは、その曲を繰り返し
再生します。

▼ ランダム再生中またはプログラム再生中は、
1曲リピートは選択できません。

リピート

ランダム
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MDの聞きたい曲を好きな順番
で聞く（プログラム再生）

聞きたい曲を最大30曲まで、好きな順番に登
録することができます。

MDが停止中に、プログラム
ボタンを押します

PGM00

  _ _ _         0 : 00

聞きたい曲の番号の文字/数
字ボタンを押してから、決定
ボタンを押します
15曲目を選んだときは、文字/
数字ボタンの1と5を押してか
ら、決定ボタンを押します。

プログラム総再生時間

現在入力中のプログラム数

PGM01

 15         6 : 35

手順2を繰り返して、聞き
たい曲の曲番号を登録します

3ボタンを押します
プログラムした順に再生を開始
します。

登録を間違えたとき

MDが停止中にクリアボタン
を押します
押すたびに最後に登録した曲か
ら順に消えていきます。

プログラム登録した内容を確認する

プログラム再生中に7ボタンを押して再生を停
止させてから、4 または¢ ボタンを押しま
す。

プログラム登録した内容をすべて消す

次のいずれかの操作をしたときに消去されます
÷ MD停止中に7ボタンを1回押したとき
÷ MD取り出し(0)ボタンを押して、MDを取

り出したとき
÷ 電源をオフにしたとき
÷ ランダムボタンを押したとき

メ モ

▼ プログラム再生中に、4 ¢  ボタンを押
すと、プログラムされた前後の曲に移りま
す。

▼ プログラム再生中に全曲リピート再生(78
ページ参照）を選択すると、プログラムした
内容を繰り返し再生します。（プログラムリ
ピート再生）

注 意

◆ プログラムのトータル時間が、512'00''以
上の場合は、プログラムのトータル時間は表
示されません。

◆ グループ再生時は、グループ内の曲のみプロ
グラム登録することができます。

4.

2.

3.

1.
プログラム

クリア

90

決定



80

 

応
用
編

 

Ｍ
Ｄ
を
使
う

CDやWMA/MP3の好きな
曲だけをMDへ自動録音する

CDやWMA/MP3の曲を最大24曲まで、好
きな順番でMDへ録音することができます。

録音用MDをセットします

録音もとのCDまたは
WMA/MP3ディスクをセッ
トします

DVD/CDボタンを押して再
生を開始してから、7ボタン
を押します

プログラムボタンを押します

PGM00

0 : 00

 CDでは、プログラム総再生時間
を表示します。CDの入力時は手
順6に進んでください。

WMA/MP3では、録音した
い曲のフォルダー番号の文
字/数字ボタンを押してか
ら、]を押します
フォルダー7を選んだときは、文
字 / 数字ボタンの7を押してか
ら、]を押します。

PGM00

7 - A L L

3.

1.

2.

4.

5.

6.

プログラム

録音したい曲の番号の文字/
数字ボタンを押してから、決
定ボタンを押します
15曲目を選んだときは、文字/
数字ボタンの1と5を押してか
ら、決定ボタンを押します。
WMA/MP3のフォルダー7の
15曲目を入力した例

CDの15曲目を入力した例

PGM01

7 -  15

15

PGM01

手順5と6を繰り返して、
録音したい曲のフォルダーや
曲番号を登録します
CDのときは、手順6だけを繰り
返します。

通常録音をするときはCD-
MDダイレクト録音ボタン
を、2倍速録音をするときは
CD-MDダイレクト録音 (2
倍速) ボタンを押します
録音が開始されます。
録音が終了すると自動的に停止します。
録音を中止する場合は、7ボタンまた
はREC/STOPボタンを押します。

メ モ

▼ プログラム登録については、58ページも
合わせてご覧ください。

▼ この方法で録音する前に、LP2または
LP4モード（46ページ参照）に設定する
と、より長時間録音できます。

▼ 手順5で]の代わりに決定ボタンを押すと、
選んだフォルダーの全曲を一括して選ぶこと
ができます。

▼ 2倍速録音は、CDからのデジタル録音での
み可能です。詳しくは44～45ページを参
照してください。

7.

8.

90

90

決定

DIRECT
REC

DIRECT
X2 REC

CD

MD

ST

MDに録音する

DVD/CDDVD/CD
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FM・AM放送をMDへ録音する

MDにFM・AM放送を録音します。

録音用MDをセットします

FM/AMボタンを押してか
ら、録音したい放送局を受信
します

REC/STOPボタンを押します
録音が開始されます。

録音を止めたいときは

REC/STOPボタンを押します

メ モ

▼ この方法で録音する前に、LP2またはLP4
モード（46ページ参照）に設定すると、よ
り長時間録音できます。

▼ FM・AM放送を録音する場合は、自動的に
アナログ録音となります。

▼ FM・AM放送を録音する場合は、ひとつづ
きの録音になります。

1.

2.

3.

ディスクの好きな部分をMDへ
録音する

本機にて再生できるディスクを、MDへ録音す
ることができます。DVDやビデオCDから録音
する場合は、このマニュアル操作によるアナロ
グ録音だけとなります。

録音用MDをセットします

録音したいディスクを、本機
にセットします

DVD/CDボタンを押して再
生を開始し、録音したい部分
の頭で、もう一度DVD/CD
ボタンを押して一時停止させ
ます

REC/STOPボタンを押します
録音が開始されます。

DVD/CDボタンを押して再
生を開始します

録音を止めたいときは

REC/STOPボタンを押します

メ モ

▼ この方法で録音する前に、LP2またはLP4
モード（46ページ参照）に設定すると、よ
り長時間録音できます。

▼ DVDやビデオCDから録音する場合は、自
動的にアナログ録音となります。

1.

2.

3.

4.

5.

DVD/CDDVD/CD

DVD/CDDVD/CD

REC/
STOP

REC/
STOP

REC/
STOP

REC/
STOP

TUNER

FM/AM
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デジタル録音レベルを調整する

デジタル録音の場合、通常はデジタル入力の録
音レベルを調整する必要はありませんが、本機
ではCDからのデジタル録音時に調整すること
ができます。
たとえば、複数のCDから１枚のMDに録音す
る場合に、ディスク間の音量レベルを合わせる
ときに調整します。

録音用MDをセットします
本機にMDがセットされていな
いと、デジタル録音レベルを調整
することはできません。

DVD/CDボタンを押して、
CDの再生を開始します

142ページを参照して、デ
ジタル録音に切り換えます
お買い上げ時は、デジタル録音に
設定されていますので、操作は必
要ありません。

MDメニュー/設定ボタンを
押します

} ] で"MD Menu"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 MD  Menu

} ] で"D.Vol"を選んでか
ら、決定ボタンを押します

 D.Vol

メ モ

▼ 調整範囲は、MIN(– ∞) ～ +18dBの範囲内で
す。0dBが初期値となります。

▼ 音量レベルが初期値である0dB以外に調整
されると、表示部に "D.VOL"が点灯します。

3.

4.

5.

6.

STST

決定

STST

決定

1.

2.

MDメニュー
/設定

} ] を押して、デジタル録
音レベルを調整します

L

 R

決定ボタンを押します

この部分（10番目）のレ
ベルに到達しないように調
整します。

7.
STST

8.
決定

DVD/CDDVD/CD
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MDの編集機能について
曲順を変えたり、1曲を2曲に分けるなどの編集をして、自分だけのオリジナルディスクを作るこ
とができます。ただし、誤消去防止つまみが開いたMD（139ページ参照）では編集機能は使うこ
とはできません。編集機能を使用する場合は誤消去防止つまみを閉じてください。
編集機能には次のようなものがあります。

ディスクや曲、グループに名前を付ける
（ネーム機能） － 84～87ページ
録音した曲に曲名、録音したディスクにディス
ク名、登録したグループにグループ名を付ける
ことができます。
ディスクに名前を付ける機能をディスクネーム
機能、曲に名前を付ける機能をトラックネーム
機能、グループに名前を付ける機能をグループ
ネーム機能といいます。
カタカナ、アルファベット（A～Z、 a～z）数
字、記号を使用できます。
曲名は1曲につき、100文字まで入力できま
す。ディスク名と曲名、グループ名を合わせて、
１枚のディスクに約1700文字まで入力するこ
とができます。
（ただしカタカナを入力すると、入力できる文字
数は半分以下となります。）

1つの曲を2つの曲に分ける
（デバイド機能） － 88ページ
1曲を途中から2つの曲に分けます。分けた曲
以降の曲番は自動的に変更されます。

A B C D
1 2 3 4

A B C-1
1 2 3 4 5

C-2 D

Cを2つに分けて新しくC-1、C-2の2曲にした例

連続している2つの曲をつないで
1つの曲にする
（コンバイン機能） － 89ページ
C、Dの2曲を1曲にして新しくCとします。つ
ないだ曲以降の曲番は、自動的に変更されます。

A BB C D E
1 2 3 4 5

A C E
1 2 3 4

B

曲を移動する(ムーブ機能)－ 90ページ
ある曲を好きな位置に移動して曲順を変えるこ
とができます。並べ変えたあとの曲番は自動的
に変更されます。

A B C D
1 2 3 4

A D B C
1 2 3 4

4曲目のDを2曲目に移動する例

1曲だけ消す
（トラックイレース機能）－ 91ページ
消したい曲を指定するだけで、1曲をまるごと
消すことができます。消した曲は曲名ごと消え
ます。また、消した曲以降の曲番は自動的に変
更されます。

ディスクの全曲を消す
（オールイレース機能）－92ページ

一度にディスク中の全曲を消すことができます。
この場合は、ディスク名も消えます。
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曲に名前をつけるには

4 ¢ ボタンで名前をつ
けたい曲を選びます
再生中または録音中でも名前を
つけることができます。

MDメニュー/設定ボタンを
押します

} ] で"MD Menu"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 MD  Menu

} ] で"Track Name"を
選んでから、決定ボタンを
押します

  Track Name

文字を入力して、曲に名前を
つけます
文字の入力は、86～87ページ
を参照してください。
入力できる文字数については、
83ページを参照してください。

MDメニュー/設定ボタンを
押して終了します
途中で文字の入力をやめる場合
は、7ボタンを押します。

ディスクや曲、グループに名前
をつける（ネーム機能）

ディスクに名前をつけるには

MDボタンを押してから、7

ボタンを押します

MDメニュー/設定ボタンを
押します

} ] で"MD Menu"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 MD  Menu

} ] で"Disc Name"を選
んでから、決定ボタンを押
します

  Disc Name

文字を入力して、ディスクに
名前をつけます
文字の入力は、86～87ページ
を参照してください。
入力できる文字数については、
83ページを参照してください。

MDメニュー/設定ボタンを
押して終了します
途中で文字の入力をやめる場合
は、7ボタンを押します。

1. 1.

2.

3.

4.

STST

決定

STST

決定

5.

6.

2.

3.

4.

STST

決定

STST

決定

5.

6.

MDメニュー
/設定

MDメニュー
/設定

MDメニュー
/設定

MDメニュー
/設定

MD
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グループに名前をつけるには

7ボタンを押してから、98
ページを参照して名前をつけ
たいグループを選びます
ただし、再生中または録音中に名
前をつけることはできません。

MDメニュー/設定ボタンを
押します

} ] で"MD Menu"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 MD  Menu

} ] で"Group Name" を
選んでから、決定ボタンを
押します

  Group Name

文字を入力して、グループに
名前をつけます
文字の入力は、86～87ページ
を参照します。
入力できる文字数については、
83ページを参照してください。

MDメニュー/設定ボタンを
押して終了します
途中で文字の入力をやめる場合
は、7ボタンを押します。

1.

2.

3.

4.

STST

決定

STST

決定

5.

6.

メ モ

▼ 再生中または録音中、曲に名前を入力してい
る途中で次の曲になってしまったときは、そ
のときまで入力した文字は有効です。再生ま
たは録音が終わってからつづきを入力してく
ださい。

注 意

◆ 誤消去防止つまみが開いているMD には、
ディスクや曲、グループに名前をつけること
はできません。

ネーム機能で入力できる文字の種類

アルファベット（大文字）：
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ.,'/
□（空白）

アルファベット（小文字）：
abcdefghi jk lmnopqrstuvwxyz . , ' /
□ （空白）

数字、記号：
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ! ”＃＄％＆’（）
＊ +，ー . / : ; < = > ? @ _ ` □（空白）

カタカナ：
アイウエオカキクケコサシスセソタチツテト
ナニヌネノハヒフヘホマミムメモヤユヨラリ
ルレロワヲンァィゥェォャュョッ゛゜－□
（空白）

ディスクや曲、グループに名前をける

MDメニュー
/設定

MDメニュー
/設定
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A B C

D E F

G H I

 J K L

M N O

P Q R S

T U V

W X Y Z

 . ,  ’

a b c

d e f

g h i

 j k l

m n o

p q r s

 t u v

w x y z

 . ,  ’

アルファベット
（大文字）

アルファベット
（小文字）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

数　字 カタカナ

0 　 ！  "   #   $  % 

&   ’  (     )  ＊ ＋  ,    

 >   ?  @   _  ｀

ア イ ウ エ オ

カ キ ク ケ コ

サ シ ス セ ソ

タ チ ツ テ ト

ナ ニ ヌ ネ ノ

ハ ヒ フ ヘ ホ

マ ミ ム メ モ

ヤ ユ ヨ

ラ リ ル レ ロ

ワ ヲ ン ゛ ゜ ー 空白
（スペース）

空白
（スペース）

空白
（スペース）

ャ ュ ョ

ッ

ァ ィ ゥ ェ ォ

空白（スペース）

文字の
種類

ボタン

/ /
－  .      /   :　 ;    <   =  

5

4

6

8

7

9

0

2

3

タ GHI

ナ JKL

ハ MNO

マ PQRS

ヤ TUV

ラ WXYZ

ワヲン 記号

カ ABC

1
ア

サ DEF

1.

文字を入力する

文字が入力できるモードのときに操作します。

リモコンでの入力のしかた

文字入力を終了する場合は、MDメニュー/設
定ボタンを押します。

入力する文字が表記されてい
る文字/数字ボタンを押しま
す
たとえば、大文字アルファベット
が設定されているときに 6

ハ MNO

を押
すと、押すごとにM→N→O→
と切り換わります。

 DiscName［A］
 N

 入力できる文字の種類

文字の種類を変える場合は、
表示/文字ボタンを押します

決定ボタンを押して決定しま
す
次に入力する文字の文字/数字ボ
タンが、いま押した文字/数字ボ
タンと違う場合は、この操作は必
要ありません。

MDのディスクネームに、"N"
を入力したときの例

A-Z（大文字）[A] a-z（小文字）[a]

数字、記号 [0]カタカナ [ア]

表示/文字

2.
決定
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文字を入力する

文字を挿入するには

文字入力中に} ] を押し
て、点滅を挿入する文字位置
まで移動させます

挿入する文字を入力します

決定ボタンを押します

文字を削除するには

文字入力中に} ] を押し
て、点滅を削除する文字位置
まで移動させます

クリアボタンを押します
文字が削除されます。

文字を変更するには

文字入力中に} ] を押し
て、点滅を変更する文字位置
まで移動させます

新しく文字を入力します

]を押します3.

2.

1.

クリア

STST

2.

1.

2.

1.

STST

STST

3. 決定

ST
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1.

メ モ

▼ 作業を途中で中止する場合は、MDメニュー
/設定ボタンを押します。

▼ 1枚のMDで最大254曲まで曲を分けるこ
とができますが、MDの状態によってはそれ
以下になる場合もあります。（143ページ）

注 意

◆ 次の場合はデバイドの操作はできません。
・ランダム再生が設定されているとき
 （78ページ）
・プログラム再生が設定されているとき
 （79ページ）

◆ LP4モードで長時間録音した曲を分けると、
分けた部分でノイズが発生する場合がありま
す。

曲を2つに分ける
（デバイド機能）

録音後に1つの曲を2つに分けます。これによ
り、新たに頭出しのための曲番号を記録するこ
とができます。
この編集をすると、以下のようにディスクの内
容が変更されます。
¶ 分けた曲以降の曲番号は、自動的に新しい曲

番号に変更されます。
¶ 分ける曲に曲名がついていた場合は、前の曲

に名前がつきます。
例）　3曲目を2つに分ける場合

再生中に曲を分ける位置で
MDボタンを押します
再生が一時停止します。

MDメニュー/設定ボタンを
押します

} ] で"MD Menu"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 MD  Menu

} ] で"Divide"を選んで
から、決定ボタンを押します

 Divide

 Track      3?

もう一度、決定ボタンを押
します

 Track      3

デバイド機能を実行します。
"Complete"と表示されると操作
終了です。

2.

3.

4.

STST

決定

STST

決定

5.
決定

MDメニュー
/設定

MD
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連続している2つの曲をつなぐ
（コンバイン機能）

連続したとなり同士の曲をつないで、1曲にま
とめます。
この編集をすると、以下のようにディスクの内
容が変更されます。
¶ つなぐ曲以降の曲番は自動的に新しい曲番に

変更されます。
¶ つなぐ曲に曲名がついている場合は、前の曲

の曲名がつきます。
例）　4曲目と5曲目をつなぐ場合

つなぐ曲の曲番号が大きい曲
の再生中に、MDボタンを押
します
再生が一時停止します。
例の場合は、5曲目で再生一時停
止させます。
MD停止中に4 ¢ ボタンで
曲番号を選んでから操作するこ
ともできます。

MDメニュー/設定ボタンを
押します

} ] で"MD Menu"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 MD  Menu

} ] で"Combine"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 Combine

もう一度、決定ボタンを押
します

 TRK    4+    5?

コンバイン機能を実行します。
"Complete"と表示されると操作
終了です。

メ モ

▼ 作業を途中で中止する場合は、MDメニュー
/設定ボタンを押します。

▼ 離れた曲をつなぎたいときは、ムーブ機能
（90ページ参照）で曲を連続させてからコ
ンバイン機能でつないでください。

▼ グループ登録されているディスクで、グ
ループをまたいで曲をつないだ場合、つな
いだ後ろの曲は前の曲のグループに登録さ
れます。

3曲目のCと4曲目の
Dをつなぐと・・・

つないだ後ろの曲 (D) は、
グループAの曲になります。

グループA グループB

1 2 3 4 5 6

A B C D E F

グループA グループB

1 2 3 4 5

A DB C E F

注 意

◆ デジタル録音した曲と、アナログ録音した曲
はつなぐことができません。

◆ 違う録音モードで録音した曲同士は、つなぐ
ことができません。

◆ 各録音モードで、ある一定の秒数以下の短い
曲は、つながらないことがあります。
・通常のステレオ録音 ....................8秒以下
・モノラル録音またはLP2録音 ...16秒以下
・LP4録音 ...................................32秒以下

◆ 次の場合、コンバインの操作はできません。
・ランダム再生が設定されているとき
 （78ページ）
・プログラム再生が設定されているとき
 （79ページ）

1.

2.

3.

4.

STST

決定

STST

決定

5.
決定

MDメニュー
/設定

MD
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曲を移動する（ムーブ機能）

あるひとつの曲を好きな位置に移動して、曲順
を変えることができます。
例）　8曲目を6曲目に移動する場合

移動したい曲が再生中に、
MDボタンを押します
再生が一時停止します。
例の場合は、8 曲目を再生中に
MD ボタンを押して再生一時停
止にします。
MD停止中に4 ¢ ボタンで
移動したい曲の曲番号を選んで
から操作することもできます。

MDメニュー/設定ボタンを
押します

} ] で"MD Menu"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 MD  Menu

} ] で"Move"を選んでか
ら、決定ボタンを押します

 Move

} ] で移動先の曲番号を選
んでから、決定ボタンを押し
ます
例の場合は、6を選びます。

 TRK    8　    6?

ムーブ機能を実行します。
"Complete"と表示されると操作
終了です。

1.

メ モ

▼ 作業を途中で中止する場合は、MDメニュー
/設定ボタンを押します。

▼ グループ登録しているディスクの場合、移動
した曲は移動先の曲のグループとなります。
たとえば、グループBに登録されている曲を
グループAの範囲の曲番号に移動すると、そ
の曲はグループAの曲になります。

4曲目のDを2曲目に
移動すると・・・

DはグループAの曲になります。

グループA グループB

1 2 3 4 5 6

A B C D E F

グループA グループB

1 2 3 4 5 6

A D B C E F

注 意

◆ 次の場合、ムーブの操作はできません。
・ランダム再生が設定されているとき
 （78ページ）
・プログラム再生が設定されているとき
　（79ページ）

2.

3.

4.

STST

決定

STST

決定

5.
STST

決定

MDメニュー
/設定

MD
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1曲だけ消す
（トラックイレース機能）

選択したひとつの曲とその曲の名前を消します。
消した曲以降の曲番号は、自動的に新しい曲番
号に変更されます。
例）　6曲目を消去する場合

消したい曲の再生中に、MD
ボタンを押します
再生が一時停止します。
MD停止中に4 ¢ ボタンで
移動したい曲の曲番号を選んで
から操作することもできます。

            6      0 : 02

MDメニュー/設定ボタンを
押します

} ] で"MD Menu"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 MD  Menu

} ] で"Track Erase "を
選んでから、決定ボタンを押
します

 Track  Erase

もう一度、決定ボタンを押
します

 Track      6?

選んだ曲を消します。
"Complete"と表示されると操作
終了です。

1.

メ モ

▼ 作業を途中で中止する場合は、MDメニュー
/設定ボタンを押します。

注 意

◆ 次の場合、トラックイレースの操作はできま
せん。
・ランダム再生が設定されているとき
 （78ページ）
・プログラム再生が設定されているとき
 （79ページ）

2.

3.

4.

STST

決定

STST

決定

5.
決定

MDメニュー
/設定

MD
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全曲を消す
（オールイレース機能）

ディスクの全曲を消します。
ディスク名や曲名、グループ名も、すべて消え
てしまいます。

MDボタンを押し、7ボタン
を押します

MDメニュー/設定ボタンを
押します

} ] で"MD Menu"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 MD  Menu

} ] で"All Erase"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 All  Erase

もう一度、決定ボタンを押
します

 OK?

すべての曲とディスクネームが
消えます。
"Complete"と表示されると操作
終了です。

1.

メ モ

▼ 作業を途中で中止する場合は、MDメニュー
/設定ボタンを押します。

注 意

◆ 次の場合はオールイレースの操作はできませ
ん。
・ランダム再生が設定されているとき
 （78ページ）
・プログラム再生が設定されているとき
 （79ページ）2.

3.

4.

STST

決定

STST

決定

5.
決定

MDメニュー
/設定

MD
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グループ機能とは

長時間録音モード（LP2またはLP4モード）で
録音すると、複数のCDを1枚のMDに録音で
きたり、100曲以上録音できたりして便利で
す。

しかし・・・
「録音した3枚目のCDはMDの何曲目からな
の？」というように曲を見つけるのが大変です。
そこで・・・
本機では、MDに収録されている曲をグループ
機能を使って簡単に操作できます。

グループディスクを作成する
（グループ登録） － 95ページ
¶ グループを登録する
MD ディスクに収録されている複数の曲をグ
ループとして登録したディスク（グループディ
スク）を作成します。なお、本機でMD1枚に
登録できるグループ数は、最大99個です。

グループA

グループ登録すると

グループB グループC

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

A B C D E F G H I J

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

A B C D E F G H I J

一度グループ登録したあとでも、以下の編集が
できます。
¶ グループを変更する（96ページ）
¶ 登録したグループを解除する（97ページ）
¶ 登録したグループをすべて解除する（97

ページ）

聞きたいグループを選ぶ
（グループサーチ機能） － 98ページ
指定したグループ先頭曲の頭出しを簡単にする
ことができます。

選択したグループだけ再生するよう設定する
（グループ再生機能） －99ページ
グループ登録されているMDにおいて、ディス
ク全体の再生を行なうオールトラックプレイ
モードと、選択したグループの再生だけを行な
うグループプレイモードとに切り換えることが
できます。

グループに名前を付ける
（グループネーム機能） － 85ページ
登録したグループにグループ名を付けることが
できます。
グループに名前を付ける機能をグループネーム
機能といいます。
入力できる文字の種類は、85ページを参照し
てください。最大文字数は、１枚のディスクに
は約1700文字まで（ディスク名、曲名、グルー
プ名を合わせて）入力することができます。
（ただしカタカナを入力すると、入力できる文字
数は半分以下となります。）

グループA \ グルー
プB \ グループC の
先頭曲（1曲目 \ 4
曲目 \ 8曲目）とい
うように、各グルー
プの先頭曲の頭出し
が簡単に行えます。

CD1～3

MDMD

MD

CD1～3の全曲を
MDに録音

1曲目
2曲目
3曲目

8曲目
9曲目
10曲目

5曲目
4曲目

6曲目
7曲目

グループA

グループB

グループC

MDのグループ機能について
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グループ登録した
MDディスクについて

グループ機能はMD規格の推奨方法に基づいて
います。
本機でグループ編集したMDディスクは、ほか
のグループ機能搭載機器でもグループ編集がで
きます。

上図のようなグループ登録したMDディスクの
グループ情報は、実際はディスクネームの情報
を格納する場所に書かれています。
そのため、グループ機能を搭載していない機器
でディスクネームを表示させると、以下のまま
表示されますが故障ではありません。

0; CM SONGS／／1－3; グループA／／4
－8; グループB／／

グループディスクをグループ機能を
搭載していない機器で編集を行った場合

グループ登録したグループディスクを、グルー
プ機能を搭載してない機器で編集しないでくだ
さい。
たとえば、ムーブ機能やトラックイレース機能
の編集を行うと、グループとして登録していた
曲番号が編集前と異なってしまいます。

「グループA」

ディスクネーム「CM SONGS」

グループネーム 「グループB」

1 2 3 4 5 6 7 8

A B C D E F G H

MDMD

本機のグループ機能の制限

パイオニア製以外の機器でグループ登録された
MDディスクのなかには、グループネームはあ
るのに、曲番号の範囲が無いグループもありま
す。その場合、本機ではグループとして認識さ
れません。これらのグループは以下の編集をす
ると消去されますのでご注意ください。

¶ MDの編集（88～92ページの操作）
¶ グループの登録、変更、解除（95～97ペー
ジの操作）

MDのグループ機能について
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グループディスクを作成する
（グループ登録）

MDに収録されている複数の曲をグループ登録
します。ただしグループ登録は、曲番号が1～
3のように連続している曲でしか行なうことは
できません。
曲番号が離れている場合は、ムーブ機能（90
ページ参照）を使用して、あらかじめ連続した
曲番号になるようにしておきます。
1枚のMDディスクに登録できるグループは、
最大で99個です。

『CDの全曲をまるごと録音しましょう』
（44ページ参照）の手順で録音した場合、
すでにCD一枚ごとにグループ登録され
ています。

グループを登録する

例）12～15曲目を新しいグループに設定し
ます。

MDボタンを押し、7ボタン
を押します

MDメニュー/設定ボタンを
押します

} ] で"MD Menu"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 MD  Menu

} ] で"New Group"を選
んでから、決定ボタンを押し
ます

  New  Group

} ] でグループの先頭曲を
選んでから、決定ボタンを押
します
文字/数字ボタンでダイレクトに
曲を選ぶこともできます。

  TRK  12     1?

} ] でグループの最終曲を
選んでから、決定ボタンを押
します
文字/数字ボタンでダイレクトに
曲を選ぶこともできます。

  TRK  12   15?

12～15曲目が新しいグループ
に登録されました。
"Complete"と表示されると操作
終了です。1.

2.

3.

4.

STST

決定

STST

決定

5.

6.

STST

決定

注 意

◆ 1つの曲を複数のグループに登録することは
できません。たとえば、1～3曲目をグルー
プAに3～5曲目をグループBに、という
ように3曲目を2つのグループに登録する
ことはできません。

◆ 曲を飛び越えてグループ登録することはでき
ません。たとえば1、3、5曲目というよう
な飛び飛びの曲番号を1つのグループとし
て登録することはできません。

◆ すでに登録されているグループと登録しよう
としているグループの曲の範囲が重なる場
合、登録することはできません。

◆ 本機でグループ登録したMDディスクでも、
グループ機能のないMDプレーヤーではグ
ループ再生をすることはできません。またそ
の場合、ディスクネームに入力していない文
字列が表示されます。これは、グループ登録
した情報をディスクネームで管理しているた
めで、MDプレーヤーの故障ではありませ
ん。

◆ グループプレイ（99ページ）が設定されい
るときは、グループ登録をすることはできま
せん。

STST

決定

MDメニュー
/設定

MD
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メ モ

▼ 1つの曲を複数のグループに登録することは
できません。

注 意

◆ すでに登録されているグループと、変更しよ
うとしているグループの曲の範囲が重なる場
合は、変更ができません。

◆ グループプレイ（99ページ）が設定されて
いるときは、変更することはできません。

グループディスクを変更する

グループを変更する

例）12～15曲目のグループを10～13曲目
に変更します。

MDの停止中にグループサー
チボタンを押して変更するグ
ループの先頭曲を選びます
 98ページを参照してください。

MD メニュー/設定ボタンを
押します

} ] で"MD Menu"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 MD  Menu

} ]   で "Group Edit"を選
んでから、決定ボタンを押し
ます

  Group  Edit

} ] でグループの先頭曲を
選んでから、決定ボタンを押
します
リモコンの文字/数字ボタンでダ
イレクトに選ぶこともできます。

  TRK  10   15?

1.
フォルダー/グループ

} ] で押して、グループの
最終曲を選んでから、決定ボ
タンを押します
リモコンの文字/数字ボタンでダ
イレクトに選ぶこともできます。

  TRK  10   13?

グループ変更が実行されました。
"Complete"と表示されると操作
終了です。2.

3.

4.

STST

決定

STST

決定

5.

6.

STST

決定

STST

決定

MDメニュー
/設定



97

 

応
用
編

 

Ｍ
Ｄ
を
使
う

登録したグループをすべて解除する

MDボタンを押し、7ボタン
を押します

MD メニュー/設定ボタンを
押します

} ] で"MD Menu"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 MD  Menu

} ] で"GroupCancel"を
選んでから、決定ボタンを
押します

 GroupCancel

もう一度、決定ボタンを押し
ます

  A l l?

すべてのグループの解除が実行
されました。
"Complete"と表示されると操作
終了です。

2.

1.

登録したグループを解除する

MDの停止中にグループサー
チボタンを押して解除するグ
ループの先頭曲を選びます
98ページを参照してください。

MD メニュー/設定ボタンを
押します

} ] で"MD Menu"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 MD  Menu

} ] で"GroupCancel"を
選んでから、決定ボタンを
押します

 GroupCancel

もう一度、決定ボタンを押し
ます

  TRK  12   15?

グループ解除が実行されました。
"Complete"と表示されると操作
終了です。

1.
フォルダー/グループ

2.

3.

4.

STST

決定

STST

決定

5.
決定

MD

3.

4.

5.

STST

決定

決定

STST

決定

注 意

◆ グループプレイ（99ページ）が設定されい
るときは、グループ解除をすることはできま
せん。

グループディスクを変更する

MDメニュー
/設定

MDメニュー
/設定
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聞きたいグループを選ぶ
（グループサーチ機能）

グループ登録されているMDの場合、指定した
グループ先頭曲の頭出しを簡単にすることがで
きます。
グループ登録されていない場合は、95ページ
を参照してグループ登録をしてください。

次のグループに進むには･･･

グループ登録されたMDを
セットします

グループサーチボタンの+
を押します
一回押すと次のグループに進み、
押した回数だけグループをス
キップします。
’でも同様に操作できます。

前のグループに戻るには･･･

グループ登録されたMDを
セットします

グループサーチボタンの－
を押します
一回押すと、前のグループの始
めに戻ります。
‘でも同様に操作できます。

1.

フォルダー/グループ

フォルダー/グループ

2.

1.

2.

注 意

◆ プログラム再生が設定されている場合は、グ
ループを選ぶことはできません。

◆ ランダム再生中は、グループを選ぶことはで
きません。

◆ グループに名前が入力されていない場合は、
"No Name"と表示されます。
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選択したグループだけ再生
するように設定する
(グループ再生機能)

グループ登録されているMDにおいて、選択し
たグループだけを再生するよう、次の2つの再
生モードが設定できます。
¶ グループプレイ
グループサーチ機能（98ページ）で選択し
たグループ内の曲だけ再生します。

¶ オールトラックプレイ
グループに関係なく、ディスク全体の再生を
行ないます。

MDの停止中にMDメニュー/
設定ボタンを押します

} ] で"MD Menu"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 MD  Menu

} ] で"Play Area"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 Play   Area

} ] でオールトラックプレ
イかグループプレイかを選ん
でから、決定ボタンを押しま
す
÷  グループプレイ

 Group

÷  オールトラックプレイ

 All

グループプレイを設定した場合
は、"GROUP"が点灯します。

メ モ

▼ お買い上げ時は、オールトラックプレイが設
定されています。

▼ 再生モードがグループプレイのときに全曲リ
ピート再生を設定すると、繰り返し再生され
る曲は、選択されているグループ内の全曲で
す。

▼ 再生モードがグループプレイのときにランダ
ム再生を設定すると、無作為に再生される曲
は、選択されているグループ内の全曲です。

注 意

◆ グループプレイに設定されていると、MDの
編集作業（88～92ページ）、グループディ
スクの編集/作成（95～97ページ）はで
きません。オールトラックプレイに設定して
から操作をしてください。

1.

2.

3.

STST

決定

STST

決定

4.
STST

決定

MDメニュー
/設定
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停止中、本体表示部にてMDのディスク
情報を見るには

停止中に、表示/文字ボタン
を押します
押すたびに表示内容が切り換わ
ります。

÷ オールプレイモードで、曲番の指定が
ないとき（7ボタンを押した状態）

ディスク名* (HIT SONGS)
ディスクの全曲数(16)/ 総再生時間
(61'34")

HIT SONGS

    16    61 : 34

ディスク名* (HIT SONGS)
録音可能時間**（42'07")

HIT SONGS

REC    42: 07

÷ グループプレイモードで、曲番の指定
がないとき（7ボタンを押した状態）

グループの先頭曲－最終曲(24-35)
選択しているグループ内の全曲数 (12)/選
択しているグループの総再生時間 (20'56")

GRP       24– 35

         12    20:56

MDのディスク情報を見る
グループ名* (ALBUM BEST）
グループの先頭曲－最終曲(24-35)

ALBUM  BEST

GRP  24–35

グループ名* (ALBUM BEST）
録音可能時間**（22'26")

ALBUM  BEST

REC    22:26

÷ 停止中に4 ¢  ボタンを押すと、以
下の表示になります。

曲名表示*（TOMORROW）
選んだ曲の曲番号 (8)/再生時間 (3'01")

TOMORROW

    8    3: 01

選んだ曲がグループ登録されている場合
グループ名* (ALBUM BEST）
グループの先頭曲－最終曲(24-35)

ALBUM  BEST

GRP  24–35

表示/文字
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メ モ

▼ 録音中に表示/文字ボタンを押すと、表示内
容が切り換わりますが、録音しているファ
ンクションによって表示内容は異なります。

注 意

◆ 停止中の表示で曲番号を指定した場合は、
その曲がグループ登録されていないと表示/
文字ボタンを押しても表示は切り換わりま
せん。

* ディスク名や曲名、グループ名が入力され
ていない場合は、"No Name"と表示されま
す。

** 再生専用のMDの場合は表示されません。

再生中、本体表示部にてMDのディスク
情報を見るには

再生中に、表示/文字ボタン
を押します
押すたびに表示内容が切り換わ
ります。

曲名表示*（TOMORROW）
再生曲の番号 (8)/曲の再生経過時間
(0'48")

TOMORROW

    8    0: 48

曲名表示*（TOMORROW）
再生曲の番号 (8)/曲の残り時間 (2'13")

TOMORROW

    8    2: 13

選んだ曲がグループ登録されている場合
グループ名* (ALBUM BEST）
グループの先頭曲－最終曲(24-35)

ALBUM  BEST

GRP  24–35

MDのディスク情報を見る

表示/文字
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音声の強弱の幅(ダイナミック
レンジ)を調整する

オーディオDRC(ダイナミックレンジコントロー
ル)を切り換えることで、大きい音を小さく、小
さい音を大きくして再生する効果があります。
たとえば、映画のセリフなどが聞きづらいとき
や深夜に映画を見るようなときに変更します。

X-FS7DV / X-FG88DV

はじめにDVD/CDボタンを押してから、以下
の操作をしてください。

 ホームメニューボタンを押
して、ホームメニュー画面を
表示させます

[音場設定]を選んでから、決
定ボタンを押します

[オーディオDRC]の[オフ]、
[ミディアム]、または[マッ
クス]を} ] で選択して、
決定ボタンを押します

オフ(お買い上げ時の設定)
ダイナミックレンジを圧縮せず
に、ソフトに収録されたまま再生
します。

ミディアム
ダイナミックレンジを少し圧縮
します。

マックス
ダイナミックレンジを最も圧縮
します。

X-FS9DV

MDメニュー/設定ボタンを
押します

2.

1.

3.

STST

TUNE

TUNE

決定

STST

決定

ホーム
メニュー

} ]で、ダイナミックレンジ
コントロールの設定モードを
選び、決定ボタンを押します
押すたびに各項目の設定モード
に切り換わり、現在の設定内容が
表示されます。

 Audio DRC

} ]で、Off、Midまたは
Highを選びます
以下のように切り換わります。

High Mid

Off

Off (お買い上げ時の設定)
ダイナミックレンジを圧縮せず
に、ソフトに収録されたまま再生
します。

Mid
ダイナミックレンジを少し圧縮
します。

High
ダイナミックレンジを最も圧縮
します。

決定ボタンを押します

1.

2.

3.

4.

MDメニュー
/設定

STST

決定

メ モ

▼ オーディオDRCは、ドルビーデジタル音声
だけに働きます。

▼ ディスクによっては効果の少ないものがあり
ます。

▼ [2Digital 出力]を[2Digital > PCM]
(114ページ)に設定しているとき、オーディ
オDRCはデジタル音声出力端子から出力さ
れる音声にも働きます。

注 意

◆ マナーモード（107ページ）がオンに設定
されていると、設定を変更できません。

STST

決定
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サラウンド再生を楽しむ　　

本機のような左右のフロントスピーカーだけで、
臨場感のある立体音場を楽しむときに使用します。

X-FS7DV / X-FG88DV

はじめにDVD/CDボタンを押してから、以下
の操作をしてください。

サラウンド(SURROUND)
ボタンを押します
押すたびに、バーチャルサラウン
ドの[2V/SRS TruSurround]
と、[オフ]とが切り換わります。
表示窓の[SRS TS]が点灯します。

設定画面で切り換えるには

ホームメニューボタンを押し
て、ホームメニュー画面を表
示させます

[音場設定]を選んでから、決
定ボタンを押します

} ] で[バーチャルサラウ
ンド]の[2V/SRS
TruSurround]、または[オ
フ]を選択します

オフ(お買い上げ時の設定)
働きません。
2V/SRS TruSurround
立体音場(サラウンド)になります。

決定ボタンを押します

1.

2.

3.

STST

TUNE

TUNE

決定

メ モ

▼ TruSurround*とバーチャルドルビーデジタ
ルについて
SRS TruSurroundは、SRS Labs, Inc.が
開発した、2つのスピーカーでマルチチャン
ネルサラウンドを再生する、ドルビーラボラ
トリーズ社公認のバーチャルサラウンド技術
です。Dolby DigitalやPro Logicのマルチ
チャンネル音場を、前方のステレオスピー
カーだけで実現します。

▼ バーチャルサラウンド機能は、DTS、リニア
PCM96kHz、MDの再生音、またはラジオ
放送や外部入力の音声には効果がありません。

▼ ディスクによってはサラウンド効果の少ない
ものがあります。

▼ バーチャルサラウンドをオンに設定している
と、バーチャルサラウンドの効果のままMD
に録音されます。

▼ ヘッドホンを装着するとTruSurroundのバー
チャルドルビー機能はオフとなります。

▼ 設定は、BGMモードの時は反映されません。

* TruSurround、SRSと 記号はSRS
Labs,Inc.の商標です。
TruSurround技術はSRS Labs,Inc.からの
ライセンスに基づき製品化されています。

4. 決定

STST

ホーム
メニュー

サラウンド
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サウンド効果を変更するには

ステレオ(2ch)音声を再生している(表示窓の
[2PLII]が点灯している)ときに、お聞きになる
ソフトのジャンルに合わせてサウンド効果を変
更することができます。
お買い上げ時は、"Auto"に設定されています。

MDメニュー/設定ボタンを
押します

} ]で、プロロジック II の
設定モードを選び、決定ボタ
ンを押します

 PL I I  Mode

X-FS9DV

ドルビー*ヘッドホンの設定

ヘッドホンにもかかわらず、部屋に置かれたス
ピーカーが再現されるように聞こえます。セリ
フは画面中央に定位し、音楽は前方に広がり、
サラウンドの効果音も背後から聞くことができ
ます。
お買い上げ時は、"Off"に設定されています。

ヘッドホンプラグを差してい
る状態で、リモコンまたは本
体の2VS/2Hボタンを押
します
押すたびに[On]と[Off]が切り換
わります。
[On]にすると、表示窓の が点
灯します。このとき、ドルビー
ヘッドホンのサウンド効果を以
下のように変更することができ
ます。

VS/       H

MDメニュー
/設定

1.

2.

4. 決定

STST

決定

* ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づ
き製造されています。
Dolby、ドルビー、Pro Logic及びダブルD
記号はドルビーラボラトリーズの商標です。

} ]で、サウンド効果を選
びます
以下のように切り換わります。

÷ 2chのドルビーデジタルまた
は D T S 信号のときはドル
ビープロロジック IIムービー
に設定されます。その他の
2ch音声のときはドルビープ
ロロジック IIミュージックに
設定されます。

 Auto

÷ 映画再生に適したサウンド効
果を得ることができます。

 Movie

÷ 音楽再生に適したサウンド効
果を得ることができます。

 Music

決定ボタンを押します

3.
STST
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デュアルモノの設定　　　　
(X-FS9DVのみ)

二カ国語放送をDVDレコーダーで録音したも
のなど、デュアルモノフォーマットの音声を切
り換えることができます。
お買い上げ時は、"Ch1 Mono"に設定されてい
ます。

MDメニュー/設定ボタンを
押します

} ]で、デュアルモノの設
定モードを選び、決定ボタン
を押します

 Dual  mono

} ]で、再生するスピー
カーと音声チャンネルを設定
します
以下のように切り換わります。

Ch1 Mono Ch2 Mono

L-Ch1/R-Ch2

決定ボタンを押します

MDメニュー
/設定

1.

2.

3.

4. 決定

VS/       H

ドルビーバーチャルスピーカーの設定

左右のスピーカーだけで5.1スピーカー構成シ
ステム同様のサラウンド効果を得られます。セ
リフは画面中央に定位し、音楽は前方に広がり、
サラウンドの効果音も背後から聞くことができ
ます。
お買い上げ時は、"Off"に設定されています。

ヘッドホンプラグを差してい
ない状態で、リモコンまたは
本体の2VS/2Hボタンを
押します
押すたびに[ R e f e r e n c e ]、
[Wide]、[Off]と切り換わります。
表示窓の[2VS]が点灯します。

÷ Reference
前方定位の幅が2 本のスピー
カーの距離で決まります。

÷ Wide
2本のスピーカーの幅が狭いと
きに、前方定位に広がりと空間
を持たすことができます。

メ モ

▼ 2倍速録音中、またはPCM96kHzを再生し
ているときは、ドルビーバーチャルスピー
カーとドルビーヘッドホンは強制的にオフに
なり、設定の変更もできません。

▼ 再生する音声によっては効果の少ないものが
あります。

▼ ドルビーバーチャルスピーカーやドルビー
ヘッドホンの効果をMDに録音することは
できません。

STST

決定

STST
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高音と低音を調整する

再生する曲の高音（Treble）と低音（Bass）の
音質を、それぞれ調整することができます。
<お買い上げ時の設定>
X-FS9DV ................. Bass：0、Treble：0
X-FS7DV、X-FG88DV
................................. Bass：0、Treble：＋1

サウンドボタンを押します

} ] で"Tone"を選んでか
ら、決定ボタンを押します

 Tone

} ] で"Bass" 、"Treble"
を選んでから、決定ボタンを
押します
÷ 低音の音質を調整します

 Bass

÷ 高音の音質を調整します

 Treble

} ] で音質のレベルを調整
してから、決定ボタンを押し
ます
調整範囲は、±5までです。

注 意

◆ 高音や低音を調整すると、SFCでの音質の
設定はOff（通常の音質）になり、マナーモー
ドもオフになります。

◆ ヘッドホンプラグを差しているときは、サウ
ンドボタンによる音質の変更はできません。
また、サウンドボタンによる設定内容はヘッ
ドホン使用時には無効となります。

2.

3.

STST

決定

4.

STST

決定

サウンド
1.

STST

決定

音質を変えて再生する

音楽ライブが収録されたDVDや映画が収録さ
れているDVDなど、収録されている内容によっ
て音質を変え、よりよいサウンドを楽しむこと
ができます。
お買い上げ時は、"Off"に設定されています。

SFCボタンを押します
押すたびに以下のように切り換
わります。

÷ 低音、高音が強調され、映画の
効果音をより楽しめる音質

 Movie

÷ 音のメリハリが増して、音楽
を聴くときに適した音質

 Music

÷ ライブ会場のような迫力のあ
る音質

 Live

÷ コンサートホールのような広
がり感のある音質

 Hall

÷ セリフが明瞭になる音質

 Drama

÷ 通常の音質

 Off

注 意

◆ SFCでの音質の設定を行うと、高音(Treble)
や低音(Bass)の設定は強制的に0になり、マ
ナーモードもオフになります。

◆ ヘッドホンプラグを差しているときは、
SFCボタンによる音質の変更はできません。
また、SFCボタンによる設定内容はヘッド
ホン使用時には無効となります。

1.
SFC
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小さい音で他人に迷惑をかけず
に映画を楽しむ(マナーモード)

夜間に映画を楽しむとき、小音量で再生してい
る場合でも、突然の効果音などの低音が大きく
出ることがあり、隣室などへ音もれといった迷
惑をかけることがあります。この機能は、セリ
フ帯域の音量感をあまり下げることなく、低域
と一部高域の音量感をダウンさせることで、隣
室などへ音もれといった迷惑を防止するモード
です。小音量で他人に迷惑をかけないで、自分
の世界を楽しむことができます。
お買い上げ時は、"Off"に設定されています。

サウンドボタンを押します

} ] で"Manner Mode"を
選んでから、決定ボタンを押
します

 Manner   Mode

} ] で"On"または”Off”
選んでから、決定ボタンを押
します

 On

 Off

注 意

◆ マナーモードをオンに設定すると、SFC
モードでの音質の設定は、Off（通常の音質）
になり、高音(Treble)や低音(Bass)の設定
は強制的に0になります。

◆ ヘッドホンプラグを差しているときは、サウ
ンドボタンによる音質の変更はできません。
また、サウンドボタンによる設定内容はヘッ
ドホン使用時には無効となります。

2.

3.

STST

決定

サウンド

1.

STST

決定

低音を強調する

SRS Labs, Inc.が開発したTruBass*技術により、
無理のない豊かな低音を再生することができます。
お買い上げ時は、"On"に設定されています。

サウンドボタンを押します

} ] で"SRS TB"を選んで
から、決定ボタンを押します

 SRS TB

} ] で"On"または”Off”
選んでから、決定ボタンを押
します

 On

 Off

[On]にすると、表示窓の[SRS
TB]が点灯してSRS TruBass
機能が働きます。

注 意

◆ ヘッドホンプラグを差しているときは、サウ
ンドボタンによる音質の変更はできません。
また、サウンドボタンによる設定内容はヘッ
ドホン使用時には無効となります。

2.

3.

1.

STST

決定

サウンド

* TruBass、SRSと 記号はSRS Labs,
Inc.の商標です。
TruBass技術はSRS Labs, Inc.からのライ
センスに基づき製品化されています。

STST

決定
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’ ‘ で項目を選択します

表示/文字ボタンを押すと、項目
が1行表示になります。押すたび
に全画面表示と1行表示が切り
換わります。

設定呼び出し
[メモリー1]、または[メモリー
2]に設定されている画質を選択
して呼び出します。
コントラスト
最も明るい部分と最も暗い部分
との明るさの比率を調整します。
ブライトネス
画面の明るさを調整します。
色の濃さ
色の濃さを調整します。色のりの
多いアニメなどで効果があります。

各項目のレベルを} ] で調
整します

手順5～6を繰り返して、
すべての項目を調整して、決
定します
・すでに画質設定が記憶されて
いるときは新しく設定した内
容が上書きされます。

・設定終了後は、必ず決定ボタン
を押してください。決定ボタン
を押さずに終了すると、設定し
た内容が記憶されません。

メ モ

▼ ディスクやテレビ(モニター)によっては効果
がはっきりしないことがあります。

6.

7.

STST

決定

ホームメニューボタンを押し
て、ホームメニュー画面を表
示させます

[画質調整]を選んでから、決
定ボタンを押します

[標準]、[メモリー1]、また
は[メモリー2]を選択して、
決定します
画質調整画面が消えます。自動的
に画質調整画面が消えたときは
設定が無効になります。

標準(お買い上げ時の設定)
ディスクに記録されているその
ままの画質です。
メモリー1/メモリー2
お好みで調整した画質設定を記
憶させることができます。手順4
に進んでください。

メモリーの内容を変えたいと
きは、[詳細設定]を選択して
決定します
前の設定のまま使用するときは、
[メモリー1]、または[メモリー
2]を選択して決定します。

1.

2.

3.

4.

5.

STST

決定

STST

TUNE

TUNE

決定

ホーム
メニュー

TUNE

決定

TUNE

TUNE

画質を調整しましょう
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} ] で"Timer Edit"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 Timer   Edit

} ] で開始時刻の「時」を
合わせてから、決定ボタンを
押します
例の場合は、"7 am"にします。

On

} ] で開始時刻の「分」を
合わせてから、決定ボタンを
押します
再生開始時刻が設定されます。

例の場合は、"40"にします。

On

} ] で終了時刻の「時」を
合わせてから、決定ボタンを
押します
例の場合は、"8 am"にします。

Off

} ] で終了時刻の「分」を
合わせてから、決定ボタンを
押します
例の場合は、"15"にします

Off

設定内容を表示し、" "と" "
が点灯します。

電源�ボタンを押して、電源
をオフにします
タイマーインジケーターが点灯
します。

決めた時刻に再生する
（目覚ましタイマー）

本機の時計機能を使うと、毎日同じ時刻に再生
を開始して終了させることができます。
たとえば、お気に入りのCDを目覚まし時計の
代わりに再生させることができます。

例）午前7時40分に再生がスタートし、午前
8 時15 分に再生が終わるようにタイマーを
セットするとき

再生したい機器の準備をします

ラジオ放送で目覚めるには．．．
FM/AMボタンを押してから、好
きな放送局を受信します。

CDやWMA/MP3で目覚め
るには．．．
ディスクをセットし、DVD/CD
ボタンを押します。

MDで目覚めるには．．．
ディスクをセットし、MDボタン
を押します。

外部機器で目覚めるには．．．
LINE(L1/L2)ボタンまたは TV
ボタンを押して、外部機器の準備
しておきます。

音量の調整を行ないます
設定した音量でタイマーがオン
になります。

タイマーボタンを押します

時刻を表示中にタイマーボタ
ンをもう一度押します

} ] で"Wake－up"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 Wake–up

1.

2.

3.

音量

4.

5.
STST

決定

6.

10.

9.

8.

7.

11.電源

STST

決定

STST

決定

STST

決定

STST

決定

STST

決定

MD

DVD/CDDVD/CD

TUNER

FM/AM

LINE

TV
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設定内容を確認するには

電源�ボタンを押して、電源
をオフにします

タイマーボタンを押します
電源が入り、現時刻を表示しま
す。

時刻を表示中にタイマーボタ
ンをもう一度押します
設定内容を表示します。

メ モ

▼ 再生させたい機器や音量ボリュームなどの設
定した内容は、解除しない限り毎日同時刻に
実行されます。

注 意

◆ 時計を合わせていないと、タイマーの設定が
できません。（29ページ）

◆ 停電したり電源コードを抜くと、時計表示さ
れません。この場合は目覚ましタイマーの設
定も解除されていますので、時刻を合わせて
からあらためて目覚ましタイマーを設定し直
してください。

◆ 開始時刻と終了時刻を同じにすると、目覚ま
しタイマーは動作しません。

途中で設定を中止にするには

7ボタンを押します
再度、目覚ましタイマーを設定す
るときは、はじめから設定し直し
てください。

設定を解除/再設定するには

たとえば週末だけ目覚ましタイマーを解除して、
月曜日からは先週と同じ内容で、目覚ましタイ
マーを再設定することができます。

電源�ボタンを押して、電源
をオンにします

タイマーボタンを押します

時刻を表示中にタイマーボタ
ンをもう一度押します

} ] で"Wake－up"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 Wake–up

設定を解除する場合は、} ]

で"Timer Off"にします
目覚ましタイマーが解除されま
す。

 Timer  Off

再設定する場合は、} ] で
"Timer On"にします

 Timer  On

決定ボタンを押します

1.

2.

決めた時刻に再生する

3.

4.
STST

決定

5.

6.

STST

決定

1.

2.

3.

電源

電源
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} ] で"Timer Edit"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 Timer   Edit

} ] で開始時刻の「時」を
合わせてから、決定ボタンを
押します
例の場合は、"7 am"にします。

On

} ] で開始時刻の「分」を
合わせてから、決定ボタンを
押します
再生開始時刻が設定されます。

例の場合は、"40"にします。

On

} ] で終了時刻の「時」を
合わせてから、決定ボタンを
押します
例の場合は、"8 am"にします。

Off

} ] で終了時刻の「分」を
合わせてから、決定ボタンを
押します
例の場合は、"15"にします

Off

設定内容を表示し、" "と" "が
点灯します。

電源�ボタンを押して、電源
をオフにします
タイマーインジケーターが点灯
します。

決めた時刻に録音する
（タイマー録音）

本機の時計機能を使うと、決めた時刻にラジオ
放送、または本機に接続した外部機器の録音を
開始して終了させることができます。
たとえば、お出かけするときや深夜のラジオ放
送をタイマー録音を使ってMDに録音すること
ができます。

例）午前7時40分から午前8時15分までタ
イマー録音する場合

録音用MDをセットします

ラベルを上にして
MDの矢印の方向か
ら入れます。途中か
ら自動的に引き込ま
れます。

録音したい機器の準備をします

ラジオ放送をタイマー録音す
るには．．．
FM/AMボタンを押してから、録
音したい放送局を受信します。

外部機器をタイマー録音する
には．．．
LINE(L1/L2)ボタンまたは TV
ボタンを押して、外部機器の準備
しておきます。

タイマーボタンを押します

時刻を表示中にタイマーボタ
ンをもう一度押します

} ]で"Timer REC"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 Timer  REC

1.

2.

3.

4.

5.
STST

決定

6.

10.

9.

8.

7.

11.

STST

決定

STST

決定

STST

決定

STST

決定

STST

決定

STANDBY/ONVOLUME

TIMER

EJECT

FUNCTION
PULL OPEN

OPEN
/CLOSE

� �

TUNER

FM/AM

電源

LINE

TV



112

 

応
用
編

 

タ
イ
マ
ー

途中で設定を中止にするには

7ボタンを押します
再度タイマー録音を設定すると
きは、はじめから設定し直してく
ださい。

タイマー録音中に録音を途中で止めるには

REC/STOPボタンを押します

設定を解除/再設定するには

電源�ボタンを押して、電源
をオンにします

タイマーボタンを押します

時刻を表示中にタイマーボタ
ンをもう一度押します

} ]で"Timer REC"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 Timer  REC

設定を解除する場合は、} ]

で"Timer Off"にします
タイマー録音が解除されます。

 Timer  Off

再設定する場合は、} ] で
"Timer On"にします

 Timer  On

メ モ

▼ MDに録音するときに、LP2またはLP4
モード（46ページ）に設定すると、より長
時間録音できます。

注 意

◆ 時計を合わせていないと、タイマーの設定
をすることはできません。（29ページ）

◆ タイマー録音中は、音量はMIN（最小）に
なり音は出ません。なお、タイマー録音終了
後も音量はMIN（最小）のままです。タイ
マー録音開始後の音声を聞く場合は、音量
を調整してください。

◆ タイマー録音は1度行うと、設定はオフにな
ります。そのつど設定してください。

◆ タイマー録音では録音準備のため、開始時
刻の約30秒前に電源が入りますので、1～
10の手順を開始時刻の1分以上前に行って
ください。1分以上前に手順を行わなかった
場合、録音ができない場合があります。

◆ タイマー録音動作中の表示の明るさは、
"Dark"の設定になります。（127ページ）

決定ボタンを押します

設定内容を確認するには

電源�ボタンを押して、電源
をオフにします

タイマーボタンを押します
電源が入り、現時刻を表示しま
す。

時刻を表示中にタイマーボタ
ンをもう一度押します
設定内容を表示します。

決めた時刻に録音する

1.

2.

4.
STST

決定

5.
STST

REC/
STOP

6. 決定

1.

2.

3.

3.

電源

電源
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決めた時間後に電源を切る
（スリープタイマー）

設定した時間が経過すると、自動的に電源が切
れます。音楽を聞きながら眠ったり、録音した
まま外出したりするときに便利です。
設定できる時間は、30分、60分、90分の3
種類と、スリープオートです。
時計を合わせていないと、スリープタイマーを
使用することはできません。

タイマーボタンを押します

現時刻を表示中にタイマーボ
タンをもう一度押します

}]で "Sleep" を選んでか
ら、決定ボタンを押します

 Sleep

}]で終了するまでの時間を
設定します

Auto

90分 60分 30分

Off*

決定ボタンを押します
スリープタイマーを設定すると、
表示部の " "が点灯します。

* スリープオート(Sleep Auto)
CD、MDなどのディスクの再生中、または
MDの録音中に選ぶことができます。
再生または録音が終了して本機が停止してか
ら約1分後に自動的に電源が切れます。

※ リピート再生しているCDやMDなどでは、
Sleep Autoの設定はできません。

注 意

◆ スリープ動作中の表示の明るさは、"Dark"
の設定になります。（127ページ）

◆ ビデオCDでは、PBC再生中やリピート再
生中（56ページ）には、スリープオートは
動作しません。

◆ DVD、JPEG再生中は、スリープオートは
動作しません。

タイマーを同時に使ったとき

目覚ましタイマーとタイマー録音を組み合
わせて使う場合、以下の注意が必要です。

◆ 目覚ましタイマーとタイマー録音が連続する
設定をするときは、設定時刻が重ならないよ
うに設定間隔を1分以上あけてください。設
定時間に間隔があいていないと、あとに動作
予定のタイマー録音が動作しません。

◆ タイマー録音、目覚ましタイマー、スリープ
タイマーのタイマー動作が重なったときは、
先に動作する方が優先します。
また、開始時刻が重なったときはタイマー録
音が優先されます。

◆ スリープタイマーと目覚ましタイマーを組み
合わせて使うことができます。
例えば、夜はCDを聞きながらスリープタイ
マーで電源をオフにして寝て、朝はFMで目
覚めるといったことができます。

1.

3.

5.

4.

2.
8:00 8:30 8:00 8:30

8:30 9:00 8:31 9:00

CD

OffOff On

FM

スリープタイマー 目覚ましタイマー

STST

決定

決定

STST
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本機をAVアンプと接続することで、DVDなど
の音声をマルチチャンネルサラウンドで楽しむ
ことができるようになります。
はじめにDVD/CDボタンを押してから、以下
の操作をしてください。

ホームメニューボタンを押
して、ホームメニュー画面
を表示させます

[初期設定]を選んでから、決
定ボタンを押します
ディスクを再生中に初期設定を
選択することはできません。ディ
スクを停止してから再度選択し
てください。

[デジタル音声出力](X-FS7DV、
X-FG88DV)または[デジタル音
声モード](X-FS9DV)を選び、
カーソルを右へ移動します

X-FS7DV/X-FG88DV画面

X-FS9DV画面

1.

3.

2.
STST

TUNE

TUNE

決定

STST

TUNE

TUNE

デジタル音声出力の設定を変更する

接続する外部機器がドルビー
デジタルに対応しているとき

[2Digital出力]を選択して
カーソルを右へ移動させてか
ら、項目を選んで決定ボタン
を押します

X-FS7DV/X-FG88DV画面

X-FS9DV画面

2Digital(お買い上げ時の設定)
ドルビーデジタル対応機器、またはデコー
ダーと接続したときに選択します。

2Digital > PCM
ドルビーデジタル信号をリニアPCM信号に
変換して出力します。ドルビーデジタルに対
応していない機器と接続したときに選択しま
す。

メ モ

▼ ここでの設定は本システムのスピーカーや
ヘッドホン出力に対しても有効となります。
本機のドルビーバーチャルスピーカー機能や
ドルビーヘッドホン機能をご使用になる場合
は、設定を[2Digital]にすることをお勧め
します (X-FS9DVのみ)。

4.
STST

TUNE

TUNE

決定

ホーム
メニュー
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接続する外部機器がDTSに対応している
とき (X-FS7DV/X-FG88DVのみ)

はじめから操作する場合は、114ページの手順
1～3の操作をしてください。

[DTS出力]を選択してカー
ソルを右へ移動させてから、
項目を選んで決定ボタンを押
します

DTS
DTS対応機器、またはデコーダーと接続し
たときに選択します。

オフ(お買い上げ時の設定)
DTSに対応していない機器と接続したとき
に選択します。

注 意

◆ DTS に対応していない機器に接続している
ときに[DTS]を選択するとノイズが発生す
ることがあります。

接続する外部機器が96kHzに
対応しているとき

はじめから操作する場合は、114ページの手順
1～3の操作をしてください。

[96kHz PCM出力]を選択
してカーソルを右へ移動させ
てから、項目を選んで決定ボ
タンを押します

X-FS7DV/X-FG88DV画面

X-FS9DV画面

96kHz > 48kHz
(X-FS7DV/X-FG88DV：お買い上げ時の設定)
96kHzの信号を48kHzに変換して出力し
ます。96kHzに対応していない機器と接続
したときに選択します。

96kHz
(X-FS9DV：お買い上げ時の設定)
96kHz対応機器またはデコーダーと接続し
たときに選択します。

接続する外部機器がMPEGに対応してい
るとき (X-FS7DV/X-FG88DVのみ)

はじめから操作する場合は、114ページの手順
1～3の操作をしてください。

[MPEG出力]を選択して
カーソルを右へ移動させてか
ら、項目を選んで決定ボタン
を押します

MPEG
MPEG対応機器またはデコーダーと接続し
たときに選択します。

MPEG > PCM(お買い上げ時の設定)
MPEG信号をリニアPCM信号に変換して
出力します。MPEGに対応していない機器
と接続したときに選択します。

注 意

◆ MPEGに対応していない機器に接続してい
るときに[MPEG]を選択するとノイズが発
生することがあります。

STST

TUNE

TUNE

決定

STST

TUNE

TUNE

決定

デジタル音声出力の設定を変更する

STST

TUNE

TUNE

決定
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お使いのテレビに合わせた[テレビ画面]の設定は･･･

お使いのテレビに合わせて、下記のように本機の[テレビ画面]の設定をしてください。

ホームメニューボタンを押し
て、ホームメニュー画面を表
示させます

[初期設定]を選んでから、決
定ボタンを押します
ディスクを再生中に初期設定を
選択することはできません。ディ
スクを停止してから再度選択し
てください。

[映像出力]を選んでから、
カーソルを右へ移動します

1.

3.

2.
STST

TUNE

TUNE

決定

STST

TUNE

TUNE

接続したテレビのサイズは、
ワイドサイズ(16:9)ですか？
従来サイズ(4:3)ですか？

[テレビ画面]を選択してカー
ソルを右へ移動させてから、
項目を選んで決定ボタンを押
します

4:3(レターボックス)(お買い上げ時の設定)
従来サイズのテレビと接続して、レターボッ
クス方式 (下記) で見たいときに選択します。

4:3(パンスキャン)
従来サイズのテレビと接続して、パンスキャ
ン方式 (下記) で見たいときに選択します。
この設定はディスクが対応していないとでき
ません。

16:9(ワイド)
ワイド(16:9)テレビと接続したとき選択し
ます。

4.
STST

TUNE

TUNE

決定

映像出力の設定を変更する

ホーム
メニュー
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映像出力の設定を変更する

映像の出力方式をプログレッシブ
出力に切り換えるとき

はじめから操作する場合は、116ページの手順
1～3の操作をしてください。

[D2映像出力]を選んでカー
ソルを右へ移動させてから、
項目を選んで決定ボタンを押
します

プログレッシブ
きめ細かな映像が得られる高画質モードで、
プログレッシブ入力対応のテレビまたはプロ
ジェクターとD映像接続(15ページ)してい
るときに設定します。
・［プログレッシブ]を選択して決定を押すと
確認の画面が出ます。変更を行う場合は、
決定ボタンを押してください。変更しない
場合は、戻るボタンを押してください。

インターレース(お買い上げ時の設定)
プログレッシブ入力対応でないテレビまたは
プロジェクターのときに設定します。

メ モ

▼ 画面の比率(アスペクト比)の切り換えができないディスクもあります。ディスクのジャケットな
どで確認してください。

メ モ

▼ [プログレッシブ]と[インターレース]を切り換えるとき映像が乱れることがあります。
▼ [プログレッシブ]と[インターレース]を再生中に切り換えることはできません。ディスクを停止
させてから切り換えてください。

� 本機とプログレッシブ対応テレビの互換性について

現在一部のプログレッシブ対応テレビは本機と完全な互換性が取れていないため、画像に乱れ
が生じる場合があります。プログレッシブ再生時に不具合が生じた場合は本機の出力をインター
レースに切り換えてください。また、当社のプログレッシブ対応テレビと本機との互換性につ
いてご質問のある場合は当社のカスタマーサポートセンターへお問い合わせください (裏表紙)。

� 本機と互換性が取れている当社のプログレッシブ対応テレビ(プラズマディスプレイ)

PDP-434BX、PDP-434TX、PDP-434HD、PDP-503HD、PDP-504HD、PDP-433HD-U、
PDP-433HD-S、PDP-434HD-W、PDP-504HD-W、PDP-434HDV、PDP-504HDV、
PDP-503PRO、PDP-A503HD、PDP-A433HD-U、PDP-A433HD-S、PDL-30HD

STST

TUNE

TUNE

決定
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S映像端子から出力される映像信号
をS1に切り換えるとき

はじめから操作する場合は、116ページの手順
1～3の操作をしてください。

[S映像出力]を選択してカー
ソルを右へ移動させてから、
項目を選んで決定ボタンを押
します

S1
S1映像信号が出力されます。

S2(お買い上げ時の設定)
S2映像信号が出力されます。

注 意

◆ 本機とテレビをS映像端子で接続している
とき、映像を横方向に引き伸ばしてしまうこ
とがあります。このようなときは[S1]を選
択してください。

STST

TUNE

TUNE

決定

注 意

◆ 映像出力端子、またはS1/S2映像出力端子
のみ接続しているとき、またはプログレッシ
ブ入力に対応していないテレビとD映像接
続（15ページ）しているときは、［プログ
レッシブ］を選択しないでください。映像が
何も出力されなくなります。選択してしまっ
たときは、以下の方法で［インターレース］
に切り換えてください。

�STANDBY/ONボタンを
押して、電源をオフにします

本体の7ボタンを8秒間押
し続けます
以下のように表示されます。

     M e m .  C l r.?

本体の4・1または
¡・¢ボタンのどちらか
を押します

以下のように表示されます。

    I n t e r l a c e ?

本体の6ボタンを押します
電源がオンになり、映像出力の方
式が［インターレース］になりま
す。

3.

4.

1.

2.

STANDBY/ON

映像出力の設定を変更する

4・1 ¡・¢
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言語の設定を変更する

ホームメニューボタンを押し
て、ホームメニュー画面を表
示させます

[初期設定]を選んでから、決
定ボタンを押します
ディスクを再生中に初期設定を
選択することはできません。ディ
スクを停止してから再度選択し
てください。

[言語]を選んでから、カーソ
ルを右へ移動します

音声言語を変更する

[音声言語]を選択してカーソ
ルを右へ移動させてから、項
目を選んで決定ボタンを押し
ます

日本語(お買い上げ時の設定)
音声言語が日本語になります。

英語
音声言語が英語になります。

その他の言語
136言語の中から任意の音声を選びます。
詳しくは121ページの『字幕言語/音声言
語/DVDメニュー言語の設定で[その他の言
語]を選んだとき』をご覧ください。

メ モ

▼ 音声言語の設定で選択した言語がディスクに
記録されていないときはディスクのオリジナ
ルの言語が選択されます。

1.

3.

2.
STST

TUNE

TUNE

決定

STST

TUNE

TUNE

4.
STST

TUNE

TUNE

決定

ホーム
メニュー
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言語の設定を変更する

字幕言語を変更する

はじめから操作する場合は、119ページの手順
1～3の操作をしてください。

[字幕言語]を選択してカーソ
ルを右へ移動させてから、項
目を選んで決定ボタンを押し
ます

日本語(お買い上げ時の設定)
日本語の字幕を表示します。

英語
英語の字幕を表示します。

その他の言語
136 言語の中から任意の字幕を選びます。
詳しくは次のページの『字幕言語/音声言語/
DVDメニュー言語の設定で[その他の言語]
を選んだとき』をご覧ください。

メ モ

▼ 字幕言語の設定で選択した言語がディスクに
記録されていないときはディスクのオリジナ
ルの言語が選択されます。

STST

TUNE

TUNE

決定

DVDのメニューに表示する言語を
変更する(DVDメニュー言語)

はじめから操作する場合は、119ページの手順
1～3の操作をしてください。

[DVDメニュー言語]を選択
してカーソルを右へ移動させ
てから、項目を選んで決定ボ
タンを押します

字幕言語に連動(お買い上げ時の設定)
[字幕言語]で選択されている言語でメニュー
画面が表示されます。

日本語
日本語でメニュー画面が表示されます。

英語
英語でメニュー画面が表示されます。

その他の言語
136言語の中から任意の言語を選びます。
詳しくは次のページの『字幕言語 / 音声言
語/DVDメニュー言語の設定で[その他の言
語]を選んだとき』をご覧ください。

STST

TUNE

TUNE

決定
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字幕言語/音声言語/DVDメニュー
言語の設定で[その他の言語]を選んだ
とき

154ページの言語コード表を見ながら操作しま
す。DVDに収録されていない言語を設定したと
きは、収録されているいずれかの言語でメ
ニュー画面が表示されます。

[その他の言語]を選んでか
ら、決定ボタンを押します

例）DVDメニュー言語の場合

[言語表]、または[コード]を
選んでから、決定ボタンを押
します
言語によってはコード番号しか
表示されないものがあります。詳
しくは言語コード表(154 ペー
ジ)をご覧ください。

[言語表]で言語を選ぶとき
例えばフランス語を選ぶ場合は、
’を2回押します。

[コード]で言語を選ぶとき
下記のいずれかの操作をします。

例えばフランス語を選ぶ場合は、

÷ 文字/数字ボタンの0、6、1、
8を押します。

÷ 1ケタごとに’ ‘ で数字を選
択します(}]でケタを移動
します)。

1.

2.

字幕を表示しないようにするには
(字幕表示)

はじめから操作する場合は、119ページの手順
1～3の操作をしてください。

[字幕表示]を選択してカーソ
ルを右へ移動させてから、項
目を選んで決定ボタンを押し
ます

オン(お買い上げ時の設定)
字幕を表示します。

オフ
字幕を表示しません。ただし、DVDの中に
は強制的に字幕を表示するものがあります。

STST

TUNE

TUNE

決定

STST

TUNE

TUNE

決定

STST

TUNE

TUNE

決定

言語の設定を変更する
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表示の設定を変更したいとき

ホームメニューボタンを押し
て、ホームメニュー画面を表
示させます

[初期設定]を選んでから、決
定ボタンを押します
ディスクを再生中に初期設定を
選択することはできません。ディ
スクを停止してから再度選択し
てください。

[表示]を選んでから、カーソ
ルを右へ移動します

画面に表示される言語を英語に
する（画面表示言語）

[画面表示言語]を選択して
カーソルを右へ移動させてか
ら、項目を選んで決定ボタン
を押します

日本語(お買い上げ時の設定)
画面に表示される言語が日本語になります。

English
画面に表示される言語が英語になります。

1.

3.

2.
STST

TUNE

TUNE

決定

STST

TUNE

TUNE

4. STST

TUNE

TUNE

決定

ホーム
メニュー

画面に操作表示([再生]、[停止]など)
を出さないようにする（画面表示）

はじめから操作する場合は、左記の手順1～3
の操作をしてください。

[画面表示]を選択してカー
ソルを右へ移動させてから、
項目を選んで決定ボタンを押
します

オン(お買い上げ時の設定)
テレビ画面に操作表示をします。

オフ
テレビ画面に操作表示をしません。

アングルマーク( )を表示しない
ようにする(アングルマーク表示)

はじめから操作する場合は、左記の手順1～3
の操作をしてください。

[アングルマーク表示]を選択
してカーソルを右へ移動させ
てから、項目を選んで決定ボ
タンを押します

オン(お買い上げ時の設定)
テレビ画面に マークを表示します。

オフ
テレビ画面に マークを表示しません。

STST

TUNE

TUNE

決定

STST

TUNE

TUNE

決定
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視聴制限を設定する

暴力シーンなどを含むDVDの中には、視聴制限のレベルを設けたものがあります（ディスクのジャ
ケットなどの表示で確認できます）。本機のレベルをディスクのレベルより小さく設定しておくと、
これらのディスクの視聴を制限することができます。たとえば本機のレベルを5に設定しておくと、
レベル6のディスク（またはシーン）を再生することはできません。レベル6のディスクを再生す
るには、あらかじめ登録してある暗証番号を入力して、本機のレベルを6以上に設定しておく必要
があります。この視聴制限は国ごとに異なる規制レベルに従って働く機能で、国コード*をあらか
じめ設定しておくと、この「国ごとに異なる規制」が可能になります。

オプションの設定

本 機 再生画面

レベル6の
DVDディスク

視聴制限レベル：
1～5に設定

国コード：
日本に設定

視聴制限レベル：
6～8に設定

国コード：
日本に設定

視聴制限されてい
るシーンを、別の
画面に変更したり
カットしたりして
再生します。

視聴制限されてい
るシーンを、その
まま再生します。

レベル1のディス
クは、大人から子
供まで誰でも楽し
める内容。

レベル 4 ～ 7 の
ディスクは中学生
以下が見ることが
できない内容。

レベル8のディス
クは成人しか見る
ことのできない内
容。

再生内容

子供向けディスクを再生することができます。
成人指定ディスクと一般向けディスク（R指定含む）
は再生できません。

一般向けディスク（R指定を除く）と子供向けディ
スクを再生することができます。成人指定ディスク
と一般向け制限付き（R指定）ディスクは再生でき
ません。

一般向けディスク（R指定を含む）と子供向けディ
スクを再生することができます。成人指定ディスク
は再生できません。

すべてのディスクを制限無しで再生することができ
ます。

パレンタルレベルを「切」にします。

レベル

レベル1に設定
すると

レベル2～3に
設定すると

レベル4～7に
設定すると

レベル8に設定
すると

「オフ」に設定
すると

*国コードについて
国コードは、ディスクに指定されている国コードを指定します。

一般的な視聴制限レベルの設定（各レベルと再生できる内容について）
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オプションの設定

本機のレベルを設定するには･･･

はじめから操作する場合は、左の説明の手順1
～2の操作をしてください。

[レベル変更]を選んでから、
決定ボタンを押します

文字/数字ボタンですでに登
録してある暗証番号を入力し
てから、決定ボタンを押しま
す

レベルを選んでから、決定ボ
タンを押します

暗証番号を登録するには･･･

本機で設定した視聴制限レベルを容易に変更で
きないようにするため、暗証番号を設定します。
暗証番号は次のようなときに必要となります。
・ 本機で設定した視聴制限レベルを変更するとき
・ ディスクを再生中に視聴制限が働いたとき（視
聴制限レベル一時変更）

ホームメニューボタンを押し
て、ホームメニュー画面を表
示させます

[初期設定]を選んでから、決
定ボタンを押します

[オプション]\[視聴制限]\
[暗証番号]を選んでから、決
定ボタンを押します

文字/数字ボタンで4桁の暗
証番号を入力してから、決定
ボタンを押します

視聴制限できるDVDを再生するには･･･

視聴制限されたディスクを再生すると、暗証番
号の入力を求める画面が表示されることがあり
ます。このとき、暗証番号を入力しないと再生
することができません。

文字/数字ボタンで4桁の暗
証番号を入力してから、決定
ボタンを押します

メ モ

▼ 暗証番号はメモしておくことをお勧めします。
▼ 暗証番号を忘れてしまったときは、お買い上
げ時の設定に戻して、再度設定してくださ
い。（153ページ）

▼ ディスクによっては、視聴制限されたシーン
のみをとばして再生するものもあります。詳
しくはディスクに添付されている操作方法を
ご覧ください。

3.

4.

STST

TUNE

TUNE

決定

90

決定

90

決定

1.

2. STST

TUNE

TUNE

決定

ホーム
メニュー

2.

1.

3.

STST

TUNE

TUNE

決定

STST

TUNE

TUNE

決定

90

決定
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国コードを変更するには･･･

154ページの国コード表を見ながら操作しま
す。はじめから操作する場合は、124ページの
『暗証番号を登録するには…』の手順1～2の
操作をしてください。

[オプション]\[視聴制限]\
[国コード]を選んでから、決
定ボタンを押します

文字/数字ボタンですでに登
録してある暗証番号を入力し
てから、決定ボタンを押しま
す

文字/数字ボタンで[コー
ド]、または’‘で[国コード
表]を入力してから、決定ボ
タンを押します

[国コード表]で変更するとき
たとえば日本を選ぶ場合は、’‘

で[jp]を選択します。

暗証番号を変更するには･･･

はじめから操作する場合は、124ページの『暗
証番号を登録するには…』の手順1～2の操作
をしてください。

[オプション]\[視聴制限]\
[暗証番号]を選んでから、決
定ボタンを押します

文字/数字ボタンですでに登
録してある暗証番号を入力し
てから、決定ボタンを押しま
す

文字/数字ボタンで新しい暗
証番号を入力してから、決定
ボタンを押します

2.

1.

3.

STST

TUNE

TUNE

決定

90

決定

TUNE

TUNE

1.

2.

3.

STST

TUNE

TUNE

決定

90

決定

90

決定

オプションの設定



126

設
定
を
す
る

 

応
用
編

[コード]で変更するとき
下記のいずれかの操作をします。

例えば日本を選ぶ場合は、

÷ 文字/数字ボタンの1、0、1、
6を押します。（154ページの
国コード表参照）

÷ 1ケタごとに’ ‘で数字を選
択します(}]でケタを移動
します。)

本体のOPEN/CLOSEボタ
ンを押して、ディスクを取り
出します
国コードを変更したときは、ディ
スクを一度取り出してください。
再度ディスクをセットすると変
更が有効になります。

オプションの設定

90

TUNE

TUNE

OPEN
/CLOSE

4.

JPEGファイルを再生するための
設定をする (フォトビューワー)

はじめから操作する場合は、124ページの『暗
証番号を登録するには…』の手順1～2の操作
をしてください。

[オプション]\[フォト
ビューワー]を選択してカー
ソルを右へ移動させてから、
項目を選んで決定ボタンを押
します

オン(お買い上げ時の設定)
JPEGファイル、フジカラーCD、およびコ
ダックピクチャーCDを再生するときに選択
します。

オフ
JPEGファイル以外のディスクを再生する
ときに選択します。JPEGとWMA/MP3の
ファイルが混在しているディスクのWMA/
MP3 を再生するときはこちらを選択しま
す。

メ モ

▼ [フォトビューワ－]の設定を変更したとき
は、一度ディスクを取り出してください。再
度ディスクをセットすると変更が有効になり
ます。

STST

TUNE

TUNE

決定
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表示全体の明るさをかえる

部屋の明るさに応じて表示の明るさを、明るい
設定（Light）と暗い設定（Dark）に切り換え
ることができます。ディマー機能といいます。
お買い上げ時は、明るい設定（Light）になって
います。

MD メニュー/設定ボタンを
押します

} ]   で "Dimmer"を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 Dimmer

} ]   でお好みの明るさを
選びます
明るくするときは、"Light"を選
びます。

 Light

暗くするときは、"Dark"を選び
ます。

 Dark

決定ボタンを押します

1.

2.

3.

4.

ボリュームの設定をかえる

最小音量値から最大音量値までのボリュームの
変化ステップ量が50ステップのノーマルモー
ドと、80ステップのファインモードとがあり
ます。
お買い上げ時は、ノーマルモードになっていま
す。ファインモードにすると、小さな音量のと
きに微調整がしやすくなります。

電源�ボタンを押して、電
源をオフにします

MD メニュー/設定ボタンを
押します

} ] で"Volume Mode"を
選んでから、決定ボタンを押
します

 Volume   Mode

} ]   でボリュームの設定
を選びます
ノーマルモードのときは、"Nor-
mal"を選びます。

 Normal

ファインモードのときは、"Fine"
を選びます。

 Fine

決定ボタンを押します
この設定を変えると、ボリューム
値は、"MIN"にリセットされます。
ファインモードの設定時にボ
リュームを操作すると表示窓に

 Volume [F]

10

と表示されます。
(ボリューム10を設定した例)

1.

STST

決定

決定

STST

2.

3.

4.

5.

STST

決定

決定

STST

MDメニュー
/設定

MDメニュー
/設定

電源
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時計の表示モードをかえる

時計の表示を、12時間表示と24時間表示とに
切り換えることができます。お買い上げ時は、
12時間表示になっています。

電源�ボタンを押して、電
源をオフにします

MD メニュー/設定ボタンを
押します

} ] で"Hour Format"を
選んでから、決定ボタンを押
します

 Hour   Format

} ]   でお好きな表示を選
択します
12時間表示

 12–Hour

24時間表示

 24–Hour

決定ボタンを押します

1.

2.

3.

4.

5.

STST

決定

決定

STST

MDメニュー
/設定

電源
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本機には、外部機器の接続用の端子として、アナロ
グ入出力端子と光デジタル入出力端子とがあります。

アナログ接続する場合

CD-R、MD、カセットデッキなどのアナログ入出力
端子のある機器を、本機に接続することができます。
接続した機器を本機で聞いたり、本機のMDで録音
したりすることもできます。また、接続した機器で
本機のMDなどの音声を録音することができます。

接続のしかた

本機の LINE1入力端子と接続機器のアナ
ログ出力端子、本機のLINE1出力端子と接
続機器のアナログ入力端子とを、それぞれ
市販のピンプラグ付接続コードで接続しま
す。

¶ 詳しくはそれぞれの機器の取扱説明書をご覧く
ださい。

音声 S-FS9DV-W
接続専用端子

DVD
/CD
出力

入力

LINE 2

音声

映像

映像出力

映像出力
S1/S2

( TVへ )

入力出力

左

右

入力

LINE1 TV光デジタル 光デジタル
(アナログ) (アナログ)

アンテナ端子

D1/D2映像出力

左

右

アナログ
入力 出力

(REC) (PLAY)

LR LR

L

R

L

R

L RL R

アナログ入力音声を本機で聞いたり
録音したりするには

LINEボタンを押して
"Line1"を選びます
押すたびに "Line1"と
"Line2<Dig>"が切り換わり
ます。

外部機器の接続のしかた

カセットデッキなどの機器

LINE
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外部機器の接続のしかた

デジタル出力接続する場合

AVアンプと接続して、本機で再生しているDVDの
音声をマルチチャンネルサラウンドで楽しんだり、
CD-Rなどと接続して本機のCDを録音したりする
ことができます。

接続のしかた

市販の光ファイバーケーブルで、本機の
DVD/CD出力(デジタル)端子と接続機器
の光デジタル入力端子とを接続します。

¶ 詳しくはそれぞれの機器の取扱説明書をご覧く
ださい。

デジタル出力するには

DVD/CDボタンを押します
デジタル出力される音声は、DVD/
ビデオCD/CD/WMA/MP3の再生
音です。

Q　: 外部接続したデジタル機器に
デジタル録音ができない！

= デジタル録音されたCD-R/RW
を、さらに別のデジタル機器に録
音することはできません。（141
ページ参照）

= 本機では、MDの音声はデジタル
出力されません。本機で再生した
MDを録音する場合は、アナログ
接続から録音してください。

  Q&A

音声 S-FS9DV-W
接続専用端子

DVD
/CD
出力

入力

LINE 2

音声

映像

映像出力

映像出力

D1/D2映像出力

S1/S2

( TVへ )

入力出力

左

右

入力

LINE1 TV光デジタル 光デジタル
(アナログ) (アナログ)

アンテナ端子

光デジタル入力

DVD
/CD
出力

光デジタル

AVアンプ、またはCD-Rなどの
録音機器

注 意

◆ LINE2入力(デジタル)端子から入力し
たデジタル音声を、DVD/CD出力(デジ
タル)端子から出力することはできませ
ん。

DVD/CDDVD/CD
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音声 S-FS9DV-W
接続専用端子

DVD
/CD
出力

入力

LINE 2

音声

映像

映像出力

映像出力

D1/D2映像出力

S1/S2

( TVへ )

入力出力

左

右

入力

LINE1 TV光デジタル 光デジタル
(アナログ) (アナログ)

アンテナ端子

光デジタル出力

入力

光デジタル

本機で聞いたり録音したりするには

LINEボタンを押して
"Line2<Dig>"を選びます
押すたびに"Line1"と"Line2
<Dig>"が切り換わります。

メ モ

▼ X-FS7DV/X-FG88DVでは、接続した機
器の光デジタル出力をリニアPCM出力に
設定してください。また、X-FS7DV/X-
FG88DVのデジタル入力は、ドルビーデ
ジタル、MPEG-2 AAC、MPEG、DTSに
は対応していません。

▼ X-FS9DVのデジタル入力は、MPEG-2
AAC、MPEG音声には対応していませ
ん。MPEG-2 AAC、MPEG音声を聞く
場合は、接続した機器の光デジタル出力
をリニアPCM出力に設定してください。

▼ 本機に接続した機器の音声を光デジタル
入力で録音するときは、接続した機器の
光デジタル出力をリニアPCM出力に設
定してください。

デジタル入力接続する場合

BSチューナー、CSチューナー、ゲーム機などのデ
ジタル光出力端子のある機器を本機と接続すること
ができます。
接続した機器の音声を本機で聞いたり、本機のMD
で録音したりすることができます。

接続のしかた

市販の光ファイバーケーブルで、本機の
LINE2入力(デジタル)端子と接続機器の光
デジタル出力端子とを接続します。

¶ 詳しくはそれぞれの機器の取扱説明書をご覧く
ださい。

BSチューナー、CSチューナー、
ゲーム機などの機器

LINE

外部機器の接続のしかた
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音声 S-FS9DV-W
接続専用端子

DVD
/CD
出力

入力

LINE 2

音声

映像

映像出力

映像出力

D1/D2映像出力

S1/S2

( TVへ )

入力出力

左

右

入力

LINE1 TV光デジタル 光デジタル
(アナログ) (アナログ)

アンテナ端子

音声出力

テレビ

本機で聞いたり録音したりするには

TVボタンを押します

テレビと接続する場合

テレビと本機を接続して、テレビの音声を本機で聞
いたり、本機のMDで録音したりすることができま
す。

接続のしかた

市販の音声ケーブルで、本機のTV音声入
力(アナログ)端子とテレビの音声出力端子
とを接続します。

¶ 詳しくはテレビの取扱説明書をご覧ください。

TV

外部機器の接続のしかた
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外部機器をMDに録音する

MDにマニュアル操作で録音をします。

録音用MDをセットします

ラベルを上にして
MDの矢印の方向か
ら入れます。途中か
ら自動的に引き込ま
れます。

LINE(L1/L2)ボタンを押し
て、録音する外部機器の再生
の準備をします
接続のしかたについては、129
～132ページを参照してくださ
い。

REC/STOPボタンを押します
 録音を開始します。
"REC"が点灯します。

録音する機器の再生を開始し
ます

録音を途中で止めたいときは

REC/STOPボタンを押します

メ モ

▼ この方法で録音するときに、LP2 または
LP4モード（46ページ参照）に設定すると、
より長時間録音できます。

▼ 手順2でTVボタンを押すと、本機に接続し
たテレビの音声を録音することができます。
接続のしかたについては132ページを参照
してください。

1.

2.

3.

4.

REC/
STOP

外部機器音声の歪みを減らす

アナログLINE入力やTV入力に接続した機器を
本機で聞いたときや、アナログ録音して再生す
ると、歪んだように感じられる場合があります。
これは入力信号が大きすぎることが考えられ、
アッテネーター（減衰器）をオンすると改善され
ることがあります。
設定すると表示部に "Line1 ATT"または "TV
ATT"と点灯します。
お買い上げ時はLine1、TV共に "ATT. 6dB"
に設定されています。

電源�ボタンを押して、電源
をオフにします

MD メニュー/設定ボタンを
押します

} ]で"Line1 ATT."を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 Line1 ATT.

} ]  でお好みのアッテネー
ターを選びます
X-FS9DV
"ATT. 10dB"、"ATT. 6dB"、
"ATT. Off"の中から選びます。

X-FS7DV/X-FG88DV
"ATT. 6dB"、"ATT. Off"から選
びます。

決定ボタンを押します

メ モ

▼ TV入力端子の入力信号を減衰する場合は、
手順3で "TV ATT"を選んでください。

1.

2.

3.

4.

5.

STST

決定

決定

STST

REC/
STOP

MDメニュー
/設定

LINE電源

STANDBY/ONVOLUME

TIMER

EJECT

FUNCTION
PULL OPEN

OPEN
/CLOSE

� �
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再生できるディスクについて

・ 本機はNTSC（日本のテレビ方式）に適合し
ていますので、ディスクやパッケージに
「NTSC」と表示されているディスクをご使
用ください。

・ 下記のマークはディスクレーベル、パッケー
ジ、またはジャケットに付いています。

再生できるディスクの種類とマーク

F-Disc(エフディスク)

CD   CD-R  *3

DVDビデオ

ビデオCD

  CD-RW *3

(株)フジカラーサー
ビスのフジテレシネ
サービスで作成され
たディスクです。

コピーコントロールCDについて
当製品は音楽CD規格に準拠して設計されてい
ます。CD規格外ディスクの動作保証および性
能保証は致しかねます。

本機で再生できないディスクの種類
DVDオーディオ、DVD-ROM、DVD-RAM、
SACD、CD-G、リージョンNo.が「2」「ALL」
以外のDVDビデオなど

DVD-R *1 DVD-RW*2

フジカラーCD

このマークは富士写真フイルム(株)の商標です。

コダックピクチャーCD

*1 DVD-Rディスクの再生について

・ 本機はDVDビデオフォーマットで記録された
DVD-Rディスクを再生することができます。

・ ファイナライズしていないDVD-Rディスク
を再生することはできません。

*2 DVD-RWディスクの再生について

・ 本機はDVDビデオフォーマット、またはVR
モードで記録されたDVD-RWディスクを再
生することができます。

・ 本機は再生専用機です。DVD-RWディスク
に録画することはできません。

・ ファイナライズしていない DVD ビデオ
フォーマットのDVD-RWディスクを再生す
ることはできません。

※ 詳しくはレコーダーの取扱説明書をご覧くだ
さい。また、DVDビデオフォーマット記録、
およびVRモードでの記録については144、
145ページもあわせてご覧ください。
VRモードにて記録できるディスクはDVD-
RWだけです。また、VRモードで記録され
たDVD-RWを本機にセットすると「DVD-
RW」と表示されます。

*3 CD-R/CD-RWディスクの
再生について

・ 本機は音楽CD フォーマット、ビデオCD
フォーマット、WMAやMP3の音楽データ、
またはJPEGの静止画像が記録されたCD-
R/CD-RWディスクを再生することができ
ます。ただしディスクよっては、「再生でき
ない」、「ノイズが出る」、または「音が歪む」
などが起きることがあります。

・ 本機は再生専用機です。CD-R/CD-RWディ
スクに録音することはできません。

・ ファイナライズしていないCD-R/CD-RW
ディスクを再生することができます。ただ
し、一部の時間情報などが正しく表示されな
いことがあります。

※ 詳しくはレコーダーの取扱説明書をご覧ください。

WMAの再生について

・ 外装箱に印刷された、Windows Media™
のロゴは、本機がWMAデータの再生に対応
していることを示しています。

ディスクの基礎知識
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ディスクの基礎知識

WMAとは、「Windows Media Audio」の
略で、米国Microsoft Corporationによっ
て開発された音声圧縮技術です。

Windows Media、Windowsのロゴは、米
国Microsoft Corporationの米国およびそ
の他の国における登録商標または商標です。

・ WMAとは、「Windows Media Audio」の略
で、米国Microsoft Corporationによって開
発された音声圧縮技術です。WMAデータは、
Windows Media Player Ver.8、または
Windows Media Player for Windows XP
を使用してエンコードすることができます。

・ ISO9660レベル1/レベル2のCD-ROM
ファイルシステム、および拡張フォーマット
（Joliet、Romeo）に準拠して記録したディ
スクを使用してください。

・ サンプリング周波数32kHz、44.1kHz、ま
たは48kHzで記録されたファイルに対応し
ています。それ以外で記録されたファイル、
またはサンプリング周波数が32kHzでも記
録ビットレートが20kbpsのWMAファイ
ルは[このフォーマットは再生できません]と
表示され、再生することができません。

・ 可変ビットレート(VBR: Variable Bit Rate)、
またはロスレスエンコーディング(loss-less
encoding)には対応していません。

・「.wma」、または「.WMA」という拡張子がつい
たWMAファイルのみ再生することができます。

・ マルチセッション(145ページ)には対応し
ていません。マルチセッションディスクのと
きは、最初のセッションのみ再生します。

・ フォルダー名、トラック名のアルファベット
順に、499フォルダー、999トラックまで
認識・再生することができます。ただし、
フォルダーの構成によっては、すべてのフォ
ルダー、トラックが認識・再生できない場合
があります。

・ WMAファイルは、米国Microsoft Corpo-
rationの認証を受けたアプリケーションを
使用してエンコードしてください。もし、認
証されていないアプリケーションを使用する
と、正常に動作しないことがあります。

MP3の再生について

・ ISO9660レベル1/レベル2のCD-ROM
ファイルシステム、および拡張フォーマット
（Joliet、Romeo）に準拠して記録したディ
スクを使用してください。

・ MPEG1オーディオレイヤー3のサンプリ
ング周波数32kHz、44.1kHz、または
48kHzで記録されたファイルに対応してい
ます。それ以外で記録されたファイルは[こ
のフォーマットは再生できません]と表示さ
れ、再生することができません。

・ 可変ビットレート(VBR: Variable Bit Rate)
には対応していません(再生できる場合、表
示窓の時間表示が速くなったり、遅くなった
りします）。

・「.mp3」、または「.MP3」という拡張子がつい
たMP3ファイルのみ再生することができます。

・ マルチセッション(145ページ)には対応し
ていません。マルチセッションディスクのと
きは、最初のセッションのみ再生します。

・ フォルダー名、トラック名のアルファベット
順に、499フォルダー、999トラックまで
認識・再生することができます。ただし、
フォルダーの構成によっては、すべてのフォ
ルダー、トラックが認識・再生できない場合
があります。

・ 音質的には、記録ビットレート128kbpsを
推奨します。

JPEGの再生について

・ JPEGとは、写真やイラストなどの画像ファイル
を保存する形式(画像フォーマット)のひとつです。

・ ISO9660レベル1/レベル2のCD-ROM
ファイルシステム、および拡張フォーマット
（Joliet、Romeo）に準拠して記録したディ
スクを使用してください。

・ 本機では、フジカラーCD、コダックピク
チャーCD、またはCD-R/CD-RW/CD-
ROMに記録されているJPEGファイルを再
生することができます(記録方法などによっ
て再生できないこともあります)。

・ 総ピクセル数が8Mピクセル以下(縦横の解
像度がそれぞれ5120ピクセル以下)のベー
スラインJPEGファイル、およびExif 2.1*4

に準拠したJPEGファイルの静止画再生に
対応しています。
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トラックについて

CDやビデオCDでは、ディスクをトラックとい
う単位で分けています（一般的には、1曲が1
つのトラックに対応しています。またさらに、
トラックがインデックスという単位で分けられ
ている場合もあります）。

WMA/MP3、JPEGについて

WMA/MP3のフォルダー/トラックの名前や、
JPEGのフォルダー/ファイルの名前を表示す
ることができます(半角英数字で入力された文字
のみ)。半角英数字以外で入力されているフォル
ダー/トラック /ファイルの名前は[F_001]/
[T_001]/[FL_001]のように表示されることが
あります。

・「.jpg」、または「.JPG」という拡張子がつい
たJPEGファイルの静止画像を表示するこ
とができます。

・ フォルダー名、ファイル名のアルファベット
順に、499フォルダー、999ファイルまで
認識・再生することができます。ただし、
フォルダーの構成によっては、すべてのフォ
ルダー、ファイルが認識・再生できない場合
があります。

・ ファイルサイズが大きいファイルは画像の再
生に時間がかかることがあります。

*4 デジタルスチルカメラ用画像ファイルフォー
マット規格(Exif)Ver2.1、JEIDA-49-1998
(社)電子情報技術産業協会 JEITA

注 意

◆ レコーダー、またはパソコンで記録した
DVD-R/DVD-RWディスク、CD-R/CD-
RWディスクを再生できないことがあります
（原因：ディスクの特性、キズ、汚れ、プレー
ヤーのレンズの汚れ、または結露など）。

◆ パソコンで記録したディスクは、アプリケー
ションの設定、および環境によって再生でき
ないことがあります。正しいフォーマットで
記録してください（詳細はアプリケーション
の発売元にお問い合わせください）。

◆ 本機はファイナライズしていない音楽 CD
フォーマットのCD-R/CD-RWディスクに対
応しています。ただし、一部の時間情報が表
示されないことがあります。音楽CD フォー
マット以外のファイナライズしていないCD-
R/CD-RWディスクを再生することはできま
せん。ノイズが発生することがあります。

◆ 詳しいCD-R/CD-RWディスクの取扱いに
ついては、ディスクの使用上の注意をご覧く
ださい。

◆ ファイナライズしていないDVD-R/DVD-
RWディスクを再生することはできません。

タイトルとチャプターについて

DVDではディスクをタイトルという単位で分
け、さらにタイトルをチャプターという単位で
分けています（DVDビデオにはメニュー映像が
記録されているソフトがありますが、このメ
ニュー映像はどのタイトルにも属していませ
ん）。

WMA/ MP3/ JPEGファイル
が記録されているCD-ROM

DVDビデオの映画ソフトなどでは、ふつう1つ
の映画が1つのタイトルに対応し、複数のチャ
プターで構成されています。また、カラオケソ
フトのように1曲が1タイトルとなっている
ディスクもありますし、このような区切りに
なっていないディスクもあります。
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DVDのディスクジャケットの表記について
DVDビデオのディスクレーベルやディスクジャケットにはいろいろなマークが表記されています。
これらのマークの意味を知っておくと、そのディスクがどのように記録されているかを読みとるこ
とができます。また、そのマークによって、本機で再生中に利用できる機能も異なります。
ここでは、DVDビデオのディスクジャケットに表記されているおもなマークをご紹介します。

DVDビデオ(DVD-VIDEO)のディスクジャケットの例

1 2 3 4

1 ディスクに記録されている音声の数と種類・音声トラック方式を示しています(音声の切り換え
は、35ページをご覧ください)。
上記の場合本機では、英語・日本語共に通常のステレオ音声として再生しますが、ドルビーデジ
タル対応のアンプをデジタル音声出力につないでいるときには、英語の場合はドルビーサラウン
ドで、日本語の場合は5.1chサラウンドで再生されます。

2 再生可能なテレビ画面サイズや見えかたを示しています。このディスクの場合、16：9の画面
サイズの映像の左右が圧縮されて記録されており、テレビの種類に合わせて本機の設定を合わせ
ておくと、シネマスコープサイズの映像を楽しむことができます(116ページ)。

3 ディスクに記録されている字幕の数と言語などの種類を示しています(字幕の切り換えは、35
ページをご覧ください)。
DVDビデオでは最大32種類の字幕を記録することができます。

4 ディスクの地域番号(リージョンナンバー)です。
DVDプレーヤーとDVDビデオディスクには、発売地域ごとに地域番号(リージョンナンバー)が
設定されています。再生するディスクに記載された地域番号がプレーヤーに設定された番号を含
まない場合、そのディスクを再生することはできません。本機（日本向け）の再生可能地域番号
は2番で、ディスクに記載された地域番号が2番を含むか「ALL」となっている場合に再生が
可能です。

その他のマーク
舞台中継やスポーツ中継などでは、複数台のカメラで撮影している場合がほとんどです。
DVDビデオでは、最大9つのカメラアングルで撮影された映像を同時に収録することが
できます。このマークが付いたDVDビデオでは、同一場面を複数のアングルから見て楽
しむことができます(59ページ)。

メ モ

▼ DVDビデオの音声タイプは、「ドルビーデジタル」、「DTS」、「リニアPCM」の3つが現在主
流となっています。（144～146ページの用語解説を参照）
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DVD/CDディスクの取り扱いかた

保管
・ 必ずケースに入れ、高温多湿の場所や直射日
光の当たる場所・極端に温度の低い場所を避
けて垂直に保管してください。

・ ディスクに付いている注意書は必ずお読みく
ださい。

ディスクの取り扱い
・ ディスクに指紋やホコリが付いた場合、再生
ができなくなることがあります。その場合
は、クリーニングクロスで内周から外周方向
へ軽く拭いてください。そのとき、汚れたク
リーニングクロスは使用しないでください。

・ ベンジン、シンナーなどの揮発性の薬品は使
用しないでください。また、レコードスプ
レー・帯電防止剤などは使用できません。

・ 汚れがひどい場合には、柔らかい布を水に浸
してよく絞ってから汚れを拭き取り、そのあ
と乾いた布で水気を拭き取ってください。

・ 損傷のあるディスク(ひびやそりのあるディ
スク)は使用しないでください。

・ ディスクの信号面にキズや汚れを付けないで
ください。

・ ディスクに紙やシールなどをはり付けないで
ください。ディスクにそりが発生し、再生が
できなくなる恐れがあります。また、レンタ
ルディスクはラベルがはってある場合が多
く、のりなどがはみ出している恐れがありま
すので、のりなどのはみ出しがないことを確
認してからご使用ください。

・ ディスクを2枚重ねて再生しないでくださ
い。

   

特殊な形のディスクについて
本機では、特殊な形のディスク(ハート型や六角
形等)は再生できません。故障の原因になります
ので、そのようなディスクはご使用にならない
でください。

ディスクの結露について
冬期などにディスクを寒いところから暖かい室
内に持ち込んだとき、ディスクの表面に水滴が
付くことがあります(結露)。ディスクが結露し
ていると再生が正常にできない場合があります
ので、ディスクの表面の水滴をよく拭き取って
から使用してください。

ディスクの取り扱いかた
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MDとは
÷ 直径64mmのディスクをカートリッジに収
めたもので、ホコリに強く、キズも付きにく
いなどCDに比べ取り扱いが簡単です。

÷ 録音や再生はデジタル方式ですので、CDに
迫る高音質を再現します。また、テープのよ
うにからんだり、伸びたりすることがなく、
音質も劣化せず耐久性に優れています。

MDの種類について
再生専用と録音・再生用があります。

■再生専用MD（録音はできません）
CDと同じ光ディスクを使っています。

■録音・再生用MD
光磁気ディスクを使っているので、繰り返し
録音することができます。

保管
・ケースに入れて保管してください。
・次のようなところには保管しないでくだ
さい。
－高温多湿の場所
－直射日光が当たる場所
－砂やホコリの入りやすい場所

カートリッジのお手入れ
乾いた布でホコリや汚れを軽く拭き取ってく
ださい。

ラベルのはり付けについて
以下のことをお守りください。正しくはられ
ていない場合、MDが取り出せなくなります。
・指定の場所(エリア内)にはってください。
・重ねてはり付けないでください。
・ラベルが浮いたり、めくれたりしたら新
しいラベルにはりかえてください。

MDの取り扱いかた

シャッターが裏面にありますラベル

シャッターが両面にあります

ディスク
シャッター カートリッジ

録音したMDを誤消去
しないために

側面にある誤消去防止
つまみを開けると録音
できなくなります。

再び録音や編集をした
いときは、つまみを閉
じます。

 注意
･ディスクに直接触れないでください。
･シャッターを無理に開けるとこわれます。
･分解しないでください。

右記マークのディスクを
お使いください。

ディスクの取り扱いかた

ラベル
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TOC(トック)が記録されています

曲や音声と共に、曲番・曲名や録音場所など、曲
トック

を認識するための情報として（TOC:Table of
Contents）が記録されています。
したがって、再生や編集をするときには、曲番・
曲名や録音場所など、曲を認識するための情報

トック

としてTOCを手がかりに動作しています。
ですからMDで曲の録音をしたり編集作業をし
た場合は、TOC情報もディスクに記録します
し、TOC情報を書き換えたりもしています。

MD録音とテープ録音の違い

¶ MDは片面だけの録音です。
¶ 録音できる場所を自動的に探して録音しま
す。

¶ 録音の前に録音できる残り時間が確認できま
す。

TOCを記録するときの注意

TOCの記録中に電源コードを抜いたり、本体に
衝撃を与えないでください。TOCが正しく記録
されず、正しく再生できない場合があります。

÷ TOC記録中は、以下の表示をします。

 TOC  Write

TOCはいつMDに記録される？

÷ EJECT(MD0)ボタンを押したとき
÷ 電源を切ってスタンバイ状態になるとき
÷ 録音を停止したとき
÷ 編集後に再生を停止したとき

録音中に停電すると

MDへの録音中に、電源スイッチを切ったり電
源コンセントが抜けたり停電があった場合は、
その時の録音内容はすべて消えてしまうことが
あります。
すでに録音しているMDに追加して録音してい
た場合は、追加していた部分が消えてしまいま
す。

MD録音の基礎知識
MDに録音できない場合

÷ 再生専用MD（市販の音楽ソフト）に録音し
ようとしたとき

÷ MDが誤消去防止状態になっているとき

÷ MDの録音可能時間が残っていないとき

÷

ディスク フル

"Disc Full" が表示されたとき

÷

トック

TOCが異常のとき

LP2、LP4録音について

本機で LP2、LP4 モードで録音した曲は、
MDLP対応機器以外では再生できません。
LP4モードでの録音は、特殊な圧縮方式によっ
て、長時間のステレオ録音を可能にしているの
で、ごくまれに雑音が録音される可能性があり
ます。
音質を重視する録音をする場合は、通常のステ
レオ録音か、LP2モードでの録音をお勧めしま
す。

曲番号について

MDに曲や音声を録音すると、自動的に曲番号
がつけられます。追加録音したときは、順に曲
番号が大きくなります。

CDをデジタル録音したとき

CDなどについている曲番号と同じ所に、1曲ご
との曲番号が自動的につきます。ただし4秒以
下の曲がある場合などは、CDの曲番号と録音
したMD の曲番号が一致しないことがありま
す。

FM・AM放送を録音したとき

1 回の録音内容を1 曲として曲番号がつきま
す。

C D A

1曲目 2曲目 3曲目

B C

M D A

1曲目 2曲目 3曲目

B C
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MD録音の基礎知識

CDやMD以外をデジタル録音したときや
テープや外部機器を録音したとき

2秒以上の無音部分があると曲間と判断し、次
に音が入力されたときに、曲番号が自動的につ
きます（オートマーク機能）。

÷ 信号に雑音があるときなど、録音する内容に
よっては、正しい位置に曲番号がつかないこ
ともあります。

アナログ録音したMDからデジタル録音
したとき

MDなどについている曲番号と同じところに1
曲ごとの曲番号が自動的につきます。ただし、2
秒以下の曲があるときなどは、録音もとのMD
と録音したMDの曲番号が一致しないことがあ
ります。

1曲目 2曲目

約2秒以上

無音状態

デジタルコピーに関するご注意

デジタルオーディオ（CD、MD、CD-R、衛星
デジタル音楽放送など）では、音声信号をデジ
タル信号でやり取りすることができます。
アナログ信号と違いデジタル信号でのやり取り
では、音楽を劣化の少ない状態で録音すること
が可能なために、音楽ソフトの著作権を保護す
るコピー規制が必要となりました。
それが、シリアルコピーマネージメントシステ
ム(Serial Copy Management System)で、
デジタル信号による録音を「何世代まで」と規
制している方式です。概要は、以下の通りです。

1 デジタル録音されたものを、さらに別
のデジタル録音機器（MDやCD-R）へ
デジタル録音することはできない。

2 アナログ録音されたものは、別のデジ
タル録音機器（MDやCD-R）へ1度だ
けデジタル録音することができる。

注 意

◆ アナログ録音をする場合は、シリアルコ
ピーマネージメントシステム(SCMS)は関
係ありません。
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MD録音の基礎知識

CD(CD-R/CD-RW)のアナログ
録音とデジタル録音を切り換える

CD(CD-R/CD-RW)からMDへ録音する場合、
デジタル録音とアナログ録音とを切り換えるこ
とができます。たとえば、CD-Rからの録音で
"Can’t REC"と表示が出て録音できない場合
は、アナログ録音に切り換えてから録音します。

CD(CD-R/CD-RW)をセット
します
CD(CD-R/CD-RW)以外のディ
スクをセットすると、アナログ録
音固定となり操作することでき
ません。

DVD/CDボタンを押して再
生させてから、7ボタンを押
します

MDメニュー/設定ボタンを
押します

} ] で"Input Sel."を選ん
でから、決定ボタンを押しま
す

 Input  Sel.

} ]を押して、デジタルかア
ナログかを選びます
÷  デジタル録音（お買い上げ時）

 Digital

÷  アナログ録音

 Analog

決定ボタンを押します
アナログ録音に設定すると、表示
部から "DIGITAL"が消灯しま
す。

1.

2.

3.

4.

5.

STST

決定

決定

STST

6.

MDメニュー
/設定

DVD/CDDVD/CD
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MDのシステム上の制約

MDは従来のカセットテープやDATとは異なる方式で録音されます。そのため、録音方法や編集
のしかたによって、次のような症状がでることがあります。
これらは、システム上の制約によるものですので、故障ではありません。

MDでは、TOCにMD上の録音場所の区切りが登録
されます。何度も部分的に消去して録音したり、編集
をくり返したりすると、曲数が最大（255曲）になっ

トック

ていなくても、TOCの情報がいっぱいになるので、録
音できなくなります。
（このようなMDは、不要なトラックを消去するか全
曲イレース機能を行えば、使用できます。）

ディスクにキズなどがあると、その部分は自動的に録
音できなくなるため録音時間が少なくなります。

録音残り時間を表示するとき、12秒以下（通常のス
テレオ録音で録音時）の短い曲などは曲として数えら
れないことがあるためです。

通常は、1クラスタ(通常のステレオ録音で約2秒）を
録音の最小単位としていますが、これに満たない曲で
も約2秒のスペースを使います。このため、表示され
た残り時間よりも実際に録音できる時間が少なくなる
ことがあります。また、MDにキズなどがあると、そ
の部分は自動的に録音不可となるため録音時間が少な
くなります。

計算処理の制約により、誤差が生じる場合がありま
す。

録音・編集をくり返して行ったMDでは、コンバイン
機能を使えないことがあります。

録音・編集をくり返して行ったMDでは、早戻し／早
送り中に音がとぎれることがあります。

MDの最大録音時間になっていないの
ディスク フル

に“Disc Full”が表示されることがあ

る。

短い曲を何曲消しても録音の残り時間
が増えないことがある。

MDに録音した時間と録音の残り時間
の合計が最大録音時間と一致しないこ
とがある。

残り再生時間や総再生時間が、実際の
再生時間と一致しないことがある。

編集で曲と曲とをつなげないことがあ
る。

録音された曲を早戻し／早送りすると、
音がとぎれることがある。

症状 システム上の制約

MD録音の基礎知識
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アスペクト比　
テレビ画面の横と縦の比率をいいます。従来サ
イズのテレビでは4：3ですが、ハイビジョン
テレビやワイドテレビは16：9の比率となって
います。臨場感あふれる映像が楽しめるように
なっています。

インターレース(飛び越し走査)
映像の1画面を半分ずつ2回に分けて描きます。
最初に奇数番目の走査線を描き、目の残像を利
用して、次に偶数番目の走査線を描いて1画面
(フレーム)を表示します。従来のテレビの走査方
式として採用されています。通常、解像度の数字
の後ろに「i」を付けて(525iなど)表記します。

映像出力(コンポジット)
輝度信号(Y)と色信号(C)を混合して1本のコー
ドで伝送できるようにした信号です。ただし、
入力機器側で混合された輝度信号(Y)と色信号
(C)を分離しなければなりません。この輝度信号
(Y)と色信号(C)を分離するときの精度で画質の
良さが決まります。

視聴制限
暴力シーンなどを含むDVDの中には、視聴制
限のレベル（大小）が設けられたものがありま
す。ディスクのレベルよりも小さいレベルに本
機の視聴制限レベルを設定すると、暗証番号を
入力しないかぎり再生ができなくなります。

ダイナミックレンジ
ダイナミックレンジとは、ディスクに記録され
ている音声レベルの最大値と最小値の差異のこ
とです。ダイナミックレンジは、デシベル（dB）
単位で測定されます。
ダイナミックレンジを圧縮する（オーディオ
DRC）と、最小の信号レベルが上がり、最大の
信号レベルが下がります。これにより、破裂音
のような強い音声信号が低減される一方、人の
声などの低いレベルの音声信号がはっきりと聞
こえるようになります。

ドルビーデジタル *1

DVDの標準音声タイプのことです。モノラルや
ステレオで記録されているソフトもあれば、現
在最も主流となっている5.1ch サラウンドで記
録されているソフトもあります。ドルビーデジ

用語解説

1

タル（5.1ch サラウンド）で記録されているソ
フトとは、5つのチャンネルの個別にそれぞれ
のシーンに合った音声が記録されていて、サブ
ウーファーから出力される低音も記録されてい
るソフトのことをいいます。

*1ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造
されています。Dolby、ドルビー及びダブルＤ記号
はドルビーラボラトリーズの商標です。

ドルビープロロジック llサラウンド再生
ドルビープロロジック II は、ドルビープロロ
ジックを更に改良し、ステレオ音声を5.1chに
拡張して再生するためのマトリックスデコード
技術です。ステアリングロジック回路により、
全可聴帯域のメイン5chを作り出します。CD
のような通常のステレオ音楽素材に対してもよ
り優れた立体音場効果、包囲感、より明確な定
位をもたらし、ドルビーサラウンドエンコード
された素材はディスクリート5.1chに匹敵する
移動感をも実現できるものです。本機には、こ
の技術を使ったドルビーバーチャルスピーカー
やドルビーヘッドホンの機能があります。

VRモード(ビデオレコーディングフォーマット)記録
映像、および音声信号をDVD-RWレコーダー
でDVD-RWディスクの不特定な位置に即時書
き込み*することをいいます。（*即時書き込み
＝パソコンでは、入力されたデータをすぐに
ハードディスク(リムーバブルメディア)に書き
込まず、一度メモリーに記憶します。そのあと、
CPU(OS)が順番を整理してハードディスクに
書き込みます。これに対して、データが入力さ
れた順にハードディスクに書き込んでいくこと
を即時書き込みといいます。)
パイオニアのDVDレコーダーではこれをVR
モード記録といいます。VRモードには、標準な
画質で録画するモードと画質、および録画時間
を自由に設定して録画するモードがあります。

プレイバックコントロール（PBC）
ビデオCD(バージョン2.0)に記録されている、
再生をコントロールするための信号です。PBC
付きビデオCDに記録されているメニュー画面
を使って、簡単な対話形式のディスクや検索機
能のあるディスクの再生が楽しめます。また、
高/標準解像度の静止画も楽しむことができま
す。
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リージョンNo.
DVDプレーヤーとDVDディスクは発売地域ご
とに地域番号(リージョンNo.)が設けられてお
り、再生するディスクに記載されている番号に
プレーヤーの地域番号が含まれていない場合は
再生できません。本機のリージョンNo.は「2」
です(本体後面部に表記されています)。

リニアPCM
音声の圧縮を行わない方式です。ミュージカル
や音楽コンサートなどを収録したDVDビデオ
の場合によく使われます。48kHz/16bit、
96kHzなどの表示があることもあります。

D端子
デジタル放送に対応したテレビなどの機器に装
備されている映像信号(Y、CB/PB、CR/PR)と
映像信号のフォーマットを識別する制御信号を
1つのコネクタで接続する端子です。

DTS*2

DTSとはデジタルシアターシステム（Digital
Theater Systems）の略で、5.1chのデジタ
ル・サラウンド録音再生方式です。これは最新
のサラウンド方式で、DVDビデオのオプション
音声タイプとして認められています。

*2“DTS”、“DTS Virtual”及び“DTS Digital Out”
は米国Digital Theater Systems, Incの登録商標
です。米国Digital Theater Systems, Incの実施
権に基づき製造されています。

DVDビデオフォーマット記録
、または マークの付いている市販の

DVDビデオディスクと同じ方式(フォーマット)
でDVD-R/DVD-RWディスクに一筆書きのよ
うに記録することをいいます。
パイオニアのDVDレコーダーではこれをビデ
オモード記録といいます。ビデオモードには、
「V1」とよばれる高画質で録画するモード(録画
時間：１時間)と、「V2」とよばれる長時間で録
画するモード(録画時間：2時間)があります。

プログレッシブ(順次走査)
映像の1画面を2回に分けずに1画面ずつ描き
ます。特に静止画の文字やグラフィックス、横
線などの多い画像で、チラツキを抑えた美しい
画像を楽しめます。通常、解像度の数字の後ろ
に「p」を付けて(525pなど)表記します。

マルチアングル
通常のテレビ番組などはテレビカメラからの映
像を見ていますので、画像は撮影しているカメ
ラの位置の視点でテレビ画面に表示されます。
テレビスタジオなどでは数台のカメラで同時に
撮影した映像の1つを番組ディレクターが選ん
で電波にのせて各家庭のテレビに送っています
ので、視聴者側で視点(カメラ)を選ぶことはで
きません。DVDビデオには同時に複数のカメラ
で撮影したすべての映像が記録されているもの
があり、プレーヤー側で自由に選ぶことができ
ます。DVDビデオではアングルを最大9つまで
記録することができます。

マルチ音声言語
DVDの中には、1枚のディスクの中に複数の音
声を持っているものがあります。DVDでは音声
を最大8言語(8ストリーム)まで記録すること
ができ、その中からお好きな言語を選んで楽し
める機能です。

マルチ字幕言語(サブタイトル)
映画などでおなじみの字幕の言語です。DVDで
は字幕の言語を最大32カ国語まで記録するこ
とができ、その中からお好きな言語を選んで楽
しめる機能です。

マルチセッション
CD-RやCD-RWにデータを記録するとき、そ
の記録の始めから記録の終わりまでをひとまと
めにした単位をセッションといいます。マルチ
セッションとは、1枚のディスクに2つ以上の
セッションデータを記録する方法のことです。

2 ALL

用語解説

(X-FS7DV、X-FG88DV)

(X-FS9DV)
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S1映像出力
S1とは映像のアスペクト比(4:3、16:9)の識
別信号の入ったS映像信号です。

S2映像出力
S1に加え画像信号形態(レターボックス、パン
スキャン)の識別信号の入ったS映像信号です。
S2対応のワイドテレビでは、適切な映像モー
ドに自動的に切り換わります。

WMA
「Windows Media Audio」 の略で、米国
Microsoft Corporationによって開発された音
声圧縮技術です。WMAデータは、Windows
Media Player Ver.8またはWindows Media
Player for Windows XPを使用してエンコー
ドすることができます。
Windows Media、Windowsのロゴは、米国
Microsoft Corporationの米国およびその他の
国における登録商標または商標です。
WMAファイルは、米国Microsoft Corpora-
tionより認証を受けたアプリケーションを使用
してエンコードしてください。もし、認証され
ていないアプリケーションを使用すると、正常
に動作しないことがあります。

3/2.1CH
3/2.1はディスクに記録されているチャンネル
数を表しています。
例）5.1CHの場合
・ フロントチャンネル[L(1CH)/R(1CH)]
・ センターチャンネル[(1CH)]
・ サラウンドチャンネル[L(1CH)/R(1CH)]
・ LFE*1チャンネル[1CH×0.1*2＝0.1CH]

*1  重低音強調効果の意

*2  音声全体に対して低音が占める割合

テレビ画面には下記のように表示されます。

用語解説

Exif
Exchangeable Image File Formatの略でエ
グジフと読みます。富士写真フイルムが開発し
たデジタルスチルーカメラ用のファイルフォー
マットです(JEIDA規格)。撮影日などの撮影や
画像に関する情報とサムネイル画像が収録でき
るように拡張されているファイルフォーマット
です。

F-Disc（エフディスク）
8mmフィルムで撮った映像をDVDディスク
に記録したものです。

お問い合わせ先：
(株) フジカラーサービス
　　コンシューマーフォト部
 　 電話：03-5571-5333

JPEG
JPEG とは、ITU-TS(国際電気通信連合: 旧
CCITT)と ISO(国際標準化機構)で定められた、
写真やイラストなどの画像ファイルを保存する
形式(画像フォーマット)のひとつです。JPEG
形式の画像ファイルには「.jpg」という拡張子
がつきます。デジタルカメラで撮った写真など
もほとんどJPEG形式で保存されています。

MP3
MP3とは、MPEG1オーディオレイヤー3と
いうファイル形式で圧縮した音楽データです。
「.mp3」または「.MP3」という拡張子の付い
たファイルをMP3ファイルと呼びます。拡張
子とは、OSやアプリケーションソフトで管理
されているファイルの種類を表す文字符号です。
ピリオドと3文字のアルファベットで構成され
ています。

MPEG
Moving Picture Experts Groupの略でエム
ペグと読みます。これは動画音声圧縮方法の国
際標準です。
DVDの映像やビデオCDの映像/音声は、この
方式で記録されています。DVDの中には、この
方式でデジタル音声を圧縮して記録しているも
のもあります。
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故障かな？と思ったら
故障かな？と思ったらチェックしてみてください。ちょっとした操作ミスが故障と思われがちです。また、
本機以外の原因も考えられます。ご使用のテレビなどもあわせてお調べください。下記の項目に従って再
度点検されても直らないときは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

すべてに共通

参照ページ

17

14-17

127

原因/対策

・初めて設置する際、システムケーブルやコード類を接
続したあとに 電源ボタンを押しても電源が入らずタイ
マーインジケーターが点滅しているときは、一旦電源
コードを抜いてから付属のシステムケーブルやコード
類が正しく接続されているかを確認してください。そ
のあと電源コードを差し込み、1分間待ってからもう
一度 電源ボタンを押してみてください。それでも電源
が入らないときは、お近くのサービスステーションに
連絡してください。

・電源コードが外れています。電源コードを正しく接続
してください。

・すべてのコードが完全に接続されていません。接続の
しかたを参照して、正しく接続してください。

・ボリューム設定が“Fine”になっています。ボリュー
ム設定を“Normal”にしてください。

・本機の近くで携帯電話を使用すると、ノイズが出るこ
とがあります。本機から離れてご使用ください。

・ヘッドホンを使用していませんか？ヘッドホンの使用
中はサウンドボタンを使用して設定する機能は無効な
ので禁止されています。

・ヘッドホンを使用していませんか？ヘッドホンの使用
中はSFC機能は無効なので禁止されています。

・2倍速録音中は設定できません。
・ソースがリニアPCM96kHzのときは設定できません。

症状

システムケーブル、
コード類を接続した
あとに、電源ボタン
を押しても電源が入
らない。

音が出ない。

音量を調節しても音
がなかなか小さくま
たは大きくならない。

スピーカーからノイ
ズが出る。

サウンドボタンが効
かない。

SFCボタンが効かな
い。

ドルビーバーチャル
スピーカー機能また
はドルビーヘッドホ
ン機能が設定できな
い。
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故障かな？と思ったら

症状

設定した内容が消え
てしまった。

画面が止まり、本体
やリモコンのボタン
操作を受け付けなく
なってしまった。

DTS音声が出力され
ない。
(X-FS7DV、X-FG88DV
のみ)

画面に[本機のスピー
カーからは、DTSの
音声は出力されませ
ん]と表示された。
(X-FS7DV、X-FG88DV
のみ)

DTSを録音しても無
音になる。

スピーカーから音が
出ない。

DVDとCDで音量差
を感じる。

原因/対策

・本機の電源が入っているとき、強制的に電源コードを
抜く、または停電などが起きると、設定した内容が消
えてしまうことがあります。電源コードは、必ず 電源
ボタンを押して、表示窓の[See you!]表示が消えてか
ら抜いてください。特に他機器のACアウトレットに電
源コードを接続しているときはご注意ください。接続
している機器の電源と連動して本機の電源が切れます。
電源コードは、なるべく壁などのコンセントに接続す
ることをお勧めします。

・7ボタンを押してから、もう一度再生してください。

・DTS音声対応アンプ、またはデコーダーをお持ちでな
いときはDTS音声を再生することはできません。ディ
スクのメニュー画面、またはリモコンの音声ボタンで
DTS以外の音声を選んでください。

・本機とDTS音声に対応していないアンプ、またはデ
コーダーをデジタル音声ケーブルで接続しているとき
は[DTS出力]の設定を[オフ]にしてください。ノイズ
が発生することがあります。

・DTS音声対応アンプ、またはデコーダーと接続してい
るときは、アンプの設定、およびデジタル音声ケーブ
ルが正しく接続しているか確認してください。

・本機では、スピーカーやヘッドホンからは、DTSの音
声を出力することができません。ディスクのメニュー
画面、またはリモコンの音声ボタンでDTS以外の音声
を選んでください。

・本機では、DTSを録音することができません。音声ボ
タンでDTS以外の音声を選んでください。

・ディスクが汚れていませんか？
・一時停止、コマ送り、またはスローなどの再生をして
いませんか？

・ディスクの記録方式の違いにより音量に差があります。

参照ページ

35

115

130

35

35

138

DVD/CD関係
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症状

外部機器として接続
したAVアンプなど
から音が出ない。

映像が映らない。

画面が縦または横に
伸びている。

DVD 再生中に画像
が乱れる、または暗
い。

DVD映像をVTRに
録画したり、VTRを
通して再生すると再
生画面が乱れる。

本機をビデオ内蔵テ
レ ビ に 接 続 し て
DVD を再生すると
映像が乱れる。

CD、 WMA/ MP3が
再生できない。

JPEGファイルが再
生できない。

原因/対策

・本機の音声出力端子、または接続したAVアンプなどの
音声入力端子に音声ケーブルが正しく差し込まれてい
ますか？または、外れていませんか？

・オーディオ・ビデオコード(赤/白)のプラグや本機の音
声出力端子、または接続したAVアンプなどの音声入力
端子が汚れていたら拭いてください。

・ [デジタル音声出力]の設定により、音が出ないことが
あります。

・ [96kHz PCM出力]の設定が[96kHz]になっていませ
んか？リニアPCM音声の96kHzデジタル出力を禁止
しているディスクがあります。

・接続したAVアンプなどの音量が最小になっていませんか？

・映像出力端子またはS1/S2映像出力端子のみ接続し
ているとき、またはプログレッシブ入力に対応してい
ないテレビとD映像接続しているときに[プログレッシ
ブ]を選択すると映像が正常に出力されません。[イン
ターレース]に切り換えてください。

・接続したテレビに合わせて[テレビ画面]の設定をして
ください。

・本機とテレビをS映像端子で接続しているとき、テレ
ビ側の信号処理により映像が横方向に伸びてしまうこ
とがあります。このようなときは[S映像出力]の設定
を[S1]にしてください。

・本機はアナログコピープロテクト方式のコピーガード
に対応しています。ディスクによってはコピー禁止信
号が入っています。そのようなディスクを再生したと
き、画像の一部に横縞が入るなどの症状が出るものも
ありますが、故障ではありません。

・本機はアナログコピープロテクト方式のコピーガード
に対応しています。ディスクによってはコピー禁止信
号が入っています。そのようなディスクをVTRを通し
て、またはVTRに録画して再生するとコピーガードに
より正常に再生されません。

・ビデオ内蔵テレビの機種によっては、コピーガードの
働きにより正常に再生されないことがあります。詳し
くは、お使いのテレビメーカーにお問い合わせくださ
い。

・ [フォトビューワー]の設定を[オフ]にしてお試しくださ
い。

・ [フォトビューワー]の設定を[オン]にしてお試しくださ
い。

参照ページ

129-130

129-130

114-115

115

117-118

116

118

15

126

126

故障かな？と思ったら
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症状

録音ができない。

2倍速録音ができな
い。

モノラルで録音され
てしまう。

MDを入れても“No
Disc”や“Error”が
表示される。

再生音がとぎれる。

録音したときに音が
歪む。

録音したときに音が
小さい。

グループ機能が使え
ない。

本機でMDLP録音し
たMDが他の機器で
再生できない。

2つの曲をつなぐ
（コンバイン)ができ
ない。

原因/対策

・MDが誤消去防止状態になっています。誤消去防止ツ
マミを閉じてください。

・再生専用MD（市販の音楽ソフト）に録音しようとして
いませんか。新しい録音用MDと交換してください。

・Disc Fullになっています。不要な曲を消去するか、新
しい録音用MDと交換してください。

・アナログ録音設定になっています。デジタル録音設定
に切り換えてください。

・モノラル長時間モードになっています。長時間録音
モードを通常のステレオ録音にしてください。

・ディスクにキズが付いています。新しいMDに交換し
てください。

・振動の多い不安定な場所で使用していませんか？平ら
な安定した場所に移し変えてください。

・結露現象が起きています。１時間ほど放置してから使
用してください。

・LINE入力信号が大きすぎます。入力アッテネーターを
“ATT. 10dB”または“ATT. 6dB”にしてください。
・録音レベルが大きすぎます。デジタル録音レベルを小
さくしてください。

・録音レベルが小さすぎます。デジタル録音レベルを大
きくしてください。

・入力アッテネーターが“ATT. 10dB”または“ATT.
6dB”になっています。入力アッテネーターを“ATT.
Off”にしてください。

・グループディスクと認識されていません。または、グ
ループ機能がない機器でディスク名を変更しています。
ディスク名を消去してグループを登録しなおしてくだ
さい。

・再生しようとしていた機器が、MDLP対応ではありま
せん。MDLPで録音したMDは、MDLP対応機器にて
再生してください。

・デジタルとアナログで録音された曲をつなごうとして
います。デジタル（アナログ）で録音された曲はデジタ
ル（アナログ）録音された曲同士つないでください。

・MDLPにて、違う録音モードで録音した曲同士をつな
ごうとしています。MDLPの同じ録音モードで録音し
た曲同士つないでください。

参照ページ

139

140

142

46

155

155

133

82

82

133

95

46

MD関係

故障かな？と思ったら
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・静電気など、外部からの影響により本機が正常に動作しない場合があります。このようなときは、
電源コードを一度抜いて再度差し込むことにより正常に動作します。

原因/対策

・アンテナが接続されていません。アンテナを正しく接
続してください。

・アンテナの向き、位置が悪くなっています。アンテナ
の向きや位置を調整してください。

・電気器具（蛍光灯、ドライヤーなど）を使用していませ
んか？雑音を発生させる機器の使用をやめてください。

・表示部の“ ”（モノラルインジケーター）が点灯して
いませんか？FM放送の受信設定をAutoにして、“ ”
を消灯してください。

・現在時刻の設定がされていません。現在時刻を設定し
てください。

・リモコンの電池がなくなっています。新しい電池にか
えてください。

・電池のプラスとマイナスの向きを間違えてリモコンに
入れていませんか？正しく入れてください。

・蛍光灯がリモコン受光部の近くにあります。蛍光灯を
リモコン受光部から離してください。

・ワイヤレスリモコン機能を持つテレビが、本機のリモ
コン信号により誤動作することがあります。本機と離
して設置してご使用ください。

・接続した機器からの出力レベルが大きくなっています。
入力アッテネーターを“ATT. 10dB”または“ATT.
6dB”にしてください。

・初めて設置する際、システムケーブルやコード類を接
続したあとに 電源ボタンを押しても電源が入らずタイ
マーインジケーターが点滅しているときは、一旦電源
コードを抜いてから付属のシステムケーブルやコード
類が正しく接続されているかを確認してください。そ
のあと電源コードを差し込み、1分間待ってからもう
一度 電源ボタンを押してみてください。それでも電源
が入らないときは、お近くのサービスステーションに
連絡してください。

・上記以外の場合でタイマーインジケーターが点滅して
いるときは、お近くのサービスステーションに連絡し
てください。

症状

放送が聞こえない、
聞こえにくい。

放送がステレオなの
にステレオにならな
い。

タイマーが作動しな
い。

リモコンが効かない。

テレビなどが誤動作
する。

LINE に接続した機
器からの音が歪む。

タイマーインジケー
ターが点滅して電源
が入らず、何の操作
もできない。

参照ページ

14, 16, 18-19

18

49

29

7

7

20-21

133

故障かな？と思ったら

放送関係

その他
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意味

音楽が何も記録されていない。

ショックやディスクのキズで正し
く録音できなかった。
CD-Rなど録音禁止処理されてい
るCDをMDに録音しようとした。

DTSは録音できない。

編集できない。

MDが入っていない。
MDのデーターが読めない。

MDに録音できる空きがない。

ディスク、曲名、グループ名の合
計が1700文字を超えている。
ディスク、曲名または、グループ
名が100文字を超えている。

再生専用MDに録音や編集をしよ
うとした。

MDが誤消去防止状態になっている。

ディスクにキズがついている。
記憶されているTOC情報がMD
の規格に合ってなかったり読めな
い。

MDが正しく働いていない。

該当するトラックにライトプロテ
クトがかかっている。

デジタル入力なのに正常な信号が
入力されていない。

ショックやディスクのキズで正し
く録音できなかった。

以下の状況でドルビーバーチャル
スピーカーあるいはドルビーヘッ
ドホンをオンにしようとした。
・96kHz PCM再生中
・2倍速録音中

このようにしてください

再生する時は、録音されたMDと
取りかえる。

録音をやり直すか、MDを交換
してください。
録音禁止処理されていない
CDに取りかえてください。

DTS以外の音声を選んで録音する。

もう一度、操作した項目の注意文
やメモなどを見直してください。

MDを入れてください。
MD をもう一度入れ直してくだ
さい。

他の録音用MDと取りかえてく
ださい。

ディスク名／曲名／グループ名
を短くする。
ディスク名／曲名／グループ名
を短くする。

録音用MDと取りかえる。

誤消去防止状態をもとに戻す。

MD をもう一度入れ直してくだ
さい。
他のMDと取りかえる。または、
オールイレースをしてから録音
をやり直してください。

電源を切ってから再度電源を入
れる。

MDを取りかえる。

デジタル入力端子に正しく接続
されているかを確認する。

録音をやり直すか、MDを交換し
てください。

・96kHz PCM以外の音声を選
ぶ
・2倍速録音の終了を待つ

症状

Blank Disc

Can' t  REC

Can' t  REC DTS

Can' t  Edit

No Disc

Disc Full

Name Full

Premasterd

Protected

Disc Error
TOCRead Err

Mecha Error

TRK. Protect

D. In Unlock

Retry Error

96k Stereo

こんな表示が出たときは
下の項目をチェックしても直らないとき、 下記以外の表示が出たときは、お買い上げの販売店にご
連絡ください。
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ディスクテーブルの開閉ができ
ないとき

[本体表示部]

DVD/CD0ボタンを押したときに上記の表示
が出た場合、DVD/CD0ボタンを8秒以上押
して「Lock Off」を表示させると、ディスクテー
ブルを開閉することができます。

設定した内容を、お買い上げ時
の状態に戻す(初期化)

�STANDBY/ONボタンを
押して、電源をオフにします
あらかじめディスクは取り出し
ておきます。

本体の7ボタンを8秒間押
し続けます
以下のように表示されます。

     M e m .  C l r.?

本体の6ボタンを押します
自動的に電源がオンになり、
設定した内容がすべてお買い
上げ時の状態に戻ります

注 意

◆ 初期化すると、記憶していたすべてのメモ
リーが同時に消去されます。初期化するとき
は十分にご注意ください。

◆ HCMSメモリ(45ページ)は初期化されませ
ん。

メ モ

▼ 初期化すると、26ページの画面が最初に表
示されます。

 Tray Lock

1.

2.

DVDの初期設定一覧

音場設定 (X-FS7DV/X-FG88DVのみ)

初期設定

P.102

P.103

P.108

 画質調整

P.122

P.122

P.122

P.114

P.115

P.115

P.115

＊1

＊2

＊2

＊3

P.116

P.117

P.118

P.119

P.120

P.120

P.121

P.126

P.124

視聴制限のお買い上げ時の設定は、暗証番号未
設定、レベル変更オフ、国コードは日本の設定
となっています。　　

X-FS9DVについて
＊1項目名が[デジタル音声モード]となります。
＊2[DTS出力]、[MPEG出力]の項目はありません。
＊3[96kHz PCM出力]のお買い上げ時の設定は
[96kHz]です。

3.

STANDBY/ON
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Kirghiz (ky), 1125

Latin (la), 1201

Lingala (ln), 1214

Laothian (lo), 1215

Lithuanian (lt), 1220

Latvian (lv), 1222

Malagasy (mg), 1307

Maori (mi), 1309

Macedonian (mk), 1311

Malayalam  (ml), 1312

Mongolian (mn), 1314

Moldavian (mo), 1315

Marathi (mr), 1318

Malay  (ms), 1319

Maltese (mt), 1320

Burmese (my), 1325

Nauru (na), 1401

Nepali (ne), 1405

Norwegian (no), 1415

Occitan (oc), 1503

Oromo (om), 1513

Oriya (or), 1518

Panjabi (pa), 1601

Polish (pl), 1612

Pashto, Pushto (ps), 1619

Quechua (qu), 1721

Rhaeto-Romance (rm), 1813

Kirundi (rn), 1814

Romanian (ro), 1815

Kinyarwanda (rw), 1823

Sanskrit (sa), 1901

Sindhi (sd), 1904

Sangho (sg), 1907

Serbo-Croatian (sh), 1908

Japanese (ja), 1001

English (en), 0514

French (fr), 0618

German (de), 0405

Italian (it), 0920

Spanish (es), 0519

Chinese (zh), 2608

Dutch (nl), 1412

Portuguese (pt), 1620

Swedish (sv), 1922

Russian (ru), 1821

Korean (ko), 1115

Greek (el), 0512

Afar (aa), 0101

Abkhazian (ab), 0102

Afrikaans (af), 0106

Amharic (am), 0113

Arabic (ar), 0118

Assamese (as), 0119

Aymara (ay), 0125

Azerbaijani (az), 0126

Bashkir (ba), 0201

Byelorussian (be), 0205

Bulgarian (bg), 0207

Bihari (bh), 0208

Bislama (bi), 0209

Bengali (bn), 0214

Tibetan (bo), 0215

Breton (br), 0218

Catalan (ca), 0301

Corsican (co), 0315

Czech (cs), 0319

Welsh (cy), 0325

Danish (da), 0401

Bhutani (dz), 0426

Esperanto (eo), 0515

Estonian (et), 0520

Basque (eu), 0521

Persian (fa), 0601

Finnish (fi), 0609

Fiji (fj), 0610

Faroese (fo), 0615

Frisian (fy), 0625

Irish (ga), 0701

Scots-Gaelic (gd), 0704

Galician (gl), 0712

Guarani (gn), 0714

Gujarati (gu), 0721

Hausa (ha), 0801

Hindi (hi), 0809

Croatian (hr), 0818

Hungarian (hu), 0821

Armenian (hy), 0825

Interlingua (ia), 0901

Interlingue (ie), 0905

Inupiak (ik), 0911

Indonesian (in), 0914

Icelandic (is), 0919

Hebrew (iw), 0923

Yiddish (ji), 1009

Javanese (jw), 1023

Georgian (ka), 1101

Kazakh (kk), 1111

Greenlandic  (kl), 1112

Cambodian (km), 1113

Kannada (kn), 1114

Kashmiri (ks), 1119

Kurdish (ku), 1121

Sinhalese (si), 1909

Slovak (sk), 1911

Slovenian (sl), 1912

Samoan (sm), 1913

Shona (sn), 1914

Somali (so), 1915

Albanian (sq), 1917

Serbian (sr), 1918

Siswati (ss), 1919

Sesotho (st), 1920

Sundanese (su), 1921

Swahili (sw), 1923

Tamil (ta), 2001

Telugu (te), 2005

Tajik (tg), 2007

Thai (th), 2008

Tigrinya (ti), 2009

Turkmen (tk), 2011

Tagalog (tl), 2012

Setswana (tn), 2014

Tonga (to), 2015

Turkish (tr), 2018

Tsonga (ts), 2019

Tatar (tt), 2020

Twi (tw), 2023

Ukrainian (uk), 2111

Urdu (ur), 2118

Uzbek (uz), 2126

Vietnamese (vi), 2209

Volapük (vo), 2215

Wolof (wo), 2315

Xhosa (xh), 2408

Yoruba (yo), 2515

Zulu (zu), 2621

言語コード表

言語名(言語コード), 入力コード

国コード表

国名 , 入力コード , 国コード

アメリカ, 2119, us

アルゼンチン, 0118, ar

イギリス, 0702, gb

イタリア, 0920, it

インド, 0914, in

インドネシア, 0904, id

オーストラリア, 0121, au

オーストリア, 0120, at

オランダ, 1412, nl

カナダ, 0301, ca

韓国, 1118, kr

シンガポール, 1907, sg

スイス, 0308, ch

スウェーデン, 1905, se

スペイン, 0519, es

タイ, 2008, th

台湾, 2023, tw

中国, 0314, cn

チリ, 0312, cl

デンマーク, 0411, dk

ドイツ, 0405, de

日本, 1016, jp

ニュージーランド, 1426, nz

ノルウェー, 1415, no

パキスタン, 1611, pk

フィリピン, 1608, ph

フィンランド, 0609, fi

ブラジル, 0218, br

フランス, 0618, fr

ベルギー, 0205, be

ポルトガル, 1620, pt

香港, 0811, hk

マレーシア, 1325, my

メキシコ, 1324, mx

ロシア, 1821, ru
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取り扱いの注意

使用上の注意

本機を移動する場合
本機を移動する場合は、必ずディスクを取り出
しディスクテーブルを閉じてください。さらに
電源�ボタンを押し、表示窓の[See you!]表
示が消えてから電源コードを抜いてください。
ディスクを内部に入れたまま移動すると、故障
の原因となります。

本機を使わないときは電源を切る
テレビ放送の電波状態により、本機の電源を入
れたままテレビをつけると画面にしま模様が出
る場合がありますが、本機やテレビの故障では
ありません。このような場合は本機の電源を
切ってください。

CDレンズクリーナーについて

ご使用中にホコリなどにより不具合が発生した
ときはアフターサービスの項をお読みのうえ、
清掃をご依頼ください。なお、市販されている
CDレンズクリーニングディスクには、レンズ
を破損する恐れのあるもの、あるいはディスク
が取り出せなくなるものがありますのでご注意
ください。

結露について

本機を冷え切った状態のまま暖かい室内に持ち
込んだり、急に室温を上げたりしますと、動作
部に水滴が生じ（結露）、本機の性能を十分に発
揮できなくなることがあります。
このような場合には１時間ほど放置するか徐々
に室温を上げてから使用してください。

設置上の注意

÷ 組み合わせて使用するテレビの近くの安定し
た場所を選んでください。また、次のような
場所には設置しないでください
・湿気の多い所や風通しの悪い所・極端に暑
い所や寒い所 ・振動のある所・ホコリの多
い所・ 油煙、蒸気、熱などが当たる所（台所
など）

÷ 直射日光のあたる場所や、暖房器具の近くに
は設置しないでください。キャビネットが変
形したり、変色したりして故障の原因となり
ます。

÷ 水平な場所に設置してください。不安定な場
所に設置するのは大変危険ですのでおやめく
ださい。

÷ 本機のスピーカーシステムは防磁設計
（JEITA）ですので、テレビと組み合わせて
も色ムラが起こりにくくなっています。まれ
に設置のしかたによって色ムラが生じる場合
がありますが、そのときは一度テレビの電源
を切り、15～30分後に再びスイッチを入
れてください。テレビの自己消磁機能によ
り、画面への影響が改善されます。そのあと
も色ムラが残るような場合には、スピーカー
システムをさらに離してご使用ください。

÷ 近くに磁石など磁気を発生するものが置かれ
ている場合には、本機との相互作用により、
テレビに色ムラを発生する場合がありますの
で、設置にご注意ください。

÷ 本機の近くで携帯電話を使用すると、スピー
カーからノイズが出ることがあります。本機
から離れてご使用ください。

÷ 本機の上に物を載せると、変形してしまう可
能性がありますので載せないでください。

÷ パワードサブウーファーは放熱をよくするた
め、壁などから後方向15cmの間隔をとり、
通風スペースを確保してください。

通気孔をふさがない

通気孔は内部の温度上昇を防ぐためのものです。
通気孔はふさがないでください。風通しの悪い
所に入れたり、毛足の長い敷物やベッド、ソ
ファの上などへ置いたりしないでください。
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保証書（別添）について

保証書は、必ず「販売店名・購入日」などの記
入を確かめて販売店から受け取っていただき、
内容をよくお読みのうえ、大切に保管してくだ
さい。

保証期間はご購入日から1年間です。

補修用性能部品の最低保有期間

ステレオの補修用性能部品の最低保有期間は製
造打ち切り後8年です。
性能部品とは、その製品の機能を維持するために
必要な部品です。

修理に関するご質問、ご相談

お買い上げの販売店へご依頼ください。また、
ご転居されたりご贈答品などでお買い求めの販
売店に修理のご依頼ができない場合は、裏表紙
の修理受付センターにご相談ください。

修理を依頼されるとき

147～152ページに従って調べていただき、
なお異常のあるときは、ご使用を中止し必ず電
源プラグを抜いてから、お買い上げの販売店に
ご連絡ください。

連絡していただきたい内容

¶ ご住所
¶ お名前
¶ お電話番号
¶ 製品名 : DVD/MDミニコンポーネントシ

      ステム
¶ 型番 : X-FS9DV, X-FS7DV, X-FG88DV
¶ お買い上げ日
¶ 故障の状況（できるだけ詳しく）
¶ 訪問ご希望日
¶ ご自宅までの道順と目標（建物、公園など）

■　保証期間中は：
修理に際しては、保証書をご提示ください。保
証書に記載されている当社の保証規定に基づき
修理いたします。

■  保証期間が過ぎているときは：
修理すれば使用できる製品については、ご希望
により有料で修理いたします。

■  お願い：
修理のために本機をお持ち込みいただく際は、
部分的な故障と思われる場合でもシステム全体
での動作確認が必要となるため、全機器をお持
ち込み願います。

保証とアフターサービス
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仕様

DVD/MD TUNER部

FMチューナー部

受信周波数.... 76.0～90 MHz、TV1, 2, 3 ch音声
アンテナ..................................... 75 Ω不平衡型

AMチューナー部

受信周波数................ 522 kHz～1,629 kHz
アンテナ....................... ループアンテナ（付属）

DVDプレイヤー部

周波数特性 (音声) ................... 4 Hz～44 kHz
(96 kHzサンプリング)

............................................. 4 Hz～22 kHz
(48 kHzサンプリング)

映像出力 :
出力レベル................................. 1 Vp-p(75Ω)
出力端子.............................................. RCA端子

S2映像出力 :
Y出力レベル ............................. 1 Vp-p(75Ω)
C出力レベル .................... 286 mVp-p(75Ω)
出力端子.................................................... S端子

D2映像出力 :
Y出力レベル ............................. 1 Vp-p(75Ω)
Cb/Pb、Cr/Pr出力レベル
........................................... 0.7 Vp-p(75Ω)

出力端子.................................................... D端子

ミニディスク部

記録方式................. 磁界変調オーバーライト式
再生方式.........................................非接触光学式
サンプリング周波数 ......................... 44.1 kHz

その他

外形寸法.........................320×86×275 mm
（幅）×（高さ）×（奥行）

本体質量................................................... 3.5 kg

スピーカーシステム部

パワードサブウーファー部

外形寸法.............. 142×282.5×318 mm
（幅）×（高さ）×（奥行）

本体質量................................................... 6.5 kg

■ サブウーファー部

型式 .. バスレフ方式 フロア型、防磁設計(JEITA)
使用スピーカー ...................... 12 cm コーン型
公称インピーダンス ................... 4 Ω（各端子）
再生周波数帯域 ..................... 35～1.500 Hz
最大入力.................... 25 W（JEITA、各端子）

■ アンプ・電源部

実力最大出力 (JEITA 4 Ω) .... 25 W＋25 W
電源電圧..................... AC100 V、50/60 Hz
消費電力（電気用品安全法）
(DVD/MD TUNER部とのシステム接続動作時)
X-FS9DV ............................................ 79 W
X-FS7DV/X-FG88DV .................... 77 W

待機時消費電力
(DVD/MD TUNER部とのシステム接続待機時)
........................................................ 0.065 W

X-FS9DV/X-FG88DV
スピーカー(サテライトスピーカー)部

型式 .. 密閉式 ブックシェルフ型、防磁設計(JEITA)
使用スピーカー
........ 8.7 cm コーン型、5.2 cm コーン型

公称インピーダンス .....................................6 Ω
再生周波数帯域 ...................90～20.000 Hz
最大入力................................... 25 W（JEITA）
外形寸法................. 120×283×48.5 mm

（幅）×（高さ）×（奥行）
本体質量................................................... 0.7 kg

X-FS7DVスピーカー(サテライトスピーカー)部

型式 .. 密閉式 ブックシェルフ型、防磁設計(JEITA)
使用スピーカー ..................... 8.7 cm コーン型
公称インピーダンス .....................................6 Ω
再生周波数帯域 ................100～20.000 Hz
最大入力................................... 25 W（JEITA）
外形寸法................. 120×230×59.5 mm

（幅）×（高さ）×（奥行）
本体質量................................................... 0.9 kg
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本機は一般家庭用機器として作られたもの
です。一般家庭用以外（例えば飲食店等での
営業用の長時間使用、車輌、船舶への搭載使
用）で使用し、故障した場合は、保証期間内
でも有償修理を承ります。

あなたが録音したものは、個人として楽し
むなどのほかは、著作権法上、権利者に無断
で使用できません。
なお、デジタル録音機器の価格には、著作権
法の定めにより、私的録音補償金が含まれ
ています。
お問合わせ先：
社団法人 私的録音補償金管理協会
東京都新宿区西新宿3 丁目20 番2 号
東京オペラシティタワー11F
電話（03 ）5353 －0336
FAX（03 ）5353 －0337

ドルビーラボラトリーズの米国及び外国特
許に基づく許諾製品です。

本機では、画面表示に NEC のフォント
「Font Avenue」を使用しています。
Font AvenueはNECの登録商標です。

レコード�
スプレー�

シンナー� ベンジン�

製品のお手入れについて

通常は、柔らかい布で空拭きしてください。汚
れがひどい場合は、水で5～6倍に薄めた中性
洗剤に柔らかい布を浸してよく絞ったあと、汚
れを拭き取り、そのあと乾いた布で拭いてくだ
さい。
アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤など
が付着すると印刷、塗装などがはげることがあ
りますのでご注意ください。また、ゴムやビ
ニール製品を長時間触れさせることも、キャビ
ネットを傷めますので避けてください。化学ぞ
うきんなどをお使いの場合は、化学ぞうきんな
どに添付の注意事項をよくお読みください。
お手入れの際は、差し込みプラグをコンセント
から抜いて行ってください。

仕様

付属品

保証書 ................................................................ 1
取扱説明書......................................................... 1
簡単ガイド......................................................... 1
FM 簡易アンテナ ............................................. 1
AMループアンテナ.......................................... 1
リモートコントロールユニット（リモコン）..... 1
単3形乾電池（AA/R6P）.............................. 2
システムケーブル ............................................. 1
スピーカーコード ............................................. 2
スピーカースタンド＊.................................................... 2
滑り止めパッド (パワードサブウーファー用)＊ ...1
電源コード......................................................... 1
ビデオコード ..................................................... 1

＊ スピーカー部と一緒に梱包されています。

÷ 仕様および外観は改良のため、予告なく変更
することがあります。
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➩

長年ご使用のオーディオ製品の点検をおすすめいたします。
こんな症状はありませんか？
・電源コードや電源プラグが異常に熱くなる。
・電源コードにさけめやひび割れがある。
・電気が入ったり切れたりする。
・本体から異常な音、熱、臭いがする。

すぐに使用を中止し、電源プラグをコンセントから抜き、故障
や事故防止のため電気店またはお近くのパイオニアサービスス
テーションに点検（有料）をご依頼ください。

音のエチケット

音のエチケット

楽しい音楽も時と場所によっては気になるものです。隣近所へのおもいやり
を十分にいたしましょう。ステレオの音量はあなたの心がけ次第で大きくも
小さくもなります。
特に静かな夜間には小さな音でも通りやすいものです。夜間
の音楽鑑賞には気を配りましょう。近所へ音が漏れないよう
に窓を閉めたり、ヘッドホンで聞くのも一つの方法です。
お互いに心を配り、快い生活環境を守りましょう。

愛情点検�
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153-8654  東京都目黒区目黒１丁目４番１号

c 2004 パイオニア株式会社　禁無断転載

製品のご購入や取り扱いについてのご相談窓口

受付　月曜～金曜 ９：３０～１７：００、土曜・日曜・祝日 ９：３０～１２：００、１３：００～１７：００　（弊社休業日は除く）

●カーオーディオ／カーナビゲーション製品のご相談窓口 ００７０－８００－８１８１－１１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般電話 【一般電話】０３－５４９６－８０１６
●家庭用オーディオ／ビジュアル製品（PDP・DVDなど）のご相談窓口 ００７０－８００－８１８１－２２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般電話 【一般電話】０３－５４９６－２９８６
●カタログのご請求窓口 ００７０－８００－８１８１－３３
　　カタログ請求とメールサービス登録のご案内 http://www.pioneer.co.jp/support/ctlg/index.html
●ファックス受付 ０３－３４９０－５７１８

受付　月曜～土曜・日曜・祝日 ９：３０～１７：３０（弊社休業日は除く）

●パイオニアコミュニケーションズ（株）　お客様相談室
　　東日本地区（埼玉県所沢市）０４－２９４９－５１３１　西日本地区（大阪市）０６－６５３３－００９９　　ファックス　０４－２９４９－５５０１

<下記窓口へのお問い合わせの時のご注意>市外局番「0070」で始まる ﾌﾘｰﾌｫﾝ及び「0120」で始まる ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙは、ＰＨＳ、携帯電話などからは、ご使用になれません。
また、【一般電話】は、携帯電話・PHSなどからご利用可能ですが、通話料がかかります。

家庭用電話機に関するご相談窓口

カスタマーサポートセンター（全国共通フリーフォン）

部品のご購入についてのご相談窓口
●部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入については、部品受注センターへお問い合わせください。

受付　月曜～金曜 ９：３０～１８：００、土曜・日曜・祝日 ９：３０～１２：００、１３：００～１７：００　（弊社休業日は除く）

　　　　　　　　　電話（ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ）　 ０１２０－５－８１０９５　　　ファックス（ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ）　 ０１２０－５－８１０９６
　　　　　　　　　一般電話　　　　　　０５３８－４３－１１６１

部品受注センター

ご相談窓口　・　修理窓口のご案内
パイオニア製品の修理・お取り扱い（取り付け・組み合わせなど）については、お買い求めの販売店へ
お問い合わせください。
なお、修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を1度ご覧になり、故障かどうかご
確認ください。それでも正常に動作しない場合は、1型名 2ご購入日 3故障症状を具体的に、ご連絡ください。
●ホームページ　商品に関する「よくあるお問い合せ」FAQのご案内 　http://www.pioneer.co.jp/support/faq/i ndex.html

修理についてのご相談窓口
●お買い求めの販売店に修理の依頼が出来ない場合は、修理受付センターへ（沖縄の方は、沖縄サービスステーションへ）

受付　月曜～金曜 ９：３０～２０：００、土曜・日曜・祝日 ９：３０～１２：００、１３：００～１８：００　（弊社休業日は除く）
ゴ ー パ イ オ ニ ア

　　　　　　　　　電話（ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ）　 ０１２０－５－８１０２８　　　ファックス（ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ）　 ０１２０－５－８１０２９
　　　　　　　　　一般電話　　　　　　０３－５４９６－２０２３

受付　月曜～金曜 ９：３０～１８：００　（土曜・日曜・祝日・弊社休業日は除く）

　　　　　　　　　一般電話　　　　　　０９８－８７９－１９１０　　　ファックス　　　　　　　　０９８－８７９－１３５２

沖縄サービスステーション（沖縄県のみ）

修理受付センター

<ARA7201-C>

D50-5-10-1_A_Ja

JIS C 61000-3-2適合品とは、日本工業規格「電磁両立性
－第3-2部：限度値－高調波電流発生限度値(1相当たりの入
力電流が20A以下の機器)」に基づき、商用電力系統の高調波
環境目標レベルに適合して設計・製造した製品です。


